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設立趣旨

ブリヂストン美術館

 ブリヂストン美術館は,石 橋正二郎(1889-1976)が 多年にわたって蒐集愛蔵した内外の美術品を,社 会公

共のため,広 く一般の鑑賞に供し,文 化向上の一端に貢献 したいとの趣 旨に基づき,1952年(昭 和27)1月8

日,ブ リヂストンビルディング竣工とともに同ビル内に開設されたものである。その後1956年(昭 和31)4月 に設立

された財団法人石橋財団がその経営を継承し,1961年(昭 和36)9月 には同財団が石橋正二郎から所蔵美術

品の寄贈を受けた。なお,1959年(昭 和34)5月 には面積が二倍に拡張されると共に,設 備に大改良が加 えら

れた。

石橋美術館

 石橋美術館は,株 式会社ブリヂストンの創業者・石橋正二郎が1956年(昭 和31)4月26日,同 社の創立25周

年を記念して,社 会公共の福祉と文化向上のために,郷 土久留米市に寄贈 した石橋文化センターの中心施

設である。1977年(昭 和52),石 橋正二郎の遺族の寄付により増改築が行われ,同 年4月 以降,久 留米市の

要請により,石 橋財団がその経営に当たっている。

機構 ・運 営

石橋財団

理事長

理事

監事

評議員

(1991年3月31日 現在)

石橋 幹 一郎

鳩 山威 一郎,盛 田昭夫,有 田一 寿,真 藤 恒,内 田 宏,嘉 門安雄,中 川 洋,楠 晋 次

亀徳 正 之,唐 澤 高美,鵜 澤 昌和

石橋 幹 一 郎,鵜 澤 晋,石 井 公 一郎,小 林 行 雄,河 北倫 明,朝 吹 三 吉,石 橋 寛,真 藤 恒,高 碕 芳

郎,有 田一 寿,橋 口 収,高 階秀 爾,友 部 直,喜 多村禎 勇,徳 永 徳次 郎,三 木 常正,

嘉門安 雄,中 川 洋,楠 晋 次,朝 比 奈仙 二

美術館運営委員会

委員長

委員

石橋幹 一郎

河 北倫 明,朝 吹 三吉,脇 田 和,高 階秀爾,友 部 直,谷 口鉄雄,鈴 木 健二,石 橋 寛,富 山秀 男,

嘉 門安 雄,中 川 洋

常務理事 楠 晋次

事務局

事務局長 朝比奈仙二

ブリヂストン美術館

参与

館長

久保貞次郎

嘉門安雄 事務部長 大崎新一 学芸部長 阿部信雄 学芸課長 宮崎克己

石橋美術館

館長

顧問

中川 洋

谷口鉄雄

事務部長 平井麟之輔 学芸課長 田内正宏 主任学芸員 橋富博喜
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BRIEF HISTORY

BRIDGESTONE MUSEUM OF ART 
 On January 8, 1952, in celebration of the completion of the Bridgestone Building,   Shojiro Ishibashi 

(1889-1976), ever mindful of the promotion of cultural development in Japan, opened to the public 
an art gallery within the building, under the name of "Bridgestone Gallery." Ishibashi's personal 
collection formed the nucleus of the exhibits of paintings, sculptures and other objects d'art. In April 
1956 the management of the Gallery was taken over by the Ishibashi Foundation, and in Septemeber 
1961  Shojiro Ishibashi donated numerous art works of his collection to the Foundation. In May 1959 
the Gallery was considerably enlarged and entirely renovated, and in January 1968 the English name 
was changed from "Bridgestone Galley" to "Bridgestone Museum of Art." 

ISHIBASHI MUSEUM OF ART 
 On April 26, 1956, in celebration of the 25th anniversary of the founding of Bridgestone Corpora-

tion,  Shojiro Ishibashi, the founder of the company, donated the Ishibashi Cultural Center to the city 
of Kurume, his native place, for the purpose of rendering services to the public and promoting cul-
tural development. The Museum (originally called "Ishibashi Art Gallery") is the main institution 
of the Center. In 1971, the English name was changed from "Ishibashi Art Gallery" to "Ishibashi 
Museum of Art." In 1977, thanks to a contribution of the bereaved family of  Shojiro Ishibashi, the 
building of the Museum was reconstructed and extended, and in April of the same year the Ishibashi 
Foundation was entrusted with the management of the Museum by the city of Kurume.

ORGANIZATION & MANAGEMENT 

Ishibashi Foundation(As of March 31,1991)

President of the Board of Directors Kanichiro Ishibashi
Directors

Auditors 
Councillors

Iichiro Hatoyama 
Hiroshi Uchida 
Masayuki Kitoku 
Kanichiro Ishibashi 
Michiaki Kawakita 
Yoshiro Takasaki 
Naoshi Tomobe 
Yasuo Kamon

Akio Morita 
Yasuo Kamon 
Takami Karasawa 
Susumu Uzawa 
Sankichi Asabuki 
Kazuhisa Arita 
Sadao Kitamura 
Yo Nakagawa

Kazuhisa Arita 
Yo Nakagawa 
Masakazu Uzawa 
Koichiro Ishii 
Hiroshi Ishibashi 
Osamu Hashiguchi 
Tokujiro Tokunaga 
Shinji Kusunoki

Hisashi Shinto 
Shinji Kusunoki

Yukio Kobayashi 
Hisashi Shinto 
Shuji Takashina 
Tsunemasa Miki 
Senji Asahina

Executive Committee of the Museums
Chairman 
Members

Kanichiro Ishibashi 
Michiaki Kawakita 
Shuji Takashina 
Hiroshi Ishibashi

Sankichi Asabuki 
Naoshi Tomobe 
Hideo Tomiyama

Kazu Wakita 
Tetsuo Taniguchi 
Yasuo Kamon

Kenji Suzuki 
Yo Nakagawa

Managing Director Shinji Kusunoki

Administration

Executive Secretary Senji Asahina

Bridgestone Museum of Art 

Councillor Sadajiro Kubo 
Director Yasuo Kamon
Administrator Shinichi Osaki Chief Curator Nobuo Abe Curator Katsumi Miyazaki

Ishibashi Museum of Art 

Director Yo Nakagawa
Administrator Rinnosuke Hirai 
Adviser Tetsuo Taniguchi

Chief Curator Masahiro Tauchi Curator Hiroki Hashitomi
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主 な記録 ブリヂストン美術館

《企画展》

メナ ー ド美 術館 名作展 ヨー ロッパ と日本近代 の絵 画 と彫刻

1990年5月26日 －7月8日

主催:石 橋財団ブ リヂス トン美術館/メ ナー ド美術館/東 京新聞

出品内容:西 洋近代絵画17点 西洋近代彫刻7点 日本近代洋画63点 日本画19点 日本近代彫刻5点 計111点

入場者総数:28,299人

西 洋近 代 絵 画

1.ギ ュス タ ー ヴ ・モ ロ ー 《サ ロ メの 踊 り》/1876年 頃/イ ンク,水 彩 ・紙/23.0×15.7cm

2.エ ドゥア ール ・マ ネ 《黒 い 帽子 のマ ル タ ン夫人 》/1881年/パ ス テ ル ・画 布/55.5×46.3cm

3.オ デ ィ ロン ・ル ドン 《夢 想》/1900-05年 頃/パ ス テル ・紙/47.8×61.2cm

4.フ ィンセ ン ト・フ ァ ン・ゴ ッホ 《一日の終 り(ミ レ ー に よる)》/1889年/油 彩 ・画 布/72.0×94.0cm

5.ジ ョル ジュ ・ス ー ラ 《『サ ー カ スの 客寄 せ 』の た めの 習 作》/1887年/ペ ン,イ ン ク ・紙/12.7×19.0cm

6.ヴ ァシ リー ・カ ンデ ィンス キ ー 《断 片》/1929年/油 彩 ・厚紙/48.8×35.0cm

7.ア ン リ・マ テ ィ ス 《ヴ ェー ル をか ぶ っ た女 》/1942年/油 彩 ・画 布/55.2×46.0cm

8.コ ン ス タ ンテ ィ ン・ブ ラ ン クー シ 《立 っ てい る子 供 》/テンペ ラ・紙/57.9×33.7cm

9.パ ウル ・ク レー 《帽子 をか ぶ った 婦人(青 い 目を した 黄色 の)》/1919年/水 彩,油 彩 ・紙/30.5×23.8cm

10.パ ウル ・ク レー 《植 物 記 号 》/1938年/水 彩 ・石膏 地 塗 りの黄 麻 布/36.0×48.5cm

11.パ ブ ロ・ピカ ソ 《オ ルガ ・ピカ ソ》/1918年/油 彩 ・画 布/35.2×27.3cm

12.パ ブ ロ ・ピカ ソ 《静物 － ろ うそ く,パ レ ッ ト,牡 牛 の 頭 部》/1938年/油 彩 ・画布/97.0×130.0cm

13.ジ ョル ジュ ・ブ ラ ック 《青 い テー ブル ク ロス》/1938年/油 彩,砂 ・画 布/88.8×107.1cm

14.ホ ア ン・グ リス 《厩 番 の 若 者》/1924年/油 彩 ・画布/55.5×45.8㎝

15.マ ル ク・シ ャガ ー ル 《夏-収 穫 と落穂 拾 い》/1975年/グ ワ ッ シュ ・紙/105.0×76.0cm

16.ジ ョル ジ ョ・モ ラ ンデ ィ 《静物 》/1953年/油 彩 ・画 布/21.8×33.1cm

17.ベ ン ・ニ コル ソ ン 《セ ン ト・ア イ ヴス の屋 根,1948年5月19日 》/1948年/油 彩,鉛 筆 ・画布/46.0×71.0cm

西 洋 近代 彫 刻

18.オ ーギ ュス ト・ロダ ン 《バ ルザ ッ ク記念 碑 の た めの 最 終習 作 》/1897年/ブ ロ ンズ/高 さ107.0cm

19.エ ミー ル=ア ン トワ ー ヌ・ブ ール デル 《ぶ ど うを収穫 す る女 》/1912年/ブ ロ ンズ/高 さ88.0cm

20.ア リス テ ィ ド・マ イ ヨー ル 《イー ル=ド=フ ラ ン ス》/1925年/ブ ロ ンズ/高 さ85.0cm

21.ア ン リ・マ テ ィス 《肘 か け椅 子 の 裸婦(小)》/1924年/ブ ロ ンズ/高 さ24.0cm

22.ア レ キサ ンダー ・ア ー キペ ンコ 《立像 》/1922年/ブ ロ ンズ/高 さ66.0㎝

23.マ リノ・マ リー ニ 《ヨハ ン・ウル リ ッ ヒ・ガ ッサー の 肖像 》/1945年/石 膏,着 彩/高 さ28.0㎝

24.マ リノ・マ リー ニ 《騎 手(街 の守護 天使)》/1949年/木,着 彩/高 さ180.Ocm

日本 近代 洋 画

25.藤 島武 二 《西 洋 婦人 像 》/1906-07年/油 彩 ・画布/38.2×36.1cm

26.藤 島 武 二 《台 湾 の女 》/1933-35年/油 彩 ・板/41.0×31.5㎝

27.藤 島 武 二 《耕 到天 》/1938年/油 彩 ・画布/68.5×85.Ocm

28.藤 島 武 二 《暁 の海 》/油彩 ・画 布/33.5×46.0㎝

29.岡 田三郎 助 《旧 交詢 社 演芸 室 壁 画 の た めの 習作 》/1909年/油 彩 ・画 布/74.5×43.2cm

30.岡 田三 郎助 《裸 婦》/1921年/油 彩 ・画布/80.0×53.Ocm

31.岡 田三 郎助 《裸 婦立 像 》/1932年/油 彩 ・絹 貼 厚紙/52.8×33.5cm

32.熊 谷 守 一 《斑 猫 》/1962年/油 彩 ・板/31.5×40.8cm

32.熊 谷 守 一 《扶 桑 》/1964年/油 彩 ・画 布/41.0×32.Ocm

34.青 木 繁 《布 良 の藻 屑 拾 い》/1904年/油 彩 ・板/12.0×16.5cm

35.坂 本 繁 二郎 《林 間馬 》/1938年/油 彩 ・画布/50.0×60.7cm

36.坂 本 繁 二郎 《能 面 と謡 本 》/1947年/油 彩 ・画布/45.5×53.2cm
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37.坂 本繁 二 郎 《能 面 》/1949年/油 彩 ・画 布/45.5×53.2cm

38.坂 本 繁二 郎 《櫨 の月 》/1967年/油 彩 ・画 布/38.0×45.5cm

39.青 山 熊治 《九 州帝 国 大 学工 学 部本 館 会 議 室壁 画 下絵 》/1930－32年 頃/油 彩 ・紙/30.0×60.0cm

40.藤 田嗣治 《花 を持 つ少 女》/1952年/油 彩 ・画布/65.0×54.Ocm

41.中 村 彝 《少 女像 》/1913年 頃/油 彩 ・画 布/44.5×37.5cm

42.中 村 彝 《婦 人像 》/1913年 頃/油 彩 ・画 布/80.4×116.7cm

43.中 村 彝 《少 女 習作 》/1914年 頃/油 彩 ・画 布/45.5×38.0cm

44． 小 出楢 重 《裸 女 》/1925年/油 彩 ・画 布/46.7×67.4cm

45.小 出楢 重 《裸 婦 》/1929年/グ ワ ッ シ ュ・紙/25.0×29.0cm

46.小 出楢 重 《立 て る裸 婦 》/1930年/油 彩 ・画 布/84.0×53.2cm

47.小 出楢 重 《人 形 の顔(フ ラ ンス人 形)》/1930年/油 彩 ・画布/45.5×38.0cm

48.小 出楢 重 《卓 上 の 蔬菜 》/1930年/油 彩 ・ガ ラス/23.5×32.5cm

49.小 絲源 太郎 《初 空 》/1971年 頃/油 彩 ・画布/45.5×53.0cm

50． 小 絲源 太 郎 《春 雪 》/1974年/油 彩 ・画 布/45.5×53.2cm

51.安 井 曽太 郎 《薔 薇 図》/1934年/油 彩 ・画布/66.0×50.2cm

52.安 井 曽太 郎 《水 蜜 桃 》/1948年/油 彩 ・画布/49.0×46.0cm

53.安 井 曽太 郎 《桃 》/1950年/油 彩 ・画 布/55.0×46.2cm

54.安 井 曽太 郎 《腰 か け る裸 女 》/1952年/油 彩 ・画 布/72.8×60.7cm

55.安 井 曽太 郎 《楠 の新 芽》/1952年/油 彩 ・画布/45.0×54.0cm

56.安 井 曽太 郎 《甘 鯛 》/1955年/油 彩 ・画 布/37.5×45.0cm

57.梅 原龍 三 郎 《裸 婦 鏡 》/1930年/油 彩 ・画 布/82.5×57.0cm

58.梅 原 龍三 郎 《桜 島 の朝 》/1935年/油 彩 ・画 布/82.0×65.6cm

59.梅 原 龍 三郎 《黒薔 薇 図 》/1940年/油 彩,墨 ・紙/59.1×49.8cm

60.梅 原 龍 三郎 《姑娘 併 座 図》/1942年/油 彩,デ トラ ンプ ・紙/77.5×67.0cm

61.梅 原 龍 三郎 《玉鉾 と三 鈴 》/1942年/油 彩,デ トラ ンプ ・画 布/45.5×24.5cm

62.梅 原 龍 三郎 《浅 間 山》/1950年/油 彩,デ トラ ンプ ・紙/74.5×60.4cm

63.梅 原 龍 三郎 《浅 間 山花 》/1971年/油 彩 ・画 布/60.5×50.0cm

64.国 吉 康雄 《ピ ン クス リップ の少 女 》/1932年/油 彩 ・画布/102.3×76.7cm

65.国 吉 康 雄 《女 は廃墟 を歩 く》/1946年/油 彩 ・画布/110.5×76.6cm

66.国 吉 康 雄 《舞 踏 会 へ》/1950年/油 彩 ・画布/122.3×86.1cm

67.岸 田劉 生 《道 と電信 柱 》/1914年/油 彩 ・画 布/52.5×44.8cm

68.岸 田劉 生 《林 檎 を持 て る麗子 》/1919年/水 彩,鉛 筆 ・紙/38.2×28.3cm

69.岸 田劉 生 《信 行 之像 》/1921年/油 彩 ・画布/40.5×31.7cm

70.岸 田劉 生 《麗 子 微 笑之 立 像 》/1921年/水 彩,鉛 筆 ・紙/50.5×34.2cm

71.岸 田劉 生 《諸 果 合秋 》/1922年/油 彩 ・板/23.5×33.0cm

72.長 谷 川 利 行 《少 女(新 宿 にて)》/1936年/油 彩 ・画布/33.0×24.0cm

73.長 谷川 利 行 《大 島 の海 》/1937年/油 彩 ・画布/37.6×45.5cm

74.須 田 国太 郎 《新 緑 》/1945年 頃/油 彩 ・画布/45.5×53.Ocm

75.須 田 国太 郎 《池 の畔 の鳥 》/油彩 ・画 布/45.7×53.0cm

76.児 島善 三 郎 《溪 流 》/1937年/油 彩.画 布/73.0×99.5cm

77.前 田寛 治 《家族 》/1923年/油 彩 ・画 布/116.7×88.2cm

78.佐 伯祐 三 《静物 パ リ・ソ ワー ル》/1925年 頃/油 彩 ・画 布/53.5×65.Ocm

79.佐 伯祐 三 《道 と広 告 》/1927年/油 彩 ・画 布/72.1×60.Ocm

80.佐 伯祐 三 《パ リの裏 通 り》/1927年/油 彩 ・画布/61.0×72.6cm

81.岡 鹿之 助 《森 の館 》/1973年/油 彩 ・画 布/73.0×90.8cm
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82.鳥 海 青 児 《ノー トル ダム》/1933年/油 彩 ・板/24.0×33.0cm

83.三 岸 好太 郎 《白馬 と道 化(馬 に のる道 化)》/1932年/油 彩 ・厚紙/40.8×27.5cm

84.三 岸 好太 郎 《北 大 風 景 》/1932年/油 彩 ・画 布/32.0×41.0cm

85.海 老 原喜 之 助 《サ ー カ ス》/1927年/油 彩 ・画布/99.5×72.7cm

86.山 口 薫 《火 の鳥 》/1953一54年 頃/油 彩 ・画布/65.3×52.7cm

87.山 口 薫 《鳥 と娘 と矢羽 の譜 》/1960年/油 彩 ・画 布/72.6×60.6cm

88.香 月泰 男 《椿》/1950年/油 彩 ・画布/33.5×53.0cm

日本 画

89.横 山大 観 《海 に因 む 十題 黒潮 》/1940年/紙 本 彩色 ・軸 装/81.6×118.0cm

90.小 林 古 徑 《栗 蟷螂 》/1941年/紙 本 彩 色 ・軸装/55.1×74.6cm

91,小 林 古 徑 《瓶 花(八 重 山吹)》/1941年/紙 本 彩 色 ・額 装/102.6×60.0cm

92.安 田 靫彦 《王 昭 君 》/1959年/紙 本 彩 色 ・額装/55.1×68.1cm

93.安 田 靫彦 《富士 晴 る る(富 士秋 霽)》/1972年/紙 本彩 色 ・額 装/60.5×49.8cm

94.前 田青 邨 《出陣 》/1940年 頃/絹 本 彩 色 ・額 装/54.0×73.0cm

95.前 田青 邨 《紅 白梅 》/1963年 頃/紙 本 彩色 ・額 装/88.0×66.5cm

96.前 田青 邨 《激 流 》/1965年 頃/紙 本 彩 色 ・額 装/52.0×70.4cm

97.村 上 華 岳 《寒 岫 松 籟 圖》/1934年/紙 本 彩色 ・軸 装/120.0×30.4cm

98.村 上 華 岳 《菩 提 樹 下静 観 之 圖》/1935年/紙 本 彩色 ・軸 装/117.4×31.4cm

99.村 上 華 岳 《牡 丹 之 圖》/1938年/紙 本 墨 画 ・軸 装/27.0×59.5cm

100.小 野 竹 喬 《日本 海》/1976年/紙 本 彩 色.額 装/38.1×55.3cm

101.小 茂 田青樹 《春 望》/1927年/絹 本 彩 色 ・軸 装/40.0×70.4cm

102.福 田平 八郎 《筍 》/1960年/紙 本 彩 色 ・額 装/79.5×55.0cm

103.福 田平 八郎 《竹 に雀 》/1966年/紙 本 彩色 ・額 装/40.0×51.6cm

104.速 水 御 舟 《朝 露 》/1927年/絹 本 彩 色 ・軸 装/128.2×41.8cm

105.速 水 御 舟 《牽 牛 花》/1933年/紙 本 彩 色 ・軸 装/46.6×61.7cm

106.速 水 御 舟 《芙 蓉 》/1934年/紙 本 彩 色 ・軸 装/46.5×61.2cm

107.徳 岡神 泉 《栗 》/1957年/紙 本 彩 色 ・額 装/77.8×53.2cm

日本 近代 彫 刻

108.高 田博 厚 《美 し きエ ミーⅠ 》/1962年/ブ ロ ンズ/高 さ53.0cm

109.佐 藤 忠 良 《ふ ざけ っ こ》/1964年/ブ ロ ンズ/高 さ99.0cm

110.佐 藤 忠 良 《帽 子.冬 》/1979年/ブ ロ ンズ/高 さ111.5cm

111.舟 越 保 武 《極 東 の 四季 ・春 エ スキ ー ス》/1976年/ブ ロ ン ズ/高 さ114.0cm

112.舟 越 保武 《S嬢 》/1986年/大 理 石/高 さ39.5cm

ただ し,No.48作 品 は状 態 不 良 のた め 出 品 され な か った 。
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《特別展》

MASTERWORKS Paintings from the Bridgestone Museum of Art

1990年10月14日 －1991年1月20日(開 催 期 間:96日 間)

会 場:Tennessee State Museum, Nashville, U.S.A.

出 品 内容:油 彩 画60点

入 場者 総 数:181,146人

1990年10月13日,開 会式 にて。左 より,N.マ ックウェルダー・テネシ

ー州知事
,石橋幹 一郎理事長,一 人 おいて江 口禎而 ブリヂストン・

ファイアストン社会長,嘉 門安雄館長,楠 晋次常務理事。
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 テネシー州は,㈱ ブ リヂ ス トンの米国法人の本拠地であ

る関係か ら,同 州政府要人が来 日の都度,当 館 を訪れると

いった親 しい関係 にあ り,か ねてよ り歴代 の知事か ら,日

米文化交流促進 のためブ リヂス トン美術館 のコレクシ ョン

展を同地 で開催 したい との希望が熱心に寄 せ られ ていた。

開催希望場所 としてのナ ッシュヴ ィル市にあるテネシー州

立博物 館(Tennessee State Museum)の 概 況 は1989年5月

当館 学芸部員田中千秋 により予備調査 を行い,一 応の評価

は済 ませ ていた。 この頃たまた ま,ブ リヂス トンビル改修

工事 にともない,当 館で は1990年9月 か ら1991年 にか けて

改修のため5ヵ 月間閉館 し,そ の間全所蔵作品 を館外 に搬

出 しなければな らない事になった。そこで この間を利用 し

てな ら3ヵ月程度 の貸出の可能性が生 まれたので1989年9月

末石橋財団常務理事楠晋次が渡米 した折,こ の ことをテネ

シー州政府 に伝えたところ,是 非に との意向であった。

 10月17日 当館運営委員会 において本件推進 につ き基本的

合意が得 られたので,早 速 プロジェク トチームを作 り概案

策定の協力 を開始 した。10月 末にテネシー側原案が もたら

されたので,こ れ に基 づ き詳細検討.摺 り合わせ を行 い,

11月30日 当館 として の貸出契約条件 ・作 品明細等 を提出 し

た。一方,テ ネシー側 は約80万 ドル目標の募金計画を策定

し鋭意運動 を開始 した。

 1990年3月 に至 りようや く資金計画 の目処 も立 ち,実 行

に移すべ く同年4月,テ ネシー州司法長官チャールズ・パー

ソン氏および同州立博物館長 ロイス・リギ ンズ・イゼル女史

以下館員2名 の一行 が来 日し,出 品作品の最終 リス ト,貸

出条件等詳細の詰めを行った。折衝 の中で特 に譲 った点 と

しては,ア メリカでは普通 とされる,で きるだけグ レージ

ングをしないで欲 しい との希望 を容れ,作 品保全上特 に問

題 のある もの を除い ては,よ り良 い鑑賞上 の配慮 を行 っ

た。そ して当館所蔵の主要作品60点 の貸出 を決定 し,同 月

26日 財団理事会の決裁 を経て,同 日契約調印を行 った。加

えて,石 橋 財団は文化交流促進の見地か らの援助 として,

展覧会の カタ ログ1万部 を日本で制作 し,送 付,寄 贈す る

こ とを決定 した。

 8月,学 芸課長宮崎克己が現地 を訪問 し,会 場,準 備 日

程等の詳細 を確認。9月,州 立博物館 のマーチィン・フレン

チ氏が来 日し,作 品の状態を両館で確認 した後,今 回の長

途の輸送 の安全確保のために新 しく用意 した防湿性の木箱

に,往 復の輸送 を依頼 したヤマ ト運輸 により梱包 され,9

月25日 発の31点 と翌26日 発 の29点 の2便 に分けて 日本航空

の貨物便 によりニュー ヨークへ空輸 され,そ こか らナ ッシ

ュヴィル市へ と陸送 された。それぞれ,26,27日 に州立博

物館 に到着後,同 館の スタ ッフ,お よび作品に随行 した学

芸部員田中千秋,貝 塚健 によって解梱 ・点検 され,約2週 間

にお よぶ準備の うえで展示された。

 テネ シー州立博物館 は地下 に展示室が あ る珍 しい構造

で,主 として地域的 な考古・歴史・民俗資料 を収集展示 して

いる博物館で ある。近代美術 を専門 とす る学芸 員,ま た,

その保存修復の専門スタッフがいないため,今 回の特別展

のために企画段階において外部の コンサル タントを委嘱す

るなどして態勢 を整 えたのであるが,展 覧会のカタログ編

集が当館側 にほほ一 任 されたなど,作 品選定か ら展示作業

にいた るまで当館側 が細かい指示 をした。 また,会 期中の

作 品保全 のた め外部の コンサーヴ ァター2名 に作品の状 態

点検 を,同 じ く外部 の コンサーヴ ァター1名 に展示環境 の

管理 を委託 した。準備期間中に会場の漏水,空 調設備の故

障な どの問題が 出たが,外 部スタ ッフの協力 を得なが ら対

策を検討,解 決す る事がで き開会 に漕 ぎつけた。

 10月13日 の開会式 は州を挙げての盛大な もの にな り,ネ

ッ ド・マ ックウェルダー知事の祝辞 に始 まり,日 本側か ら

は石橋財団理事長石橋幹一郎,常 務理事楠晋次,ブ リヂス

トン美術館長 嘉門安雄,元 ブ リヂス トンUSA社 長 石榑和

夫氏が出席,ま た,ブ リヂス トン・ファイアス トン社会長

江 口禎而氏 をはじめとする多数の米国駐在の方々の来賓 も

得た。

 この展覧会の実施 に当た り,展 覧会 の教育的な利用にか

ける州政府の熱意 は並々な らぬもので,州 中の全ての小 中

学生が観 るように呼 びか け,各 地か らナッシュヴィルへの

無料バスを出す と言 った熱の入れ ようであった。州立博物

館の教育部門スタ ッフにより,鑑 賞ガイ ドブ ックやカラー

スライ ドを資料 として用意 して,州 内の公立学校への見学

のための先生の事前教育や広報が徹底 され,特 に平 日の午

前中は児童生徒の団体見学に割 り当て られた。 また,教 育

的見地 を重視 して,展 示 に当たってはキャプションや解説

パ ネル などは作品 とのバ ランスは多少無視 して も子供連に

も分 か りやすいように大 きなサイズで掲げ られた。 また,

200人余の多 くのヴ ォラ ンテ ィアが会場整理や作品解説な

ど積極的 に参加奉仕 している風景 は日本では見 られない も

のであった。

 会場 は出品点数の割 りにはやや狭い ものだった。入場券

は全て期 日・時間指定 としていたので大 きな混乱 もな く鑑

賞で き好評であったが,余 りの人気 に切符が売 り切 れ,会

期末の8日間は時間 を1日4時 間延長 して約5千人 を追加入場

させるなどの措置 をとった。

 会期 中は当初心配 された ような空調な どの支障 もな く,

予定通 り1991年1月20日 に会期 を終了す る事がで きた。返

却 に当たっては,田 中,貝 塚学芸部員が州立博物館員 と共

に作品の点検,梱 包 を行 い,往 路 と同様2便 に分 けて輸送

し,そ れぞれ作品に随行 した。折か ら起 った湾岸戦争の影

響 もあって帰路の貨物便の予約が不定 となるな どの心配 も

させ られたが2月6日,7日 に成 田到着 の後,13日 無事当館
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に戻 った作品60点 は新 しく改装 なった展示室 に復帰 した。

このような大規模な海外での貸出展示は,フ ランス文化省

の要請 に応 えて1962年 にパ リの国立近代美術館 において開

催 された石橋 コレクシ ョン展以来の ことでもあ り,関 係者

一同展覧会 の成功 と作品の無事 を祝 った。

 本震 については,日 本の各紙 にも大 きく国際親善の話題

として取 り上 げられたが,米 国での報道 はテネシー州お よ

び近隣各州のローカル紙 は言 うにお よぼず,米 国の全国紙

にも好意的に報 じられ,連 日の新聞記事スクラップは枚挙

に暇が ないほ ど大変な量 となった。一方,そ の後ひきもき

らず,各 地学校の生徒達か らの感想文やお礼の言葉が多数

よせ られ るな ど,日 米文化交流による親善 の目的は十分に

達 し得た と言えるだ ろう。

 尚,本 展に対 しての 日本側の協力 については,前 記の石

橋財 団によるカタログ寄贈の他,安 田火災海上保険よ りの

寄付および 日本航空 よりの協賛 援助があった。

開会 式後,会 場 にて。左より,

石橋 幹一郎 理事長,N.マ ック

ウェルダー・テネシー州知事,

嘉門安雄館長。
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1.カ ミーユ ・コロ ー 《ヴ ィル ・ダ ヴ レー 》/1835-40年/油 彩 ・画布/51.0×48.0cm

2.カ ミーユ ・コロ ー 《オ ンフル ー ル の トゥー タ ン農場 》/1845年 頃/油 彩 ・画布/44.4×64.0cm

3.カ ミー ユ ・コ ロー 《森 の 中 の若 い女 》/1865年/油 彩 ・板/54.7×38.8cm

4.オ ノ レ・ドー ミエ 《山中 の ドン・キ ホー テ 》/1850年 頃/油 彩 ・板/39.7×31.7cm

5.シ ャル ル=フ ラ ンソ ワ ・ドー ビニ ー 《レ・サ ー ブル=ド ロ ン ヌ》/油彩 ・板/39.1×67…1cm

6.ギ ュス タ ー ヴ・クー ルベ 《雪 の 中 を駆 け る鹿》/1856-57年 頃/油 彩 ・画 布/93.5×148.8cm

7.ア ドル フ ・モ ンテ ィセ リ 《庭 園 の 貴 婦人 》/1870-80年/油 彩 ・板/43.5×56.5cm

8.カ ミー ユ ・ピサ ロ 《ブー ジヴ ァル の セ ー ヌ河 》/1870年/油 彩 ・画 布/51.3×82.2cm

9.カ ミーユ ・ピサ ロ 《菜 園 》/1878年/油 彩 ・画 布/51.2×45.9cm

10.エ ドゥア ー ル ・マ ネ 《オペ ラ座 の仮 装舞 踏 会 》/1873年/油 彩.画 布/47.0×38.5cm

11.エ ド ゥアー ル ・マ ネ 《自画 像 》/1878-79年/油 彩 ・画布/95.6×63.6cm

12.エ ドガー ・ドガ 《レオ ポー ル ・ル ヴ ェー ル の 肖像 》/1874年 頃/油 彩 ・画布/65.0×54.0cm

13.ア ル フ レ ッ ド・シ ス レー 《森 へ行 く女 た ち》/1866年/油 彩 ・画布/65.0×92.0cm

14.ア ル フ レ ッ ド・シ ス レー 《サ ン=マ メス六 月 の朝 》/1884年/油 彩 ・画 布/54.4×73.2cm

15.ポ ー ル ・セ ザ ンヌ 《静物(鉢 と牛乳 入 れ)》/1873-77年/油 彩 ・画布/20.0×18.0cm

16.ポ ー ル ・セザ ンヌ 《帽 子 をか ぶ っ た 自画像 》/1890-94年/油 彩.画 布/60.2×50.1cm

17.ポ ー ル ・セザ ンヌ 《サ ン ト=ヴ ィク トワー ル 山 とシ ャ トー ・ノ ワール 》/1904-06年/油 彩 ・画 布/66.1×82.1cm

18.ク ロー ド・モ ネ 《アル ジ ャン トゥイ ユ の洪 水》/1872年/油 彩 ・画布/54.2×73.4cm

19.ク ロー ド・モ ネ 《雨 のベ リール 》/1886年/油 彩 ・画 布/61.0×74.0cm

20.ク ロー ド・モ ネ 《睡蓮 》/1903年/油 彩 ・画 布/81.0×99.0cm

21.ク ロー ド・モ ネ 《睡蓮 の 池 》/1907年/油 彩.画 布/100.5×73.4cm

22.ク ロー ド・モ ネ 《黄昏(ヴ ェニ ス)》/1908年/油 彩 ・画 布/74.0×93.0cm

23.オ ーギ ュス ト・ル ノワ ール 《座 る ジ ョル ジ ェ ッ ト・シ ャルパ ン テ ィエ嬢 》/1876年/油 彩 ・画 布/98.0×70.5cm

24.オ ー ギ ュス ト・ル ノワ ール 《カー ニ ュの テ ラス》/1905年/油 彩 ・画 布/46.0×55.0cm

25.オ ー ギ ュス ト・ル ノ ワール 《坐 る浴 女 》/1914年/油 彩 ・画 布/55.0×44.2cm

26.オ ー ギ ュス ト・ル ノ ワール 《花 の つい た帽 子 の 女》/1917年/油 彩 ・画布/40.6×50.2cm

27.ア ン リ・ル ソー 《イ ヴ リー河 岸》/1907年 頃/油 彩 ・画布/46.3×54.8cm

28.ア ン リ・ル ソー 《牧 場》/1910年/油 彩 ・画布/47.0×55.0cm

29.ポ ー ル ・ゴー ガ ン 《馬 の頭 部 の あ る静 物 》/1886年 頃/油 彩 ・画布/49.0×38.3cm

30.ポ ー ル ・ゴー ガ ン 《若 い女 の 顔》/1886年/油 彩 ・画布/46.0×38.2cm

31.ポ ー ル ・ゴー ガ ン 《ポ ン=タ ヴェ ン付 近 の風 景 》/1888年/油 彩 ・画 布/73.0×92.0cm

32.ポ ー ル ・ゴー ガ ン 《乾 草》/1889年/油 彩 ・画布/55.3×46.1cm

33.フ ィ ンセ ン ト・フ ァン・ゴ ッホ 《モ ンマル トル の風 車 》/1886年/油 彩 ・画 布/46.5×38.0cm

34.ポ ー ル ・シニ ャ ック 《コ ンカル ノー港 》/1925年/油 彩 ・画 布/73.0×54.0cm

35.ピ エ ー ル ・ボナ ー ル 《燈下 》/1899年/油 彩 ・紙 貼 板/44.0×52.0cm

36.ピ エ ー ル ・ボナ ー ル 《桃 》/1920年/油 彩 ・画 布/36.2×38.2cm

37.ピ エ ー ル ・ボナ ー ル 《ヴ ェル ノ ン付 近 の風 景 》/1929年/油 彩 ・画 布/63.5×62.0cm

38.ア ン リ・マ テ ィス 《画 室 の裸 婦 》/1899年/油 彩 ・紙 貼 画布/66.2×50.5cm

39.ア ン リ・マ テ ィス 《縞 ジ ャケ ッ ト》/1914年/油 彩 ・画 布/123.5×68.3cm

40.ア ン リ・マ テ ィス 《横 た わ る裸 婦 》/1919年/油 彩 ・画 布/33.0×41.0cm

41.ア ン リ・マ テ ィス 《両 腕 をあ げた オ ダ リス ク》/1921年/油 彩 ・画 布/45.5×37.5cm

42.ア ン リ・マ テ ィス 《ルー 川 の ほ と り》/1925年/油 彩 ・画 布/38.0×46.0cm

43.ア ン リ・マ テ ィス 《青 い 胴着 の女 》/1935年/油 彩 ・画 布/45.8×32.9cm

44.ジ ョル ジ ュ ・ル オ ー 《ピエ ロ》/1925年/油 彩 ・紙 貼 画 布/75.5×51.5cm

45.ラ ウル ・デ ュ フ ィ 《静 物 》/油彩 ・画 布/38・0×46.0cm

46.ラ ウル ・デ ュ フ ィ 《オー ケ ス トラ》/1942年/油 彩 ・画 布/65.0×81.0cm
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47.ケ ー ス ・ヴ ァン ・ドンゲ ン 《並木 道 》/油彩.画 布/68.0×52.0cm

48.パ ブ ロ ・ピカ ソ 《生 木 と枯 木 の あ る風景 》/1919年/油 彩 ・画布/49.3×65.3cm

49.パ ブ ロ ・ピカ ソ 《カ ップ とス プ ー ン》/1922年/油 彩 ・画 布/16.2×27.3cm

50.パ ブ ロ・ピカ ソ 《女 の顔 》/1923年/油 彩,砂 ・画布/46.0×38.0cm

51.パ ブ ロ・ピカ ソ 《腕 を組 ん です わ るサ ル タ ンバ ン ク》/1923年/油 彩 ・画 布/130 .6×97.7cm

52.パ ブ ロ・ピカ ソ 《画家 とモ デル 》/1963年/油 彩.画 布/89.0×116 .0cm

53.ジ ョル ジ ュ ・ブラ ック 《梨》/1924年/油 彩 ・板/27.5×45.0㎝

54.モ ー リス ・ユ トリロ 《サ ン=ド ニ運 河 》/1906-08年/油 彩 ・厚 紙/54 .0×75.5cm

55.マ リー ・ロー ラ ンサ ン 《二人 の 少 女 》/1923年/油 彩 ・画 布/65.5×54.5cm

56.ア メデ オ ・モ デ ィ リアー ニ 《若 き農夫 の 肖像 》/1918年 頃/油 彩 ・画布/73.5×50.0cm

57.ジ ョル ジ ョ・デ ・キ リコ 《吟 遊 詩人 》/1916年 頃/油 彩 ・画布/61.8×49.3cm

58.カ イ ム ・スー テ ィン 《大 きな樹 の あ る南 仏風 景 》/1924年/油 彩 ・厚 紙/50.0×61.0cm

59.国 吉康 雄 《夢 》/1922年/油 彩 ・画 布/51.5×76.8cm

60.国 吉康 雄 《横 た わ る女 》/1929年/油 彩 ・画布/41.3×76.3cm

《巡回展》

ブ リヂ ス トン美術 館名作 展

1990年5月19日-6月17日

会場:宮 崎県総合博物館

主催:石 橋財団ブ リヂス トン美術館/宮 崎県総合博物館/宮 崎県/宮 崎県教育委員会/宮 崎 日日新聞社

出品内容:油 彩94点,テ ンペ ラ1点,パ ステル1点,水 彩5点,彫 刻16点

入場者総数:51,367人

ブ リヂ ス トン美術 館名 作展

1990年6月23日-7月22日

会場:佐 賀県立美術館

主催:石 橋財団ブ リヂス トン美術館/佐 賀県立美術館/佐 賀新聞社

出品内容:油 彩94点,テ ンペ ラ1点,パ ステル1点,水 彩5点,彫 刻16点

入場者総数:36,259人
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美 術 館 改 修 工 事

1990年9月17日 より1991年2月15日 まで閉館 し展示室の改

修 を行 った。

1)建 築工事

 ①第2室,第5室 のシ ョーケース を撤去 し,展 示壁 を

  新設 した。

 ②第3室 の ショーケースの南側 のガラスを撤去 し,一

  方 を壁面 とした。

 ③収蔵庫天井のアスベ ス トの飛散対策をした。

 ④展示室の気密性 を高めた。

 ⑤2階 入 口 に受付 と ミュー ジアム シ ョップ を新設 し

  た。

2)空 調工事

 ①既設 ダク トを一部改修 し,展 示 スペー ス単独の空調

  系統 とす る事 により展示スペースの外乱の削減 を図

  った。

 ②展示室空調熱源の単独化 を図 り,24時 間単独空調が

  可能なシステム とした。

 ③空調機 の更新 を行 い,除 湿再熱 出来 るシステム とし

  た。

 ④大気汚染物質 を除去す るため化学 吸着 フィル ター を

  設置 した。

 ⑤空調機制御用 と監視用温湿度セ ンサーを更新 し,集

  中監視室 で記録出来 るように した。

3)電 気工事

 ①展示室,彫 刻 ロビーの照 明器具 を器具毎 に調光出来

  るように した。
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《土曜講座》

通算回数 月日 講座題目 講師

《第17回 ギ リシャの文化 と美術―― ギリシャ世界の拡が り(Ⅲ)  》

1568

1569

1570

1571

1572

1573

1990年

1990年

1990年

1990年

1990年

1990年

4月7日

4月14日

4月21日

4月28日

5月12日

5月26日

在日ギリシャ大使挨拶
「ギリシャと私」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森本哲郎氏

フランス古典劇とギリシャ               戸張智雄氏

新古典主義の風景画                  馬渕明子氏

ダヴィッド――革命と皇帝の画家            鈴木杜幾子氏

トルヴァルセン――新古典主義の彫刻家         穴沢一夫氏

シンケル――ドイツ新古典主義の建築家         杉本俊多氏

1574

1575

1576

1577

1578

1990年

1990年

1990年

1990年

1990年

6月9日

6月16日

6月23日

6月30日

7月7日

《メナード美術館名作展記念一 画家たちの出会い》

岸田劉生と木村荘八                  浅野 徹氏

日本画家とヨーロッパ                  田中日佐夫氏

梅原龍三郎とフランス                 富山秀男氏

須田国太郎と日本の風土               下山 肇氏

国吉康雄とアメリカ美術                桑原住雄氏

1579

1580

1581

1990年

1990年

1990年

9月1日

9月8日

9月15日

《ジャポネズ リー研 究学会連続講演会―― 世界 の中の江戸 ・東京》

芸術 と技術 の江戸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鈴木博之氏

東京の幻影―― 幕末 ・明治写真史 とW.K.バ ル トン   岡部 昌幸氏

江戸 ・東京 を描いた画家たち             芳賀 徹氏

《博物館学実習生の受入れ》

学芸員資格取得のための博物館学実習生を次の ように受入れた。

期間:1990年7月31日 より8月5日

      8月7日 よ り8月12日

      9月25日 よ り9月30日

人数:9校37名

実習内容:

第1日(火)

第2日(水)

第3日(木)

第4日(金)

第5日(土)

第6日(日)

10:30－12:30

美術館活動の概要

図書資料の整理 について

保存と展示

他館自由見学

普及 ・教育活動

について(VTR視 聴)

13:30－15:00            15:30－17:00

美術館内見学

展覧会カタログについて

作品の現状調査

企画展 について

実習 ノー ト整理

他館 との比較 レポー ト作成,実 習ノー ト整理

作品台帳 について,写 真 の管理

ま とめ,実 習 ノ ー ト整 理

尚,9月25日 ～30日 の博物館実習は,海 外での特別展 と改装工事 の準備のため,当 館 の都合 によ り作品の梱

包,搬 出作業等の見学に内容 を変更 した。
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《1990年度新収図書》

購 入 寄 贈 計

和書 44冊 130冊 174冊

洋書 *388冊 31冊 419冊

計 432冊 161冊 593冊

(展覧会図録 ・逐次刊行物 は含 まない)

*洋 書購入388冊 中320冊 は,ニ ュー ヨーク近代美術館のカタログ ・コレクシ ョン

《ニ ュー ヨーク近代美術館 カタログ ・コレクション内訳》

1929年 開館 当時 の 展 覧 会‘’Paintings by Nineteen Living Americans'(1929.12.13-1930.1.12)か ら,近 年 開 催`Nicholas

Nixon:Pictures of People'(1988.9.15-11.13)ま で の,ニ ュー ヨー ク近 代 美 術館 刊 行 の 展 覧会 図録,コ レ クシ ョン紹介,

モ ノ グ ラ フ,シ リー ズ な ど320点 か ら成 るカ タ ログ ・コ レク シ ョ ン。

展覧会図録 モノグラフ コ レク シ ョ ン bulletin 計

1930年 代 まで 34冊 3冊 37冊

1940年 代 42冊 13冊 3冊 1冊 59冊

1950年 代 34冊 15冊 2冊 11冊 62冊

1960年 代 58冊 10冊 3冊 71冊

1970年 代 43冊 5冊 5冊 53冊

1980年 代 30冊 7冊 1冊 38冊

計 241冊 53冊 14冊 12冊 320冊
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主 な記 録 石橋美術館

《特別展》

前 田寛 治展

1990年10月5日(金)-11月4日(日)

主催:石 橋財団石橋美術館/久 留米市/久 留米市教育委員会

出品内容:油 彩131点(内 追加出品1点)

入場総数:6,477人

1.《 谷 中の林 》/油彩 ・画布/65.3×91.0cm/1917年/北 条 町 立北 条 小 学校

2.《 山陰 の 家 並》/油彩 ・板/23.9×33.0cm/1917年/個 人 蔵

3.《 父 の像 》/油彩 ・板/33.0×23.5cm/1920年/個 人 蔵

4.《 引 田芳 蔵氏 像 》/油彩 ・画 布/61.0×45.5cm/1920年/鳥 取 県立 博 物館

5.《 男 の像 》/油彩 ・板/33.0×24.0cm/1920年/倉 吉 博物 館

6.《 子 供 の顔 》/油彩 ・画 布/23.7×33.0cm/1920年/個 人 蔵

7.《 子 供》/油彩 ・板/33.0×23.6cm/1920年 頃/個 人 蔵

8.《 子 供(子 守)》/油 彩 ・板/23.5×33.2cm/1920年/個 人蔵

9.《 麦 わ ら帽 の 子 》/油彩 ・板/23.7×33.2cm/1920年 頃/個 人 蔵

10.《 母 と子》/油彩 ・画布/33.5×45.5cm/1920年 頃/個 人蔵

11.《 風 景 》/油彩 ・板/23.8×32.8cm/1921年 頃/個 人 蔵

12.《 山の 見 え る風 景 》/油彩 ・板/24.0×33.0cm/1921年 頃/個 人 蔵

13.《 畑 》/油彩 ・板/23.3×33.0cm/1921年 頃/個 人 蔵

14.《 子 供 の像 》/油彩 ・板/33.0×23.8cm/1921年/個 人 蔵

15.《 自画 像 》/油彩 ・画布/72.8×60.6cm/1921年/東 京 藝 術 大学 藝 術 資料 館

16． 《花(バ ラ)》/油 彩 ・画布/33.0×45.5cm/1921年 頃/個 人 蔵

17.《 バ ラ》/油彩 ・板/33.0×23.8cm/1921年 頃/個 人 蔵

18.《 ダ リヤ》/油彩 ・画 布/60.8×50.2cm/1921年/個 人 蔵

19.《 竜 巻》/油彩 ・画 布/80.4×117.0cm/1921年/北 条 町立 北 条 小学 校

20.《 花 に よる子供 》/油彩 ・画布/45.5×60.8cm/1921年/個 人 蔵

21.《 子 供 》/油彩 ・画布/33.5×45.5cm/1921年/個 人 蔵

22.《 花 と子供 等 》/油彩 ・画 布/80.5×117.0cm/1921年/鳥 取 県立博 物 館

23.《 子 供 》/油彩 ・画布/44.5×59.5cm/1922年/倉 吉 博 物 館

24.《 立 て る子 供 》/油彩 ・画 布/117.0×80.5cm/1922年/鳥 取 県立 博物 館

25.《 橋 津 風景 》/油彩 ・板/33.5×44.5cm/1922年 頃/個 人 蔵

26.《 着物 の 婦人 像 》/油彩 ・画 布/52.5×71、5cm/1922年/個 人蔵

27.《 少女 》/油彩 ・画 布/65.5×46.0cm/1922年 頃/個 人 蔵

28.《 赤 い服 の 少女 》/油彩 ・画 布/60.7×49.8cm/1923年/個 人 蔵

29.《 静物 》/油彩 ・画 布/53.5×64.0cm/1923年/個 人 蔵

30.《 ゴ ッホの 墓》/油彩 ・画布/50.0×60.5cm/1923年/個 人 蔵

31.《 家 族》/油彩 ・画 布/115.0×79.0cm/1923年/メ ナ ー ド美 術館

32.《 ポー ラ ン ド人 の姉 妹 》/油彩 ・画 布/117.0×91.0cm/1923年/京 都 国 立近 代 美 術館

33.《 静 物》/油彩 ・画布/45.8×60.6cm/1923年/鳥 取 県 立博 物 館

34.《 裸 婦 》/油彩 ・画布/33.5×45.5cm/c.1923年/個 人 蔵

35.《 二 人 の労 働 者 》/油彩 ・画布/144.0×110.5cm/1923年/大 原 美術 館

36.《 男 の 像》/油彩 ・画布/115.5×91.0cm/1924年/鳥 取 県 立博 物 館

37.《 少 女 》/油彩 ・画 布/44.5×33.0cm/1924年 頃/鳥 取 県 立博 物 館

38.《 西 洋 婦 人像 》/油彩 ・画 布/60,6×50.0cm/1924年/個 人 蔵

39.《 風 景 》/油彩 ・画 布/50.0×72.8cm/1924年 頃/三 重 県立 美術 館
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40.《 工 場 内部 》/油彩 ・画 布/53.0×80.3cm/1924年 頃/鳥 取 県立 博物 館

41.《 工 場 》/油彩 ・画 布/53.5×66.0cm/1924年/倉 吉 博 物 館

42.《 街 の 風景 》/油彩 ・画 布/112.2×145.5cm/1924年/富 士 カ ン トリー㈱

43.《 工 場 内部 》/油彩 ・画 布/72.7×60.5cm/1924年/個 人 蔵

44.《 作 品 》/油彩 ・画 布/45.5×33.4cm/1924年 頃/東 京 国 立近 代 美 術館

45.《 労 働 者》/油彩 ・画布/53.0×45.5cm/1924年 頃/個 人 蔵

46.《 メー デ ー》/油彩 ・画布/72.7×91.0cm/1924年/個 人 蔵

47.《 赤 衣 の 女》/油彩 ・板/24.0×19.5cm/1924年/個 人 蔵

48.《 繃 帯 を した男 》/油彩 ・画 布/73.0×50.0cm/1924年 頃/鳥 取 県 立博 物 館

49.《 労働 者 》/油彩 ・画 布/65.2×53.0cm/1924年 頃/東 京 国 立近 代 美術 館

50.《 労働 者 》/油彩 ・画 布/60.0×49.0cm/1924年 頃/鳥 取 県 立博 物 館

51.《 物 を喰 う男 》/油彩 ・画 布/116.7×91.0cm/1924年/鳥 取 県立 博 物 館

52.《 労働 者 》/油彩 ・画 布/117.0×91.0cm/1924年 頃/個 人 蔵

53.《 立 って い る労 働 者 》/油彩 ・画布/162.0×93.0cm/1924年 頃/個 人 蔵

54.《 橋(セ ー ヌ河 畔)》/油 彩 ・画 布/60.7×72.8cm/1924年 頃/鳥 取 県立 倉吉 東 高 等学 校

55.《 パ リ風 景 》/油彩 ・画布/45.5×60.6cm/1924年/個 人 蔵

56.《 男 の横 顔 》/油彩 ・キャ ン ヴ ァス ・ボー ド/21.8×15.8cm/1925年/個 人蔵

57.《 西洋 婦 人像 》/油彩 ・キ ャ ン ヴ ァス ・ボー ド/23.7×18.7cm/1925年 頃/倉 吉 博物 館

58.《 女 の顔 》/油彩.キ ャ ンヴ ァ ス・ボ ー ド/24.0×19.0cm/1925年/個 人 蔵

59.《 ア ル ジ ャ ン トイユ の農 家 》/油彩 ・画 布/45.6×60.7cm/1925年/個 人 蔵

60.《 ム ー ドンの 丘》/油彩 ・画 布/45.5×61.0cm/1925年/個 人 蔵

61.《 パ リ郊 外 の 早春 》/油彩 ・画 布/46.0×60.0cm/1925年/個 人蔵

62.《 パ リ風 景 》/油彩 ・画 布/45.6×60.7cm/1925年/個 人蔵

63.《 婦人 像 》/油彩 ・画 布/45.7×38.4cm/1925年 頃/個 人蔵

64.《 赤 え りセー タ ー の男 》/油彩 ・画 布/45.5×38.0cm/1925年/個 人 蔵

65.《 赤 い 帽子 の 女》/油彩 ・画布/53.5×45.5cm/1925年/新 潟 県 美術 博 物 館

66.《 赤 い 帽子 》/油彩 ・画 布/116.7×80.4cm/1925年/ひ ろ しま美術 館

67.《 褐 衣婦 人 像 》/油彩 ・画布/91.0×73.0cm/1925年/愛 知 県文 化会 館 美 術館

68.《 黒 衣婦 人 像 》/油彩 ・画布/91.0×72.7cm/1925年/東 京 国立 近代 美 術 館

69.《 黒 い服 の婦 人 像》/油彩 ・画 布/117.0×81.0cm/1925年/富 山 県立 近 代 美術 館

70.《 西 洋婦 人 像 》/油彩 ・画 布/90.5×73.0cm/1925年 頃/鳥 取 県 立博 物 館

71.《 彫 刻 家 の 肖像 》/油彩 ・画布/117.0×80.0cm/1925年/個 人 蔵

72.《 鳥 打 帽 の男 》/油彩 ・画 布/51.5×45.5cm/1925年/個 人蔵

73.《 裸 婦 》/油彩 ・画 布/45.5×37.8cm/1925年/倉 吉 博 物 館

74.《 婦 人像 》/油彩 ・画布/65.0×53.0cm/1925年/茨 城 県 近代 美 術 館

75.《 ブル タ ーニ ュの 女》/油彩 ・画 布/166.0×101.0cm/1925年/個 人蔵

76.《 裸 婦 》/油彩 ・画 布/99.7×72.5cm/1925年/個 人 蔵

77.《 裸 婦 》/油彩 ・画 布/45.5×37.9cm/1925年 頃/個 人 蔵

78.《 肘 をつ く横 臥 裸 婦》/油彩 ・画 布/46.0×61.0cm/1925年/個 人 蔵

79.《 河 の 風景 》/油彩 ・キ ャ ンヴ ァス ・ボ ー ド/23.8×32.5cm/1926年 頃/個 人 蔵

80.《 パ リの風 景 》/油彩 ・キ ャ ンヴ ァス ・ボ ー ド/24.0×33.0cm/1926年 頃/個 人蔵

81.《 雪 景 》/油彩 ・画 布/65.5×80.5cm/1926年/個 人 蔵

82.《 赤 い帽 子 の少 女 》/油彩 ・画布/90.9×72.8cm/1926年/兵 庫 県立 近代 美 術館

83.《 裸 婦 》/油彩 ・画 布/73.0×100.0cm/1926年 頃/鳥 取 県 立博 物 館

84.《 仰 臥 裸 婦》/油彩 ・画布/112.0×145.0cm/1926年/鳥 取 県 立博 物 館
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85.《 自画像 》/油彩 ・画 布/45.5×33.3cm/1926年 頃/鳥 取 県立 博物 館

86.《 裸 婦》/油彩 ・画 布/97.0×146.0cm/1926年/個 人 蔵

87.《C嬢 》/油彩 ・画 布/116.0×80.5cm/1926年/個 人 蔵

88.《 福 本和 夫 像(北 条 一 雄)》/油 彩 ・板/51.0×37.5cm/1927年/鳥 取 県 立博 物 館

89.《 裸体 》/油彩 ・画布/141.0×109.0cm/1927年/米 子 市 美術 館

90.《 赤 い帽 子 の 少 女》/油彩 ・板/33.3×24.0cm/1927年 頃/個 人 蔵

91.《 赤 帽 の子 》/油彩 ・カル トン/52.8×46.0cm/1927年 頃/個 人 蔵

92.《 赤 衣》/油彩 ・画布/117.0×91.0cm/1927年/鳥 取 県 立博 物 館

93.《 姉 妹》/油彩 ・画布/146.0×97.0cm/1927年/群 馬 県 立近 代 美術 館

94.《 椅 子 にか け る裸 婦 》/油彩 ・画 布/53.5×41.0cm/1927年/個 人蔵

95.《 裸 婦 習作 》/油彩 ・画 布/51.0×73.5cm/1927年 頃/鳥 取 県立 博物 館

96.《 少 女 と子 供 》/油彩 ・画 布/145.5×112.0cm/1927年/鳥 取 県 立博 物 館

97.《 大 工 》/油彩 ・画布/116.7×90.9cm/1927年/財 団法 人 富 山美 術館

98.《 福 本和 夫 像 》/油彩 ・画 布/91.0×72.5cm/1927年/鳥 取 県立 博物 館

99.《 赤 い 帽子 の 少 女》/油彩 ・画布/116.7×90.9cm/1928年/三 重 県 立美 術 館

100.《 伏 臥 裸婦 》/油彩 ・画 布/50.0×60.6cm/1928年/個 人 蔵

101.《 伏 臥 裸婦 》/油彩 ・画 布/113.0×146.0cm/1928年/鳥 取 県立 博 物館

102.《 横 臥 裸婦 》/油彩 ・画 布/97.0×162.0cm/1928年/鳥 取 県立 博 物 館

103.《 白 い服 の少 女 》/油彩 ・画 布/73.0×60.5cm/1928年/鳥 取 県立 博物 館

104.《 母 の 像》/油彩 ・画布/53.2×45.3cm/1928年/個 人 蔵

105.《 裸 婦 》/油彩 ・画 布/45.5×53,0cm/1928年 頃/個 人 蔵

106.《 裸 体 》/油彩 ・画布/129.0×192.5cm/1928年/東 京 国立 近代 美 術 館

107.《 赤 い裸婦 》/油彩 ・画布/50.4×60.0cm/1928年/個 人 蔵

108.《 静 物 》/油彩 ・紙/45.0×38.0cm/1928年/個 人 蔵

109.《 ベ ッ ドの裸 婦 》/油彩 ・画 布/145.6×145.4cm/1928年 頃/兵 庫 県 立 近代 美 術館

110.《 裸 婦 》/油彩 ・画 布/90.9×116.7cm/1928年/三 重 県立 美術 館

111.《 裸 婦 》/油彩 ・キ ャ ンヴ ァ ス・ボ ー ド/38.5×46.5cm/1928年/個 人 蔵

112.《 裸 婦 》/油彩 ・画 布/110.0×144.0cm/1928年/神 奈 川県 立近 代 美 術 館

113.《 棟 梁 の家族 》/油彩 ・画布/131.0×162.5cm/1928年/鳥 取 県立 博 物 館

114.《 花(芍 薬)》/油 彩 ・画布/46.0×38.0cm/1929年/個 人 蔵

115.《 静物(花)》/油 彩 ・画 布/61.0×46.0cm/1929年/北 条 町立 北条 小 学 校

116.《 花》/油彩 ・画 布/45.5×38.0cm/1929年/個 人 蔵

117.《 新緑 風 景 》/油彩 ・画 布/91.9×116.7cm/1929年/兵 庫 県立 近代 美 術館

118.《 風景 》/油彩 ・画布/73.0×91.0cm/1929年 頃/個 人 蔵

119.《 裸婦 》/油彩 ・画布/53.0×41.0cm/1929年/個 人 蔵

120.《 海 》/油彩 ・板/17.8×25.6cm/1929年/個 人蔵

121.《 海 》/油彩 ・板/24.0×33.0cm/1929年/個 人蔵

122.《 病床 一 夜 》/油彩 ・板/16.0×23.0cm/1929年/宮 城 県 美術 館

123.《 ふ た りの 子 供》/油彩 ・画布/23.8×33.0cm/1929年 頃/個 人 蔵

124.《 子 供 の顔 》/油彩 ・板/22.6×15.6cm/1929年/個 人 蔵

125.《 海 》/油彩 ・画 布/181.0×273.0cm/1929年/タ イ国 大使 館

126.《 童 顔 習作 》/油彩 ・板/22.7×15.7cm/1930年/個 人 蔵

127． 《子 供 の顔 》/油彩 ・板/33.0×24.0cm/1930年/個 人 蔵

128.《 花 》/油彩 ・板/23.5×15.8cm/1930年/個 人 蔵

129.《 海 》/油彩 ・板/16.0×23.0cm/1930年 頃/個 人蔵
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130.《 海(絶 筆)》/油 彩 ・画 布/38.0×45.5cm/1930年/倉 吉博 物 館

追 加 《赤 い帽子 の少 女》/油彩 ・ボ ー ド/1925年 頃/個 人 蔵
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《特別展》

ロセ ッテ ィ展

1991年1月6日(日)-2月11日(月)

主催:石 橋財 団石橋美術館/久 留米市/久 留米市教育委員会/西 日本新聞社

出品内容:油 彩16点,水 彩20点,そ の他112点

入場総数:9,589人

1.《 自画 像 》/鉛筆/19.7×17.8cm/1847年/ナ シ ョナル ・ポ ー トレイ ト・ギ ャラ リー

2.《 自画 像:エ リザ ベ ス ・シダ ル の モ デ ル に な る ロセ ッテ ィ》/イン ク/10.8×16.6cm/1853年/バ ー ミンガ ム 市 立 美術

  館

3.《 自画 像 》/鉛筆/25.4×21.6cm/1861年/バ ー ミ ンガム 市 立美 術 館

4.《 ダ ン テ・ゲ イ ブ リエ ル.ロ セ ッテ ィの 肖像(ハ ン ト作)》/油 彩 ・梗/29.2×21.5cm(楕 円形)/1853年/バ ー ミンガ ム 市

  立美 術 館

5.《 チ ェ イニ ー ・ウ ォー ク の館 の居 間(ダ ン作)》/水 彩/54.0×82.6cm/1882年/ナ シ ョナ ル ・ポー トレ イ ト・ギ ャ ラ リー

6.《 死 せ る ロセ ッ テ ィ(シ ール ズ作)》/ク レヨ ン/25.2×20.0cm/1882年/デ ラ ウェ ア美術 館

7.《 裏 庭 の ダ ンテ ・ゲ イ ブ リエ ル ・ロ セ ッテ ィ(ビ ア ボ ウ ム作)》/水 彩/20.1×31.3cm/1904年/バ ー ミンガ ム市 立 美 術

  館

8.《 瓶 》/油彩.ボ ー ド/37.5×34.9cm/1848年/デ ラウ ェア 美術 館

9.《 実験 室 》/水彩/19.3×24.4cm/1849年/バ ー ミンガ ム市 立 美術 館

10.《 ロ ッソ ヴ ェス テ ィタ(赤 い服 を着 た 女)》/水 彩/24.4×13.5cm/1850年/バ ー ミンガ ム市 立 美術 館

11.《 リュー トの官 能 的 調 べ にの っ て》/イ ンク/21.0×17.0cm/1850年/バ ー ミンガ ム市 立 美術 館

12.《 ボ ル ジア 》/水彩/23.3×24.8cm/1851年/タ リー ・ハ ウス 美術 館

13.《 しっ!と 女王 ケー トが い った》/油彩 ・画布/32.2×59.0cm/1849-51年/イ ー トン ・カ レ ッジ

14.《 ヘ ス テル ナ ・ロー ザ 》/水彩/27.3×37.5cm/1865年/デ ラウ ェ ア美術 館

15.《 庭 の あず まや》/水彩/35.6×24.7cm/1859年/個 人 蔵

16.《 見 つか って:最 初 の 習作 》/油彩 ・板/41、9×47.0cm/1854-61年 頃/タ リー ・ハ ウ ス美 術館

17.《 見 つか って:下 絵 》/イン ク/23.5×21.8cm/1855年 頃/バ ー ミンガ ム市 立 美 術館

18.《 見 つか って:女 性 頭部 習 作 》/イン ク/17.8×19.7cm/1859-61年 頃/バ ー ミンガ ム市 立 美術 館

19.《 エ リザ ベ ス ・シ ダル》/水彩/18、0×16.2cm/1854年/デ ラ ウェ ア美術 館

20.《 パ オ ロ とフラ ンチ ェス カ》/水彩/33.0×60.9cm/1862年/セ シ ル ・ヒギ ンズ 美術 館

21.《 思 い 出の 門》/水彩/33.5×26.5cm/1857年/メ ー キ ン グ・コレ ク シ ョ ン

22.《 聖 ヨハ ネの家 のマ リア》/水彩/38.0×31.8cm/1859年/テ ー ト・ギ ャラ リー

23.《 廃墟 の礼 拝堂 のギ ャラパ ッ ド卿 》/水彩/29.1×34.5cm/1859年/バ ー ミンガ ム市 立 美術 館

24.《 美 しき ロザ マ ン ド:習 作 》/チ ョー ク/32.0×25.5cm/1861年/セ シル ・ヒギ ンズ 美術 館

25.《 ジャ ンヌ ・ダ ル ク》/油彩.画 布/61.0×53.5cm/1863年/ロ バ ー ト・カ ブ ロ ン氏

26.《 エ ミ リー ・ハ イマ ン》/油彩 ・ボ ー ド/24.5×20.0cm(楕 円形)/1864年/個 人 蔵

27.《 ベ ア タ ・ベ ア トリクス》/油彩 ・画布/86.8×68.3cm/1877年/バ ー ミンガ ム市 立 美術 館

28.《 《ベ ア タ ・ベ ア ト リクス》の た め に ポー ズ を とるエ リザ ベ ス ・シダ ル》/鉛筆/15.0×11.9cm/1854年?/ウ ィ リア ム ・

  モ リス美 術 館

29.《 オ フ ィー リア の発 狂 》/水彩/39.4×29、2cm/1864年/オ ル ダ ム美 術 館

30.《 慈 悲 な き乙女 》/水彩/31.0×31.5cm/1865年/ロ バ ー トソ ン・コ レ クシ ョン

31.《 朝 の音 楽 》/水彩/41.2×35.0cm/1867年/バ ー ミンガ ム市 立美 術 館

32.《 モ ンナ ・ポモ ーナ 》/水彩/46、0×37.8cm/1864年/テ ー ト・ギ ャ ラ リー

33.《 青 い部 屋 》/油彩 ・画 布/85.2×69.2cm/1865年/バ ー ミンガ ム大 学 ・バ ーバ ー 美術 館

34.《 青 い部 屋:習 作 》/鉛筆/40.0×28.0cm/1865年/バ ー ミンガ ム市 立 美術 館

35.《 最 愛 の人(花 嫁)》/油 彩 ・画 布/82.6×76.2cm/1865-66年/テ ー ト・ギ ャ ラ リー
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36.《 最 愛 の人:女 性 頭 部 習作 》/鉛筆/42.5×31.3cm/1865年/バ ー ミンガ ム市 立 美術 館

37.《 最 愛 の人:黒 人 少 年 習作 》/チ ョー ク,鉛 筆/50.0×37.3cm/1864-65年/バ ー ミンガ ム市 立美 術 館

38.《 メ ド ゥー サ の首:習 作》/チ ョー ク/53.0×46.0cm/1867年/ブ ラ ッ ドフォー ド市立 美 術館

39.《 平和 》/チ ョー ク/41.9×34.3cm/1867年/ウ ィ リア ム ・モ リス美 術 館

40.《 シ ビル ラ・パ ル ミフ ェー ラ》/油彩 ・画 布/98.4×85.0cm/1866-70年/レ デ ィー ・リーバ ー 美術 館

41.《 レデ ィ ・リ リス》/油彩 ・画 布/97.8×85.1cm/1864-68年/デ ラ ウ ェア 美術 館

42.《 レデ ィ ・リ リス》/水彩/52.0×43.0cm/1867年/個 人蔵

43.《 媚薬 を飲 む トリス トラ ム とイ ズ ール ト》/水彩/62.2×59.6cm/1867年/セ シル ・ヒギ ンズ美 術 館

44.《 愛 の盃 》/油彩 ・板/66.0×45.8cm/1867年/国 立 西 洋美 術 館

45.《 愛 の盃 》/水彩/54.0×36.7cm/1867年/ウ ィ リアム ・モ リス 美術 館

46.《 愛 の盃:習 作 》/鉛筆/50.8×35.8cm/1867年 頃/バ ー ミンガ ム市 立 美術 館

47.《 愛 の盃:裸 婦 習作 》/チ ョー ク/75.0×60.0cm/1867年 頃/プ レ=ラ フ ァエ ライ ト・イ ン コー ポ レイ テ ィ ッ ド

48.《 ラ・ピア ・デ ・トロ メイ:習 作 》/チ ョー ク/66.0×81.0cm/1868年/個 人蔵

49.《 ペ ネ ロペ 》/チ ョー ク/90.0×71.0cm/1869年/個 人蔵

50.《 肖像 》/チ ョー ク/84.0×65.0cm/1869年/個 人 蔵

51.《 マ リアー ナ 》/油彩 ・画布/109.8×90.5cm/1870年/ア バ デ ィー ン美 術館

52.《 パ ン ドラ》/油彩 ・画 布/128.0×77.5cm/1871年/バ ー ミンガ ム市 立 美術 館

53.《 水 辺 の柳:習 作》/チ ョー ク/34.0×27.2cm/1871年/バ ー ミ ンガ ム市 立美 術 館

54.《 ベ ア トリー チ ェ に扮 す る ジ ェー ン・モ リス》/水彩/49.0×40.0cm/1872年 頃/イ ンゴ ドウ ィ・トラス ト

55.《 フ ァニー ・コ ンフ ォー ス》/チ ョー ク/50.0×34.0cm/1868年/バ ー ミンガ ム市 立美 術 館

56.《 扇 を持 った 女(フ ァニ ー ・コ ン フォ ース)》/チ ョー ク/95.8×71.1cm/1870年/バ ー ミンガ ム市 立 美術 館

57.《 ア レクサ ・ワイ ル デ ィ ング》/チ ョー ク/53.3×43.0cm/1868年/ブ リス トル 美 術館

58.《 ア レクサ ・ワイ ル デ ィ ング》/チ ョー ク/84.5×59.1cm/1872年/ウ ィ リア ム.モ リス美 術館

59.《 ア レクサ ・ワイ ル デ ィ ング》/チ ョー ク/72.0×60.0cm/1874年 頃/個 人蔵

60.《 マ リア ・ザ ンバ コ》/チ ョー ク/100.0×71.0cm/1870年/ク レメ ン ス=ゼ ル ス美術 館

61.《 男 性頭 部 》/チ ョー ク/47.0×47.0cm/1870年/ブ ラ ッ ドフ ォー ド美 術 館

62.《 フ レデ リック.リ チ ャー ド・レイ ラ ン ド》/クレ ヨ ン/64.0×46.0cm/1879年/個 人 蔵

63.《 少 女 の頭 部 》/チ ョー ク/67.7×54.0cm/1874年/バ ー ミンガ ム市 立 美術 館

64.《 ク リス テ ィー ナ ・ロセ ッテ ィ と母 》/チ ョー ク/42.5×48.3cm/1877年/ナ シ ョナ ル ・ポー トレ イ ト・ギ ャ ラ リー

65.《 ガブ リエ ー レ・ロ セ ッテ ィ夫 人》/チ ョー ク/40.0×31.0cm/1877年/バ ー ミンガ ム市 立 美術 館

66.《 マ イ ケル ・ス コ ッ トの求 婚 》/チ ョー ク/73.0×75.6cm/1870-71年 頃/ウ ィ リアム ・モ リス 美術 館

67.《 ベ ア トリー チ ェの死 とダ ン テの 夢》/チ ョー ク,水 彩/91.0×135.0cm/1880年 以 降?/個 人 蔵

68.《 ダ ンテ の夢:ダ ンテ習作 》/チ ョー ク/88.0×33.0cm/1870年 頃/個 人 蔵

69.《 ダ ンテ の夢:ベ ア トリー チ ェ習作 》/チ ョー ク/57.0×51.0cm/1871年/ブ ラ ッ ドフ ォ ー ド市 立 美 術館

70.《 ダ ンテ の夢:侍 者 習 作 》/チ ョー ク/68.3×73.5cm/1874年?/マ ンチ ェス ター 大学 ・ホ イ ッ トワー ス美 術 館

71.《 ダ ンテ の夢:侍 者 習 作 》/チ ョー ク/111.8×80.0cm/1880年 頃/ダ ン デ ィー美 術館

72.《 ダ ンテ の夢:(私 は安 らい で い る)》/チ ョー ク/55.5×46.5cm/1875年/個 人 蔵

73.《 あず まや の あ る牧 場 》/油彩 ・画 布/85.1×67.3cm/1871-72年/マ ンチ ェス ター 市 立美 術館

74.《 あず まや の あ る牧 場:習 作 》/チ ョー ク/68.5×48.0cm/1872年/ブ ラ ッ ドフ ォー ド市 立 美術 館

75.《 あず まや の あ る牧 場:習 作 》/チ ョー ク/50.5×53.0cm/1872年/バ ー ミ ンガ ム市 立美 術 館

76.《 海 の精 リゲ ー ア》/チ ョー ク/80.0×54.7cm/1873年/個 人 蔵

77.《 マ リゴ ール ド》/油彩 ・画布/114.0×73.5cm/1873-74年/カ ー ス ル美 術館

78.《 ロー ザ ・ト リプ レ ックス》/チ ョー ク/52.0×69.0cm/1874年/ハ ー ン ・フ ァ ミ リー ・トラス ト

79.《 ラ ・ベ ル ラ ・マ ー ノ(美 しい手)》/チ ョー ク/99.7×72.4cm/1876年/デ ラ ウ ェ ア美術 館

80.《 祝 福 され し乙 女:習 作 》/チ ョー ク/53.5×56.0cm/1876年/マ ンチ ェス タ ー市 立 美術 館
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《祝福 され し乙女:習 作》/チ ョー ク/44.0×39.0cm/1873-75年 頃/ウ ィ リアム ・モ リス美術 館

《祝福 され し乙女:背 景 の習 作 》/鉛筆,チ ョー ク/22.8×27.3cm/1876年 頃/バ ー ミンガ ム市 立 美術 館

《強 い られ た 奏楽 》/パス テル/89.0×65.0cm/1877年/イ ンゴ ドウ ィ・トラ ス ト

《マ グ ラ ダの マ リア》/油彩 ・画布/71.9×66.4cm/1877年/デ ラ ウ ェア 美術 館

《ア ス タル テ ・シ リア カ(シ リア人 の女 神 ア ス タル テ)》/油 彩 ・画 布/185.0×109.0cm/1875-77年/マ ン チ ェス タ ー市

立 美術 館

《アス タル テ ・シ リアカ:侍 女(左 側)の 習 作》/チ ョー ク/61.9×45.6cm/1875-79年/サ ンダ ー ラ ン ド美 術 館

《アス タル テ ・シ リアカ:侍 女(右 側)の 習作 》/チ ョー ク/62.1×47.3cm/1875-79年/サ ンダ ー ラ ン ド美 術 館

《窓 辺 の女 》/油彩 ・画 布/94.0×84.7cm/1881年/バ ー ミンガ ム市 立 美術 館

《窓 辺 の女 》/パス テル/85.0×72.0cm/1870年/ブ ラ ッ ドフ ォー ド市 立 美術 館

《窓 辺 の女 》/チ ョー ク/83.9×71.2cm/1880年/個 人蔵

《プ ロ セル ピナ 》/油彩 ・画布/77.2×37.5cm/1881-82年/バ ー ミン ガム 市立 美 術館

《聖 ゲ オル ギ ウス と龍 の物 語(5点)》/ス テ ン ドグラ ス/各 約95.0×70.0cm/1873年/バ ー ミ ンガム 市立 美 術館

《アー サ ー王 と王 妃 た ち の嘆 き》/イン ク/8.2×9.5cm/1857年/バ ー ミンガ ム市 立美 術 館

《聖 チ ェ チー リア[カ エ キ リア]》/イ ン ク/9.8×8.0cm/1857年/バ ー ミンガ ム市立 美 術 館

《ラー ン ス ロ ッ トの聖 杯 の夢:習 作》/鉛筆,イ ン ク/25.2×32.0cm/1857年/バ ー ミンガ ム 市立 美 術 館

《ポテペ ル へ 告 げ 口 され た ヨセ フ》/イ ン ク/15.0×14.5cm/1860年/バ ー ミンガ ム市 立 美術 館

《ソ フ ァー の た め の デ ッサ ン》/鉛筆,イ ンク/25.2×35.0cm/1861-62年/バ ー ミ ンガム 市 立美 術 館

《葡 萄畑 の寓 話(7点)》/木 炭,イ ンク/各61.6×60.9cm/1861年/ウ ィ リア ム ・モ リス美 術館

《山上 の垂 訓 》/イン ク/73.5×54.2cm/1861年/ウ ィ リア ム ・モ リス美術 館

《ヨ シユ ア》/チ ョー ク,イ ン ク/101.5×47.5cm/1862年 頃/個 人 蔵

《聖 ア ルバ ン》/チ ョー ク,イ ン ク/89.3×36.0cm/1862年 頃/個 人 蔵

《ル ネ王 のハ ネ ム ー ン(音 楽)》/イ ン ク/42.5×33.6cm/1862年/ウ ィ リア ム ソ ン美術 館

《脱穀:タ イル の デ ッサ ン》/鉛筆,イ ン ク/24.0×11.5cm/1862年 頃/個 人 蔵

《フ ァウ ス ト:グ レー トヒェ ンの部 屋 の 前 の メ フ ィス トフ ェ レス》/イ ンク/19.4×15.0cm/1846年/バ ー ミンガ ム市

立 美術 館

《大 が らす 》/イン ク/23.0×21.5cm/1847年 頃/ヴ ィク トリア&ア ル バ ー ト美 術 館

《ベ ア トリー チ ェ の一 周忌(天 使 を描 くダ ンテ)》/イ ン ク/39.8×32.0cm/1849年/バ ー ミ ンガ ム市 立美 術 館

《ベ ネ デ ィ ッ ク とベ ア トリー チ ェ》/鉛筆/28.0×35.6cm/1850年/ピ ー タ ー ・ナ ー フ ム氏

《愛 の鏡 》/イ ンク/9.3×17.5cm/1850-52年 頃/バ ー ミンガ ム 市立 美術 館

《祈 りを捧 げ るハ ンガ リーの 聖 エ リザ ベ ス》/チ ョー ク,水 彩/69.3×49.0cm/1852年 頃/バ ー ミンガ ム市 立 美術 館

《聖 家族 の過越 しの祭:習 作 》/チ ョー ク,イ ン ク,水 彩/24.6×23.2cm/1854年 頃/ラ イオ ネ ル ・ラ ンボ ー ン氏

《フ ォー ド・マ ドッ クス ・ブ ラ ウ ン》/鉛筆/17.1×11.4cm/1852年/ナ シ ョナル.ポ ー トレイ ト・ギ ャラ リー

《エ マ ・ブ ラ ウ ン》/イ ンク/12.5×10.0cm/1853年/バ ー ミンガ ム市 立 美術 館

《トマ ス ・ウー ル ナー 》/鉛筆/15.5×14.6cm/1852年/ナ シ ョナ ル ・ポー トレ イ ト.ギ ャ ラ リー

《ウ ィ リアム ・ホル マ ン・ハ ン ト》/鉛筆/27.4×20.5cm/1853年/バ ー ミン ガム 市立 美 術 館

《「モ ー ド」を読 む テニ ソ ン》/イ ンク/20.7×15.5cm/1855年/バ ー ミンガ ム市 立 美術 館

《テ ィプル ス の帰 還:習 作 》/鉛筆,イ ン ク/41.0×32.2cm/1855年 頃/バ0ミ ンガ ム市 立 美術 館

《ラケ ル とレア:習 作 》/鉛筆/32.0×16.6cm/1855年/バ ー ミンガ ム市立 美 術 館

《王妃 の部 屋 の ラ ー ンス ロ ッ ト卿 》/イ ンク/26.5×35.6cm/1857年/バ ー ミンガ ム市 立 美術 館

《ジェ ー ン・バ ー デ ン に指 輪 を贈 るウ ィ リア ム ・モ リス》/イ ンク/34.5×25.9cm/1857年/バ ー ミンガ ム市 立 美術 館

《ジェ ー ン・バ ー デ ン(ウ ィ リア ム ・モ リス夫 人)》/イ ン ク/48.4×35,5cm/1858年/ア イル ラ ン ド国立 美 術 館

《《ダ ビテの 血統 》のた め の習 作:ジ ェー ン・モ リス 》/鉛筆,イ ンク/35.8×29.4cm/1861年/ヴ ィ ク ト リア&ア ルバ ー

ト美術 館

《《ダ ビテの血 統 》のた め の習 作:ウ ィ リア ム ・モ リス》/鉛筆/24.5×22.3cm/1861年 頃/バ ー ミンガ ム市 立 美術 館
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   134.

   135.

   136.

   137.

   138.

   139.

   140.

   141.

   142.

   143.
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   145.

   146.

147-153.

《子鹿 の習 作》/鉛筆/24.2×32.0cm/1859年/バ ー ミン ガム 市立 美 術 館

《ダ ンテの 夢》/イ ン ク/25.0×24.1cm/1860年 頃/バ ー ミンガ ム市 立 美術 館

《カ サ ン ドラ:習 作 》/鉛筆,イ ンク/31.0×17.4cm/1860年 頃/ヴ ィ ク トリア&ア ルバ ー ト美術 館

《ル ー ス ・ハ ーバ ー ト》/鉛筆/26.5×20.8cm/1858-59年 頃/マ ンチ ェス タ ー大 学 ・ホ イ ッ トワ ー ス美術 館

《ア ニ ー ・ミラ ー》/鉛筆/40.0×31.0cm/1860年 頃/ピ カ デ リー ・ギ ャ ラ リー

《髪 を梳 く女 》/鉛筆/38.5×37.0cm/1864年/バ ー ミンガム 市立 美 術 館

《チ ャール ズ ・オ ー ガス タ ス ・ハ ウエル 夫人 》/鉛筆/28.0×22.5cm/1865年/ヴ ィ ク トリア&ア ルバ ー ト美 術 館

《薔 薇 の枝 葉 》/鉛筆/39.0×35.2cm/1870年/カ ナ ダ・ナ シ ョナ ル ・ギ ャ ラ リー

《ラケ シ ス》/鉛筆/24.5×21.0cm/1861年?/ニ コ ラ・グ リフ ィス夫 人

《ジ ェー ン ・モ リス》/鉛筆/51.0×35.3cm/1870年/シ カ ゴ美 術館

《ジ ェー ン ・モ リス》/鉛筆/34.1×50.5cm/1870-73年 頃/ウ ィ リア ム ・モ リス美 術館

《ス フ ィン ク スの謎 》/鉛筆/48.0×41.5cm/1875年/バ ー ミンガ ム市 立 美術 館

《マ クベ ス夫 人 の死 》/鉛筆/49.0×63.5cm/1875年 頃/タ リー ・ハ ウ ス美術 館

《デ スデ モ ーナ の死 の 歌 》/チ ョー ク/97.0×75.0cm/1879-81年 頃/バ ー ミン ガ ム市 立美 術 館

《ジ ェー ン・モ リス の 肖像 写真(7点)》/コ ロジ オ ン・プ リン ト/1865年/バ ー ミンガ ム市 立 美術 館

この 内《し っ!と 女 王 ケ ー トが い っ た》(no.13),《 青 い 部 屋 》(no.33),《 シ ビル ラ ・パ ル ミ フ ェ ー ラ》(no.40),《 愛 の 盃 》

(n0.44),《 ジ ェー ン・モ リス》(no.142)の5点 は久 留 米会 場 に は出 品 され て い ない 。
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《美術講座》

月  日 題   目 講   師

《東洋美術講座》

1990年

5月26日

6月2日

東洋の芸術論I

東洋の芸術論Ⅱ

谷 口 鉄 雄

谷 口 鉄 雄

7月28日

8月4日

《西 洋美術 講座 》

18世紀 イギ リスの美術－理 正 とセンチメン トの時代

生活の造形－シャルダ ン と18世紀 フランス絵画

潮 江 宏 三

島 本 浣

9月1日

9月8日

9月15日

9月22日

《近代 美術 講座 》

スーラの光 と色

文展 と二科会 の創設

青木繁 と古代神話

絵画に見 る人間生活

田 内 正 宏

橋 富 博 喜

植 野 健 造

杉 本 秀 子

10月20日

10月27日

1991年

1月26日

2月2日

《「前 田寛治 展」開催 記念美 術講 演会 》

前田寛治の生涯 と裸婦像 について

前田寛治の写実主義

《「ロセ ッテ ィ展 」開催 記念 美術 講演 会》

        フアム・フアタール

D.G.ロ セ ッテ ィ と宿 命 の 女 た ち を め ぐっ て

ロセ ッ テ ィの 絵 画 と花 の イ メー ジ

橋 本 博 喜

富 山 秀 男

佐 渡 谷 重 信

谷 田 博 幸

《1990年 度新収図書》

和書

洋書

計

購 入

155冊

3冊

158冊

寄 贈

75冊

3冊

78冊

計

230冊

6冊

236冊

（ただ し,展覧会 図録 と遂次 刊行物 を除 く)
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1990年 度入場者数

ブリヂス トン美術館

開館 有料
月

日数 一 般 大.高 生 中・小生 団体 合計
無料 総計 一 日平均

4 25 4,030 597 245 666 5,538 262 5,800 232

5 17 5,058 894 351 449 6,752 653 7,405 435

6 26 7,879 1,039 247 668 9,833 6,547 16,380 630

7 10 3,234 579 230 241 4,284 6,096 10,380 1,038

8 27 7,695 1,917 2,093 416 12,121 62 12,183 451

9 14 3,224 564 144 298 4,230 28 4,258 304

10 休館

11 休館

12 休館

1 休館

2 11 2,686 409 35 303 3,433 40 3,473 316

3 19 5,717 1,060 268 507 7,552 2,031 9,583 504

合計 149 39,523 7,059 3,613 3,548 53,743 15,719 69,462 466

9/17～2/15間 美術館 内改装工事のため休館

石橋美術館

開館 有料
月

日数
一般

大・高生 中 ・小生 団体 合計
無料 総計 一 日平均

4 25 1,892 93 198 607 2,790 76 2,866 115

5 27 3,104 146 312 1,375 4,937 189 5,126 190

6 26 1,774 47 65 1,214 3,100 115 3,215 124

7 26 1,469 71 100 414 2,054 88 2,142 82

8 27 2,325 244 543 125 3,237 55 3,292 122

9 20 1,391 91 107 735 2,324 85 2,409 120

10 23 2,202 102 92 2,118 4,514 816 5,330 232

11 20 1,760 99 118 959 2,936 492 3,428 171

12 19 869 45 23 325 1,262 25 1,287 68

1 22 3,064 224 216 738 4,242 774 5,016 228

2 20 3,046 315 203 873 4,437 1,139 5,576 279

3 27 2,111 219 209 714 3,253 74 3,327 123

合計 282 25,007 1,696 2,186 10,197 39,086 3,928 43,014 153
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新 収 蔵 作 品 New Acquisitions

アンリ・マテ ィス

Henri MATISSE

1869-1954

『ジ ャ ズ 』

パ リ,テ リアー ド社,1947年

20葉 のステンシル 42.2×65.5cm

限定100部 の 内99

扉 に鉛 筆 による署 名:H.Matisse

‘Jazz’

Paris, Teriade,1947

20color stencils 42.2×65.5cm

99/100

Signed in pencil on the front page:H. Matisse

I 道化 師

  The Clown

Ⅱ  サ ーカス

  The Circus

Ⅲ　ロワイヤル氏

  Mr・Loyal

Ⅳ  白象 の悪 夢

   The Nightmare of the White Elephant

V 馬,曲 馬 師,道 化 師

   The Horse, the Rider, and the Clown

Ⅵ　狼

  The Wolf

Ⅶ　ハ ー ト

  The Heart

Ⅷ　イカルス

  IcarUS

Ⅸ　  形体

  Forms

X ピエ ロの葬 式

  Pierro’s Funeral

XⅠ  コドマ兄 弟

  The Codomas

XⅡ　水 槽 を泳 ぐ女

  The Swimmer in the Tank

XⅢ　剣を呑 み込 む男

  The Sword Swallower

XⅣカウボーイ

  The Cowboy

XVナ イフ投 げの 男

  The Knife Thrower
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XⅥ　　運 命

   Destiny

XⅦ　　　潟

   The Lagoon

XⅧ　　潟

   The Lagoon

XⅨ　　潟

   The Lagoon

XX　 橇

   The Toboggan

来歴Prov.:明 治 書 房　Meiji-Shobo Co., Ltd,.1953年 図

書扱 いで 石 橋 正二 郎 氏 寄贈(donated by Ishibashi Sho-

jiro),1991年1月 科 目振 替

文 献Bibl.:Claude Duthuit, Henri Matisse, catalogueraisonn

e des ouvrages illustres, Paris,1988, no.22bis

保 管:ブ リヂ ストン美 術館

Managed by the Bridgestone Museum of Art(Tokyo)



I
II

III IV

V VI

VII VlIII
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IX X

)OI

沺 )OV

XV XVI
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XVII XVIII

XIX XX
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藤田 修

FUJITA,0samu

1953－

BATH

1990年

フォト・エッチング,エ ッチング,アクワチント,メゾチント・和紙

BATH

1990

photo-eching, eching, aquatint, mezzotint on Japanese

paper

展覧会 Exh.:「 第18回 日本国際美術展」東 京都美術館,京 都市

美術館,1990年

ブリヂストン美術館賞受賞

保 管:ブ リヂ ストン美術 館

Managed by the Bridgestone Museum of Art(Tokyo)

D00R

1989年

フォト・エ ッチ ング,エ ッチ ング,ア クワチ ント,メゾチ ント・和 紙

54.0×63.4cm

D00R

1989

photo-eching, eching, aquatint, mezzotint on Japanese

paper

保 管:ブ リヂ ストン美 術 館

Managed by the Bridgestone Museum of Art(Tokyo)

34 新収蔵作品



全 和凰

ZEN, Waho

1909-

坂 本 先 生 御 夫 婦 の 散 策

1989年

油 彩 ・画布,129.5×193.5cm

右 下 に署 名:全

Mr. and Mrs.　 Sakamoto on a Walk

1989

Oil on canvas,129.5×193.5㎝

Signed lower light

来 歴Prov.:作 者 寄 贈(donated by the Artist)

保 管:石 橋 美 術 館

Managed by the Ishibashi Museum of Art(Kurume)
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ア ン リ ・マテ ィス 《リュ リュ と犬 》1931年

イ ン ク・洋紙 54・8×44・5cm

〔組成〕

作品支持体は機械漉 きの 白色の洋紙で,表 面は細かい凹

凸があ り艶はない。画面 は,油 性の黒インクによるスケ

ッチである。

〔状態〕

支持体 は洋紙 で裏打 ちされてお り,マ ッ トに四辺を和紙

で糊付けされ ていた。接着剤は膠 で,か な り厚い層であ

る。この厚い膠層が黄変 し,画 面側 にむ らとなって表れ

てい る。また,褐 色斑点 も発生 してい る。支持体の左右

辺には,そ れぞれ しわが認め られ る。

〔処 置 〕

1.状 態 調 査,写 真 記 録 。

2.乾 式 洗 浄 。

3.裏 打 ち紙 の除 去 。

4.裏 面 の 膠 を除 去 。

5.吸 引 台で洗 浄 。

6.還 元 剤(水 素 化 ホ ウ素 ナ トリウ ム)と ク ロラ ミンTで

  漂 白。 後,洗 浄 。

7.裏 打 ち を2層 施 した。

8.仮 張 り。

9.補 彩 。

10.写 真 記 録 。

藤 田 嗣 治 《少 女像 》1927年

鉛 筆 ・洋 紙 37.9×30.4cm

〔組成〕

作品支持体には機械漉 きの乳 白色の洋紙である。全辺 は

刃物 で直線に切 られ てい る。支持体 は裏 打ち されて お

り,和 額仕立ての格子パ ネルには り込 まれている。

画面は,鉛 筆で輪郭 を描 き,頭 髪や微妙な陰影 は鉛筆 を

擦 り込んで表 している。

〔状態〕

支持体 は全体に黄色化 してお り,酸性度 はPH5を 示す。

また,支 持体 には多数の折れ跡が認 められ る。

支持体及び裏打 ち紙 には,大 小多数の赤褐色の斑点が生

じている。さらに,支 持体の周辺 には黒っぽいしみが点

在 している。

〔処置〕

1.状 態調査,写 真記録。

2.作 品とラベルをパネルか ら外 し,乾 式洗浄。

3.ゴ アテックスを使い,裏 打ち紙 を除去。

4.吸 引台 と水及びア ンモニア水で洗浄。

5.和 紙 と生ふ糊で裏打ち。

6.仮 張。

7.水 彩絵具で補彩。

8.写 真記録。

修復記録 37



藤 田嗣 治 《婦 人 像 》1927年

鉛筆 ・洋 紙 38.6×22.1cm(画 面)

〔組成〕

作品支持体は機械漉 きの乳白色の洋紙 で,全 辺 は刃物で

切 られているが直線 ではない。支持体 は約0.09mの 厚さ

で,裏 打ちを施 され ている。裏打ち紙の周囲にはさらに

和紙が糊付けされ,和 額仕立ての格子パネルには り込 ま

れている。

画面 は,鉛 筆で細 く輪郭 を描 き,微 妙な陰影は鉛筆を擦

り込 んで表 して いる。

〔状態〕

支持体 は全体 にやや黄色化 してお り,酸 性度 はPH5を 示

した。左上角付近 には裂けがあ り,右 上角付近 には穴が

2か 所認め られ る。支持体の四隅にはそれぞれ折れが生

じている。

汚れの吸着による黒い汚損があ り,上辺付近を中心に褐

色斑点が発生 してい る。

〔処置〕

1.状 態調査,写 真記録。

2.作 品 とパ ネルを分離。

3.裏 打ち紙 を除去。

4.吸 引台 とアンモニア水で洗浄。

5.部 分的に和紙で繕 う。

6.和 紙 と生ふ糊で裏打 ち。

7.仮 張。

8.補 彩。

9.写 真記録。

藤 田嗣 治 《婦 人 像》

墨,淡 彩 ・洋紙 40.5×32.2cm

〔組成〕

作 品支持体 は機械漉 きの白色の洋紙で,全 辺は刃物で直

線に切 られ ている。支持体 は裏打 ち を2層 施 され てお

り,約3㎜ 厚の厚紙に全面を糊付け されている。

画面 は,墨 で細 く輪郭 を描 き,微 妙な陰影は薄墨で表わ

している。

頭髪,唇,爪 は水性絵具で淡 く着色 されている。

〔状態〕

支持体 は全体 にやや黄色化 してお り,特 に右左辺は著 し

い。酸性度はPH6を 示 した。

また,支 持体の紙面は荒れたようになってお り,多 数の
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繊維状の物質が観察できる。全面には褐色斑点が生 じて

いる。

〔処 置 〕

1.状 態調 査,写 真 記 録 。

2.作 品 と厚 紙 を分 離 。

3.ゴ ア テ ッ クス を使 い,裏 打 ち紙 を除 去 。

4.さ らに,メ ス で裏 打 ち紙 を除 去。

5.ア ンモニ ア 水 で部 分 洗 浄。

6.部 分 的 に和 紙 で繕 う。

7.和 紙 と生 ふ 糊 で裏 打 ち 。裏 打 ち は2層 施 した。

8.仮 張。

9.補 彩 。

10.写 真記 録 。

藤 田嗣 治 《婦 人像 》1932年

墨,淡 彩 ・洋 紙 43.4×33.0cm(画 面)

〔組成〕

作品支持体 は機械漉 きの乳白色の洋紙 で,全 辺 は刃物 で

切 られているが直線 ではない。厚さは約0.12㎜ で,表 面

はざらざらしている。支持体 は裏打 ちされ,和 額仕立て

の格子パ ネルに貼付 されている。

画面 は,墨 で細 く輪郭 を描 き,微 妙な陰影は薄墨で表 わ

している。

頭髪,目,衣 服は水性絵具で淡 く着色 されている。

〔状態〕

支持体は全体にやや黄色化 してお り,特 に上下辺は著 し

い。

また,支 持体 には計3か 所の穴があいている。更に,全

面 に多数の褐色斑点が生 じている。

〔処置〕

1.状 態調査,写 真記録。

2.作 品 とパネルを分離。

3.裏 打ち紙 を除去。

4.乾 式洗浄。

5.水 とアンモニア水で洗浄。

6.還 元剤で褐色斑点 を漂白。後,洗 浄。

7.穴 を和紙で繕 う。

8.和 紙 と生ふ糊で裏打ち。裏打ちは2層 施 した。

9.仮 張。

10.補 彩。

11.写 真記録。



藤 田 嗣治 《猫 》1934年

胡 粉,墨,顔 彩・和 紙 24.5×33.9cm

〔組成〕

作品支持体 は手漉 きの乳白色の和紙 である。非常に薄

く,表 面 は滑 らかで,張 りがある。全辺は刃物で切 られ

てい る。

作品支持体は,や や厚 目の和紙で2層 の裏打 ちがされて

お り,2mm厚 の厚紙(242×543㎜)に 全面糊付けされて

いた。

画面は,面 相筆による極めて細い墨線で描 かれ,や や太

い筆で調子付 けがなされている。色数 は少な く,濃 淡の

墨 と,薄 い赤,褐 色等が用 いられてお り白色部分 は,最

後にのせ られて いる。

〔状態〕

支持体 は全体 に黄色化 してお り,脆弱化 してい ると思わ

れ る。

猫の腹の部分 に,引 掻 きによる裂けがあ る。

また,支 持体全体に,多 数の褐色斑点が生 じている。ま

た,周 縁が汚損のため に黒ずみ,黄 変 している。

〔状態〕

支持体は全体にやや暗色化 してお り,脆弱化 している。

下辺 の左寄 りに は約20㎜ の裂 けがあ り,そ れ に伴 って

3×10m程 の欠損部がある。その他,上 辺 中央か ら右側

にかけて4か 所の欠損がある。

また,下 辺の左寄 りに1か 所凸部があ り,裏 面からの衝

撃によるもの と思 われ る。パネルの裏面の破れが,丁 度

この位置 と一致する。

画面全体が汚れてお り,小 さな褐色斑点が多数発生 して

いる。

〔処置〕

1.状 態調査,写 真記録。

2.作 品 とパネルを分離。

3.吸 引台で洗浄。

4.裏 打ち紙の除去。

5.裂 け と欠損部 を和紙 で繕 う。

6.和 紙 と生ふ糊で裏打 ち。

7.仮 張。

8.補 彩。

9.写 真記録。

〔処置〕

1.状 態調査,写 真記録。

2.作 品 と厚紙を分離。裏面か ら,台 紙 を削 りとった。

3.裏 打ち紙 を除去。

4.吸 引台と水及 びアンモニア水 で褐色斑点の除去。

5.一 部の褐 色斑 点を還元剤(水 素化 ホウ素ナ トリウ

  ム)で 漂白。

6.破 れの繕い。

7.や や厚手の和紙で,2層 裏打 ちを施 した。

8.仮 張。

9.写 真記録。

藤 田嗣 治 《女 と猫 》

墨,淡 彩 ・洋 紙 43.2×49.4cm

〔組成〕

作品支持体は機械漉 きの白色の洋紙で,全 辺 は刃物で直

線 に切 られている。

支持体 の表面は,比 較的平滑で光沢が ない。裏打ちが施

されてお り,和 額仕立ての格子パ ネルには り込んであ

る。

画面は,墨 で細 く輪郭 を描 き,頭 髪や,目,唇,爪 等 は

水性絵具で淡 く着彩 されている。

藤 田嗣治 《人 形 を抱 く子 供 》1948年

墨.洋 紙 43.2×52.3cm

〔組成〕

作品支持体は機械漉 きの白色の洋紙で,約0.10㎜ の厚 さ

を持ち,表 面は きめが細か く,光 沢 はほ とんどない。全

辺 は刃物で直線 に切 られている。

支持体 は裏打 ちされてお り,和額仕立ての格子パネルに

は り込 まれている。画面は,極 めて細 い墨線で輪郭 を描

き,薄 墨で陰影 を施 して いる。

〔状態〕

支持体 はやや黄色化 してお り,特 に周辺は著 し く,約1

cm幅 の帯状 となっている。また,パ ネルに張込む際のむ

らのために,支 持体 の四隅に波打ちが生 じている。波打

ちは四隅か らそれぞれ 中央に向かっている。

支持体の周辺 には,約2.5㎜ 幅で紙が付着 している。

画面には複数の折れ跡が認められ,折 れば横方向に走っ

ている。下辺付近 には,褐 色斑点が生 じている。

〔処置〕

1.状 態調査,写 真記録。

2.乾 式洗浄。

3.ゴ アテックスを使 い,裏 打ち紙及び周辺に付着 して
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 い る紙 を除去 。

4.吸 引 台で部 分 洗 浄 。

5.プ レス 。

藤 田嗣 治 《裸婦 》1949年

墨 ・洋 紙 33.7×46.Ocm

〔組成〕

作 品支持体 は機械漉 きの乳白色の洋紙 で,表 面は滑 らか

である。全辺 は刃物 で直線に切 られ ている。支持体の周

囲に細長 い和紙が貼付け られ てお りそれでガ ラス に固

定 されている。画面側がガラスにあたっている。画面 は,

墨で輪郭を描 き,薄 墨で陰影 を施 している。

〔状態〕

支持体 は全体に黄色化 してお り,下 辺付近 は著 しい。酸

性度はPH6を 示す。支持体の周囲のみに,オ リジナルの

色 を残 している。

左側 に しわが認め られる。

支持体 には,白 色及 び褐色斑点が生 じている。褐色斑点

は比較的大 きい。

〔処置〕

1.状 態調査,写 真記録。

2.作 品 とガラスを分離 し,周 囲に付着 している紙を除

  去。

3.ア ンモニア水 で褐色斑点を洗浄。

4.水 酸化カルシウム を裏面 に塗布。

5.和 紙 と生ふ糊で裏打ち。

6.仮 張。

7.補 彩。

8.写 真記録。

藤 田嗣 治 《二人 の 裸 婦》1927年

銅 版 ・絹,パ ラ フ ィン紙 厚紙41.3×57.3cm(画 面)

〔組成〕

作品支持体 は生な りの絹地で,油 性 インクによる凹版形

式で刷 られている。エッチング と思われ る。頭髪,爪,

等には褐色,薄 い赤を用 いている。

裏面 にパラフィン紙が貼 られ,更 に厚紙に全面糊付けさ

れ ていた。

〔状態〕

支持体 の縁 は,糸 がほつれ てお り,特 に上下辺 は顕著 で

ある。また,画 面外の余 白部(上辺の左寄 り付近),及 び
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裸婦の胴部には,絹 地が薄 くなっている箇所があ るが,

その周辺 は広 範囲にわたって補彩 がなされている。

また,支 持体の左側 には,横 方向に2か 所,傷 が認め ら

れ る。

更に,窓 マッ トが接触 していた箇所 は黄色化が生 じてい

る。

〔処置〕

1.状 態調査,写 真記録。

2.ゴ アテックスを使 い,裏 の台紙を除去。

3.裏 面 に貼 られたパ ラフ ィン紙 を,軽 く湿 りを入れ て

  除去。

4.裏 打ち処置は,半 田九満堂 に2層 裏 打 ちを依頼 し

  た。

5.写 真記録。

(以上10点,鈴 木菜穂子,牧 野ヴェー ラ,金 志姫,山 領 ま

り,山 領 絵画修復工房)
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レンブラン ト作品の調査

1986年 か ら3年 をかけて行なわれたブ リヂス トン美術館

所蔵の レンブラン ト作品(旧 題名 《ペ テロの否認》,現題

名 《聖書あるいは物語 に取材 した夜の情景》)についての

美術史的調査 と科学的調査の結果 を邦語,英 語の二カ国

語 による報告書 として上梓 した。

報告書名 石橋財団ブ リヂス トン美術館所蔵 レンブラン

     ト作品調査報告書

     IN DARKNESS AND LIGHT-

     A Rembrandt in Tokyo Reconsidered

     A4変 形160頁

また報告書の上梓 を受け,エ ックス線透過写真,エ ミシ

オグラム,顕 微鏡写真,使 用された と思われる顔料 のサ

ンプルなどを第2展 示室 においてパ ネル展示 した。
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研究報告

藤島武二《天平の面影》《諧音》そして《蝶》に

表象された雅楽 と西洋音楽(4)

         ―― 装飾画をめぐって

中田裕子

 藤 島武二 の装飾画 つ いて,下 記 の ような記述 が あ る。
「三十五年 の白馬会展覧会 に出品 した『天平の面影』は氏 が

装飾方面の試 みの第一歩であった。赤星家所蔵の『蝶』の如

きは次 になったものである(中略)油絵 としては當事異なっ

た もので あった と記者 は記憶 して いる。」1)この よ うに ヨ

ーロ ッパ留学以前,藤 島 によって装飾 の試 みとして制作さ

れた油彩画 は,1902年 白馬会第7同 展 に出品された《天 平

の面影》 「パ ンノー ・デコラチー フ半雙」2)と,1904年 白馬

会 第9同 展 に出品 され た《蝶》「装 飾用」3)の2点 で あ る。

白馬会の会場 においてこれ らの作品 は異色 を放った作品で

あったのだろう。 フランス,イ タ リアにその装飾画の研究

を目的 とした給費留学のため1905年11月18日 藤島は出発 し

た。

 1900年 より藤島は雑誌 『明星』等の装幀や挿絵 また,ポ ス

ター等のグラフィック・デザインを手掛 けている。 しか し,

満4年 間の官命留学 の研究 目的であった装飾画 とは,こ の

ようなグラフィック ・デザインで はない。 『明星』の装幀 や

挿 絵のつ いて,「頼 まれた」か らと回想 してい る4)だけで,

何 の思い入 れもない。 『明星』の装幀や挿絵な どの版画や原

画は白馬会 に出品 されていない。1901年 上梓 された与謝野

晶子著 『みだれ髪』の装碵(fig.1)や 挿絵 も藤島の手 になる

ものであ る。 その装幀画 は,オ ッ トー ・ヴァーグナーの設

計 で,1899年 に竣工 したヴ ィーンの リンケ ・ヴィー ンレ街

38番 地集合住宅の外壁装飾,コ ロモ ン・モーザー作《金地 の

メダイオ ン》(fig.2)に非常 によ く似て い る。ヴ ィー ン分

離 派 に属 していた エ ミリオ ・オル リックが1900年 春か ら

1901年 冬に掛 けて版画制作のため日本 に滞在 し,1900年 白

馬会第5同 展 に日本 で制作 した版画を出品 してお り,藤 島

はオル リックと会 っている5)。藤島が世紀末 ヴィー ンの情

報 をオル リックか ら何か得た可能性は充分あ る。 ヴィーン

の建築装飾 よ り想 を得 たか もしれ ない,当 時評判 だった

『みだれ髪』の装幀画 も白馬会 に出品 されてない
。 しか し,

1902年 白馬会第7同 展 には《天平の面影》と一緒に雑誌や本

の挿絵の版画が出品されている。 これは,藤 島に意図 とす

る ところの ことがあっての ことなのだろうか。それ にして

も藤島に とって,1902年 という年 は分岐点の ような意味 あ

る年であったに違いない。そ して,《天平の面影》は白馬会

に出品 された,あ たかも象徴 的な意味合 いが込められた油

彩画 による装飾画の初 めての試みであったと同時 に,い わ
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fig.1与 謝野 晶子 『みだれ髪 』表紙

fig.2リ ンケ・ヴィーンレ街38番 地集合住宅 の外壁装 飾 コロモ ン・モ

   イザー作《金のメダイオン》(田原圭 一撮影 『世紀末建 築(4)分

   離派運動 の転 回』,講談社 より)

ば,白 馬会 に出品された油彩画 による天平時代をテーマに

した,初 めての作 品であった といえよう6)。白馬会第7同

展 に《天平の面影》と一緒 に出品された風景画の当時掲載 さ

れたモ ノクロ7)の図版 を見 るかぎ り,従 来の 白馬会風外光

表現の穏やかな風景画である。《天平の面影》とはその趣 を

異 している。藤島が《天平の面影》を構想 した動因が何であ

ったのか,い ままで正倉院御物の復元模造 された箜篌,阮

咸 な どの楽器8)及び,姉 崎正 治の表 象主義論の影響,す な

わち,日 本 における1900年 代 のヴ ァグネ リズムや ラファエ

ル前 派の受容9)との関連 において考察 して きた。最後 に,

藤島 のいう装飾画について,そ して装飾画 として《天平 の

面影》や《蝶》を藤島はいかなる構想の もとに制作 したのか,

その動因は一体何 であったのか を考察 してみたい。

 満4年 間の留学を終 え,1910年1月 藤島 は帰国 した。帰

国後留学の研究 目的で あった装飾画につ いて下記の ように

語 っている。「私は過去 に於 いて も、将来 に於 いて も、自

分の遣 ろうと思ふ方面 は、装飾風の畫 である、それは私の

初 めか らの希望であった。」l0)また,「装飾畫 と云 って も色

や線だけではつ まらぬ。それ以外 に理想―― 意味 を有たせ

たい。其題 目の選み方 は勿論其取扱に於いて もそうあ りた

い。西洋には神話 があって、普ね く藝術の上に用 ゐられて

居 るけれ ども、 日本で は神代以来の傳説 などがあって も藝

術の上には廣 く用ゐられて居 ない。それを今後洋畫に試 み

るに苦心 と工夫を要す る。同じ装飾畫 にして も之 を用ゆる



所 に應 じた意味を持 たせなけれ ばな らぬ例 えば、西洋にて

は昔の宮殿 などには人の意を引立た しめる様な装飾畫があ

る。(中 略)寺院の装飾畫 は簡素、沈静、の情を催 ほす もの

が 多 い」11)と。 つ まり,「過去 に於 いて も、将 来 に於 い て

も、 自分の遣 ろうと思ふ」12)と藤島が語った装飾風 の画 と

は建造物 の壁面 を装飾す るもの,す なわち,壁 画の ことで

ある。そ して,装 飾画の研究 とい うフランス,イ タリア留

学 の目的は,ま ず西洋 におけるその伝統 を粒さ観 ることで

あった はずで ある。 とともに,将 来 日本 において建造され

るであろう建物の装飾 を手掛 たいと夢見 つゝ藤 島は壁画の

登場人物 のための人 体把握の研究 としての 肖像画の制作

と,背 景描写研究 としての風景画の制作 を試みたのであっ

た。す なわち,「風景畫 も肖像畫 もすべて装飾畫 の準備 と

して畫居 てい るので あ る」13)と。藤 島 はパ リで フェル ナ

ン・コルモン,ロ ーマで シャルル ・E.A.カ ロリュス=デ ュ

ランの下 で学んだ。カロ リュス=デ ュラ ンは「肖像畫 の専

門でその方面では非常 な大家 であるか ら、 肖像畫 を描 くこ

とについて多少その感化 を受けたい という希望」が藤 島に

あ り,ま た,「 自分の缺點 と認め る風景畫 を留学 中努 めて

研究 する考 えで あった。」14)藤島の滞欧作品の 肖像画や風

景画 は壁画制作 を仮想 しての習作であったのである。1910

年,最 後の白馬会の展覧会 となった白馬会第13同 展 に滞欧

作品が27点 出品 されたが,そ の滞欧作品 には題名が付け ら

れてな く,「滞欧記念 スケ ッチ」として纏 めて出品されてい

る。 この展覧会 の翌年 「現今 の大家(十 五)藤 島武 二氏」に

《天平の面影》《蝶》と一緒 に,滞 欧作品が図版掲載 されてお

り,そ の滞欧作品にはそれぞれ題名が付 けられている。藤

島は上記のような意図があって,白 馬会 には題名 を付 けな

いで出品 したのだろ うか。

 ところで,そ の掲載 された滞欧作品の図版の中には所蔵

が赤星家 となっている作品 もある。 また,先 に引用 したよ

うに「赤星家所蔵の『蝶』」とある。 この赤星家の当主 は赤星

鐵馬であ る。1901年 赤星 は,18歳 でアメ リカへ留学。藤 島

が留学 よ り帰国 した,同 じ1910年 に赤星 も帰 国している。

一代で財を築 いた赤星の父彌之助 は1904年 鬼籍 に入 ってい

る。赤星は藤島 と同じ薩摩出身で,赤 星 の母静子 は黒田清

輝 の従兄弟,樺 山愛輔の従兄弟 に当 る15)。1911年藤 島は赤

星家赤坂邸の食堂の装飾画の制作 を委嘱 された16)。赤星家

本邸 は麻布鳥居坂にあった。その跡は現在国際文化会館 と

なっている17)。赤坂邸(赤 坂区臺 町2)は ジ ョサイア ・コン

ドル により設計 され,1912年 竣工。帰 国後間 もな く結婚 し

た赤星 の新居 として,1910年 に設計 を依頼 した ら しい18)。

翌1911年 赤星 は藤 島にこの赤坂邸の食堂 の装飾画制作を委

嘱 した。「某家 の宏荘 なる建築の室内装飾 を委嘱され し由

なるが、之か完成 までに約3ヶ 年 を要すべ し」l9)と,藤島

が そうとう張切っていた ことが分かる。装飾画を描 きたい

と望んで《天平の面影》を制作 してから,初 めての壁画制作

の依頼 であった。赤星 と藤島 との出会い はこの赤坂邸の食

堂の装飾画の委嘱 を通 してか もしれない。 しか し,こ の壁

画 は構想下絵の段階で終 り,実 現 しなか った。 その理由に

ついて鐵馬夫人 は藤島の下絵が,葡 萄棚の下 で裸婦が大勢

遊 んでいる図であ ったか ら,「当時赤星兄弟や らその他、

年頃の青年が大勢居て」20)と語 ってい る。 しか し,前 述 し

た ように麻布鳥居坂 に本邸があ り,赤 星兄弟 の母静子が住

んでお り21),当然弟 は母親 と同居 していた はずである。実

現で きなか った理 由は外に有 ったのか もしれない。後年赤

星 は藤 島にとってパ トロ ン的存在 になる22)。

 石橋 美術館 には赤星家 の装飾画の下絵 といわれてい る

《唐様三部作》(1912年頃作)と いう作品 があ る23)。この《唐

様三部作》は,1912年 頃の制作で はな く,そ して赤 星家赤

坂邸 の食堂 の装飾画の下絵 ではな く,岩 崎美術館 所蔵の

《アマゾーヌ》(1924年作)や《芳恵》(1927年作)の ほうによ り

近い年代の制作であると思われる。

黒田清輝監督 小林萬吉制作

      大阪北浜銀行本店

       鈴木禎次設計 1903年 竣工

       2階 食堂壁画 天井画24)

黒田清輝監督 和 田英作+東 京美術学校制作

      中央停車場(現 東京駅)

       辰野金吾設計 1914年 竣工

       皇室昇降 口中央 ホールの壁 画《海 の幸》《山

       の幸》25)(fig.3)

fig.3旧 東京駅皇室昇降 口中央ホール

中丸清十郎 住友家須磨別邸

       野口孫市+日 高胖設計 1903年竣工

       1階 のヴェランダのモザイク26)
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      旧横浜正金銀行本店(現神奈川県立博物館)

       妻木頼黄設計 1903年 竣工

       馬車道正面玄関広間の床のモザイク(?)27)

      東京国立博物館 表慶館

       片山東熊設計 1909年 竣工

       中央広 間並び に階段 室 の床の モザイ ク28)

       (fig.4)

      旧大倉 喜八郎 向島別邸蔵春閣(現 船橋 ららぽ

      ー と長安殿29))

       大倉喜八郎+今 村吉之助設計 1912年 竣工

       2階 廊下のモザイク30)(fig.5)

      大橋新太郎邸西洋館

       清水組設計室設計 1912年 竣工

       玄関の土間のモザイク30a)

岡田三郎助立案下絵 小林萬吾+東 京美術学校学生制作

      上野凱旋門

       古宇田実設計 1905年 竣工

       天井画31)

岡田三郎助　 旧交詢社改築

       横河民輔設計 1910年 竣工

       演藝室壁画(正面)《 九つの ミューズ》1910

       年制作32)

      旧帝国劇場

       横河民輔設計 1911年 竣工

       貴賓休憩室の壁画33)

      台湾総督府庁舎(現台湾政府庁舎)

       長野宇治平基本設計+台 湾総督府営繕課設

       計1919年 竣工

       壁画《台湾神社》《殿下御上陸の図》(?)34)

和田英作  旧岩崎家高輪邸(現 開東閣)

       ジ ョサイア ・コン ドル設計 1908年 竣工

       2階 舞踏室の壁画35)(fig.6)

      旧交詢社改築

       横河民輔設計 1910年 竣工

       演藝室の壁画(舞台上部)36)

      旧帝国劇場

       横河民輔設計 1911年竣工

       劇場内の天井画 食堂の壁画37)

      慶応義塾大学旧図書館(現存)

       曾禰中条建築事務所設計 1912年 竣工

       油彩画による《ステイ ンド ・グラス原画》38)

       (fig.7)

      旧日光東照宮宝物館

       大江新太郎設計 1915年 竣工

       壁画《百物千人行列の図》39)(fig.8)
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fig.4東 京国立博物館表慶館 中央広間 のモザイク床

fig・5旧 大倉喜八郎 向島別 邸(現 ららぽ一と船橋 長安殿)2階 廊 下

   (宮本和義撮影 『近代建築再見』㈱ 建築知識より)

fig.6旧 岩崎家高輪邸2階舞踏室 写真三菱地所㈱提供



fig.9旧 三井銀行京都支店2階 貴賓室の天井

fig.7和 田 英作《慶応 義 塾大 学 旧

図 書館 ステインド・グラス原画》

1912年 頃,油 彩 ・画布,82.0×33.4cm

慶応義塾大学 図書館所 蔵

fig.8和 田英作《日光東照宮宝物館の壁画 百物千人行列の図》 fig.9a旧 松 本健 次郎 邸(現 西 日本工 業倶楽部)食 堂

伊藤快 實  大谷光瑞別邸二楽荘

       鵜飼長三郎設計 1909年 竣工

       壁画39a)

満谷国四郎 旧交詢社改築

       横河民輔設計 1910年 竣工

       演藝室の壁画(舞 台面 して中央)《岩戸 の神

       楽》40)

渡部審也  旧交詢社改築

       横河民輔設計 1910年 竣工

       演藝室 の壁画(満谷国四郎 の壁画の左右)41)

鹿子木孟郎 旧三井銀行京都支店

       横河民輔+鈴 木禎次設計 1914年 竣工

       2階 貴賓室の天井画42)(fig.9)

澤部清五郎 日本郵船伏見丸

       1914年

       一等上方階段室の壁画《午の日詣で》43)

山下新太郎 京成朝鮮鉄道 ホテル

       ゲオルグ ・デ ・ラランデ設計 1915年 竣工

       壁画44)

湯浅一郎  京成朝鮮鉄道ホテル

       ゲオル グ ・デ ・ラランデ設計 1915年 竣工

      壁画45)

和 田三造  旧松本健次郎邸(現 西 日本工業倶楽部)

       辰野片 山建築事務所設計 1910年 竣工

       洋館食堂の装飾画 1917-18年

       洋館階段のステン ドグラスの下絵 1917－

       18年

       タピス トリー,南 蛮更紗《海 の幸》《山の幸》

       1917-18年46)

      朝鮮総督府庁舎(現 韓国中央 国立博物 館取壊

      し予定)

       ゲオルグ ・デ ・ラランデ+野 村一郎設計

       1915年 竣工

       中央大ホール両翼の壁画47)

松岡壽   大阪中央公会堂

       辰野片山建築事務 所設計 1918年 竣工

       天井画壁画48)1917年 作

児島虎次郎 大原家大阪上本町別邸
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       薬師寺主計設計 1922年 末竣工49)

       サロンの壁画《奈良公園》 1924年 作50)

八木彩霞  旧萬翠荘(現愛媛県立美術館分館)

       木子七郎設計 1922年 竣工

       1階 右側 主室(主 に食 堂 に使用)の 壁 画51)

       (fig.10)

fig.10八 木彩霞《旧萬翠 荘1階 右 側主室扉 上部の壁画》(現愛媛 県

   立 美術 館 分 館)1922年,油 彩 ・画 布(壁 に貼 付),95×190cm

   写真愛媛県立美術館提供

小杉未醒(放庵)東 京帝国大学大講堂(安 田講堂)

         内田祥三+岸 日出刀設計 1925年 竣工

         舞 台の壁画《泉》並 びに廊 下の壁画《動

         意》《静意》52)

藤島武二  赤星家赤坂邸

       ジョサイア ・コン ドル設計 1912年 竣工

       食堂の壁画 実現せず

      東京帝国大学大講堂(安 田講堂)

       内田祥三+岸 日出刀設計 1925年 竣工

       2階 便殿の壁画 実現せず53)

 上記 は,明 治か ら大正 にかけて洋画家あるいは,洋 画家

出身者 によ り制作 された壁画 な どの建築装飾 の一部 であ

る。藤 島は構 想のみで壁画 を手掛 けるこ とが できなか っ

た。装飾画を制作 した洋画家たち とその装飾画を合わせて

考察す ることで,藤 島の装飾画へ の想いを浮上が らせ るこ

とがで きるよ うに思える。

 藤島 をはじめとす る当時の洋画家たちが手掛 けたいと望

んだ建築装飾 は障壁画のような,従 来の 日本建築 の壁面 を

装飾す るもので はない。 それは近代化,す なわち西洋化 を

目指す国家の意思 を具現化する,官 公庁,教 育の場や,近

代産業の入れ物 としての洋風建造物の壁面 を,あ るいは宮

廷洋風建造物の壁面を,近 代国家の担い手 となった富裕層
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の格式や,来 客用 として,い わば個人の迎賓館 として建造

される洋風建築の壁面 を自らの大画面の作品で装飾す るこ

となのである。

 「畫布が欧州戦争の為 めに拂底で」と,和 田英作 は日光東

照宮宝物館 の壁画《百物千人行列 の図》の制作苦心談 を述べ

ている54)。ここに画布 とあるように,当 時の洋画家たちは

膠 に小麦粉 を混ぜた ものや,油 絵具のジンクホワイ ト,シ

ルバー ホワイ トな どを接着剤 として油彩で描いた画布 を壁

面 に貼 る方法で壁画を制作 した。すなわちパ ノー ・デコラ

チーフなのである。「壁面へは昔 は直接、 フレスコ畫法 と

稱 する壁畫を書いたが、近来は壁書 と稱 して も、畫布の上

に畫 いた ものを、壁 面に張 りつけるや うになった」と山下

新太郎 も述 べている55)。藤島 はイタ リアに留学 したが,フ

レスコ画の技法 を習得 していない。1928年 に制作 された喜

多見教会堂 の壁画が 日本で フレスコによる初めての壁画で

あ り,作 者 は長谷川路可であった56)。

 中央停車場(東 京駅)の壁画が制作 されていた頃であろう

か,黒 田清輝 は1914,15年 の『日記』のなかで「壁畫用 の繪

具」57),「壁畫用の顔料」58)と記 しているが,壁 画 を描 くた

めの特別な絵具があった とい うことなのだろうか。

 上記の洋画家たちによる建築装飾は,全 て1903年 以降に

制作 されている。洋画による最初の壁画の完成は大阪北浜

銀行本店である59)。ここに,藤 島が装飾画を手掛 けたい と

望 み,《天平 の面影》を制作 したその背景 を覗 見れ る もの

が,何 か隠されているので はないか と思われ る。その背景

として二つの大 きな動因を呈示す ることがで きよう。 まず

その一つに,1902年 中丸精十郎 のフランス留学か らの帰国

が上 げられよ う。

 中丸 は工部 美術学校 で浅井忠ら と一緒であった中丸清十

郎の長男廉 一(戸籍名蓮一)で ある。東京美術学校 に在 席

中,精 十郎 と改名 した60)。美術学校 を中退 し61),パ リへ留

学62)。黒 田清輝 よ り「絵 が下手」と言 われ,洋 画修行 の傍

ら,パ リである工房に入 り,モ ザイクの技術 を習得 したの

であった。その工房のモザイ クの主任 はイタ リア人 であっ

た という63)。

 1901年1月 パ リ滞在中の黒田の『日記』を見 ると,大 理石

屋 との交渉が あ り,「St. DonisのGuilbert Martinの 處へ

行 く モザ イック一件 これにて殆 ど落着」,翌 日の 日記 に

「今 日よ り中丸 サン ドニに仕事に行 く」64)とある。黒田が頼

まれた,当 時 日本で着工 されていたどこかのモザイクなの

で あろうか。住友家須磨別邸 のモザイ ク床 とも考 えられ

る。あるいは表慶館のモザイク床 か65)。

 帰 国後中丸は築地の東京府立工芸学校 の隣 にモザイク工

場を設立 した。工芸学校木材科モザイク別科 の非常勤講師

を勤めている。宮家や富豪の邸宅 のモザイク を手掛 け66),

家具商杉田幸五郎 と交遊が あったようで,モ ザイクを嵌め



込 んだ家具な ども製作 している67)。しか し,そ の工場は長

く続 かなかったようである。

 中丸 は油彩 画の滞欧作品 とともにモザイ クの滞 欧作 品

《洗礼の天使》《花》の2点 を1902年 白馬会第7同 展に出品 し

ている68)。その内の1点 で,後 に東京美術学校が購入す る

ことになる69)グラス・モザイク《洗礼の天使》(fig.11)の天使

の衣 の襞 の線 や,そ の縞模 様 の 色使 いが《天 平 の面 影》

(fig.12)に描かれてい る箜篌 を抱 えた天平時代の婦人の衣

の縞模様の色使 いや,襞 の線 と非常 に似 かよっているよう

に思われる。 また,《洗礼の天使》の背景は,藤 島のそれ と

同 じでアーチの下,金 地 で閉ざされてい る。 これは偶然な

のであろうか。世紀末のパ リで工房 に入 り,建 築装飾であ

るモザイクの技術 を習得 した中丸 の帰国は,当 時相 当な評

判であ ったのではなかろうか。白馬会 開催以前 に藤島が,

《洗礼の天使》な どの中丸 の滞欧作 品を見 る機会 はあった と

思われる。

fig．11中 丸精十郎 《洗礼の天使》グラス・モザイク,75.2×32.7cm,東

   京藝術大 学所 蔵

fig.12藤 島《天平の面影》石橋 美術 館

 よくぞあの時代 にネオ ・バ ロック様式の,ま た,明 治洋

風建築 の総決算 といわれる,明 治時代最大のモニ ュメン ト

である東宮御所,現 在の迎賓館が,こ の当時造営 されてい

た。 この東宮御所 の造営が二つ目の,そ して最 も大 きな動

因ではないか と思われ る。

 明治絵画館の壁画,和 田英作《憲法発布式》に描かれてい

る明治宮殿 の装飾 は日本画家 の手 にな るもの で,洋 画家

は,こ の造営には一切関わ りがなか った。明治宮殿が竣工

してか ら8年 後,大 正天皇の結婚 を控え,東 宮御所の造営

が計画 された。アメ リカ,イ ギ リス,フ ランス,オ ース ト

リアなど欧米各国の宮殿建築 を調査 し,帰 国 した片山東熊

は,当 時造営 中であ り,1908年 に竣工 したオース トリアの

新王宮,フ ランス ・バ ロック建築の代表作 といわれ るルー

ヴル宮東面や,フ ランス海軍省庁舎な どを参考 に御所の設

計 をした。外観 はネオ ・バロック様式を導入 した。絶対 主

義国家 を飾 るにふ さわしい室内装飾が施 こされる設計にな

っていた。1899年 着工,10余 年 の歳 月 を掛 け,510万 余 円

の巨費 を投 じ,1908年 に竣工し た。内部 は華麗 な室内装飾

が施 され,フ ラ ンス18世 紀末.19世 紀初頭の様式 を主 に,

各種の様 式が完壁 な緻密 さで再現 された。天井画で はある

が,油 彩で描かれた画布が貼付 けられている70)。

 1900年 パ リ万国博覧会のため,フ ランスへ出張 した黒 田

清輝 は,東 宮御所御造営局よ り御所のための室 内装飾の調

査 を委嘱された71)。華麗 な宮殿の,古 典主義的な壁 画の調

査 も行ったことであろう。黒田がアール ・ヌーヴォーの資

料 をフランス よ り持ち帰ったこ とは周知の ことで ある72)。

東宮御所 のための,こ のアール ・ヌーヴォー とはあい対す

るような,華 麗な宮殿の室 内装飾 資料 も持ち帰 ったはずで

ある。 しかし,黒 田が東宮御所御造営局 に何時,ど のよう

な報告を提出 したのか分か らない。1904年 黒 田は東宮御所

御造営局 に片山を尋 ね「装飾畫 ノ事ニ就キ色々話有 リ、先

ヅ謁見室壁掛織物下 図 ヲ依頼」され,そ の下絵 を提出 した

が,採 用 されなかった ようであ る73)。

 1905年5月1日 東宮御所東二の間の壁掛織物 を制作 をす

る二代 目川島甚兵衛の推薦 により,浅 井忠にその下絵 の制

作が,東 宮御 所御造営局よ り委嘱された74)。これは,1904

年 に黒 田に委嘱された ものなのであろうか。黒田の『日記』

には,黒 田が片山東熊 と会 い,謁 見室の綴織 りの下絵 を委

嘱 された とき「まず壁掛織物の下絵の制作 を」とある。とい

うことは,そ の下絵が完成 した ら,他 にもという含 みがあ

った ように思える。なお,東 二の間 も謁見室であ る。1906

年9月 黒 田清輝,岡 田三郎助 に「洋画製 作の下命」が あ っ

た。黒 田には楕 円形に風景画の,岡 田には第三客室 の装飾

画,楕 円形 に草花図の制作の委嘱 があ った75)。『岡田三郎

助作品圖録』を見 ると,1906年 作 とい う,草 花 図の天井画

の下絵,1906年 と年記のある草花図の習作 と思われる作品

の図版がある。年記か らみて76),こ れは実現 できたか どう

か不明であるが東宮御所 のための天井画の下絵や,習 作だ

ったので はなかろうか。 また,和 田英作に も東宮御所の装

飾 画制作 の委嘱 があった らしい77)。東二 の間のた めの《武

士の山狩》完成後,浅 井 に天井画制作が委嘱 された。天 井

画の下絵ができた段階で,浅 井 は鬼籍に入 り,天 井画 は弟

子 渡部審也 によ り制 作 された78)。東 宮御所造 営の記録 に

は,浅 井忠の壁掛織物下絵の委嘱 に対 する報酬の記録があ
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るが,黒 田,岡 田には装飾 図案の制作 の記録があるだけで

ある79)。《武士の 山狩》以 外,ど の部 屋 の装飾か不 明で あ

る。

 東宮御所 の壁画を手掛 けたいと密かに望んで藤島が,パ

ノー ・デコラチフとして制作 したのが《天平の面影》だった

ので はなかろうか。先 に述べたように1904年 白馬会第9回

展 に藤島は装飾用 として《蝶》を出品 している。

 1905年 の 白馬会 は,10周 年 を記念 して記念室 が設 け ら

れ,新 作 と一緒 に画家 自身の選択 による ものであろう,旧

作が展示された。藤 島は新作 として《天平の面影》と対幅に

なる,す なわち装飾画 「天平時代の美人像」を出品しようと

制作 して らしい80)。「豊機雲」という題で出品作品 を制作 中

という雑誌の記事 もある81)。しかし,藤 島は「豊機雲」を完

成 することができなかったのだろう。旧作《天平の面影》の

みの出品であった。

 ところで,「現今の大家(十 五)藤島武二氏」に掲載 された

《天平の面影》の図版は『美術新報』(1902年10月)に 掲載 され

た図版 と同 じ右 下 に署 名 のあ る図版(fig.13)で あ る。 ま

た,同 白馬会第7回 展 に出品 された作 品 と思われ る82)《天

平の面影 の習 作》(fig.14)の女性 の頭部 は『美術新 報』掲載

の署名 のあ る図版の眉がやや吊上が った女性 に似 かよって

い る。 モデル は同じであるが。石橋財団石橋美術館所蔵の

《天平の面影》は旧赤星家所蔵であ る。 つま り,「現今 の大

家(十 五)藤島武二氏」では《蝶》や滞欧作 品の一部 は赤星家

所蔵になっているが,《天平の面影》は赤星家 の所蔵ではな

い。何時《天平の面影》が赤星家の所蔵 になったか分か らな

い。赤星家 は赤坂邸の装飾 のために,あ る程度纏めて藤島

fig.13『 美術新報』(1902年10月5日)掲 載の《天平の面影》
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fig.14藤 島《天 平の 面 影 の習 作》1902年,油 彩・画 布,45.1×37.2

   cm,個 人蔵,東 京

の作品 を手に入れたのではなかろうか。旧赤星家所蔵,現

在石橋美術館所蔵の《天平の面影》は作者によるレプ リカな

のか もしれない。

 10周年記念 の展覧会に旧作《天平 の面影》のみ出品 という

ことは,こ の作品が,当 時藤島に とって特別意味ある作品

であ ったに違いない。 しか し,藤 島は回想記 の中で,《天

平の面影》や《蝶》な どの作 品についてまた,そ の作品 を制

作 した時代 について も,何 も語っていない。なぜ語ってい

ないのだろう。語 りた くないわ けで もあったのだ ろうか。

 1905年9月20日 白馬 会開催中 に,藤i島 の留学が決 まっ

た。黒田は,藤 島の留学が遅れた理 由について「岡田や和

田の留学が先に決 まり,助 教授に適 當な人がない為」遅 く

な ったのだと述べて いる83)。しか し岡田は1902年1月 に帰

国 し,東 京美術学校洋画科ではな く,図 案科の教授になっ

てい る。 また,和 田の帰国 も,翌1903年 であった。岡田や

和田の帰 国直後 に,藤 島の留学が決 まって もおかし くはな

い。 それがなぜ,1905年 の秋 になってからなの だろ うか。

そして,帰 国後の処遇 もおか しい。

 藤島がパ ノー ・デコラチ フとして《天平の面影》を制作 し

ていた ころ,油 彩画による壁画を設置する計画のあった洋

風建造物は東宮御所のみで あった。 また,藤 島が ヨー ロッ

パへ出発す る以前に,洋 画家の制作 した油彩画 を壁面 に設

置す る計画,あ るい は設置 していた洋風建設物 は東宮御

所,北 浜銀行本店 と上野凱旋門だけで あった。油彩画 によ

り東宮御所 の壁面装飾が設計 されてか ら以 降,ま た,日

清 ・日露戦争の勝利 を機に,日 本の資本主義経済の興 隆に



よる富の蓄積 に伴い,極 く少数の個人の西洋館,そ して地

方の個人の西洋館の壁面 にも,暫 時洋画家 による油彩画の

壁画が設 けれるようになった。 それ以前は,例 えば,明 治

宮殿や,辰 野金吾設計 の日本銀行本店(1898年 竣工)の 貴賓

室のように,日 本画家の手になる壁画であった。

 留学 中の藤島 につ いて,上 田敏 は「絵 を描 いていない と

い う噂 がある と」と記 している84)。藤島 に留学 の目的を も

忘れるほどの魅惑的な出会いがあったのか。あるいは何か

心にわだか まる不満 といった ものがあっての ことなのだろ

うか。東宮御所の装飾画の制作 との絡 み とみ るのは穿ち過

ぎであろうか。

 藤島が留学 よ り帰国した後 も,和 田英作な どが東宮御所

の壁画 を制作 していた。藤島にその委嘱はなかった。

 藤島 に宮内省 より油彩画制作の,油 彩画 による壁画制作

の委嘱があったの は,1926年 昭和天皇の大礼 を祝 し,学 問

所を飾 る油彩画の制作 と,1931年 吹上御苑内 に建造 された

花陰亭の装飾パ ネル,す なわち壁画の制作であった。特に

藤 島は学問所 を飾 る油彩画にテーマ を「日の出」と決 め,そ

の制作ため,10余 年の月日を懸 け,北 は蔵王山から南は台

湾,そ して中国内蒙古 まで,そ のモチーフを探 して求めて

行脚 したのであった。 その油彩画《旭 日照六合》を完成 させ

た とき藤 島は,71歳 であった。相当な執 念で ある。晩年,

病床 で藤 島が 内田巌 に「繪は寫生 ばか りではいけぬ、しか

し結局 自分 なぞ も寫生で終わって しまった」85)と語 った と

い う。藤島が手掛 けた壁画は,明 治絵 画館 と花陰亭であっ

た。花陰亭 の壁画 は,「潮岬」とテーマの指定があ り,風 景

画である。「過 去 に於 いて も、将 来 に於 いて も、自分 の遣

らうと思 う方面 は、装飾 書である」と望んだ装飾 画 を、藤

島はついに手掛 けることができなかったのである。

 岡田三郎助の下絵 による《上野凱旋門天井画》について,

下 記の ような説明が ある。「左方 の中央 には地球 を掌上 に

載 せたる名譽 の女神 を畫 き、両側 に忠實親和の二神 を現は

し、忠實の神 には犬 を添ふ。右方の中央 には勝利 の女神月

桂冠 を手に して起ち、平和 と融和の二神 を従へ、平和の神

は其手の果物 を鳩の啄 はまん とす る所を示 し、融和の神 は

喇叭を携へ、前後 には人道 と公正 を しめせ り。」86)この上

野凱旋門が どの ような建造物 であったのか分か らないが,

《上野凱旋 門天井画》の図像は西洋のギ リシャ神話の図像に

もとづいた もので,そ れぞれの神の持物 も西洋の伝統 にし

たが って描か れたのだろう。また,岡 田制作の旧交詢社演

藝室の壁画《九つの ミューズ》も西洋の ミューズの図像に も

とづいて制作 され,ミ ューズの持物,背 景 も西洋の その伝

統 にしたがって描かれている。すなわち,そ れは凱旋門の

天 井画 に,演 藝 室の壁画 にふ さわ しいテーマで あったろ

う。

 慶応義塾大学 旧図書館 のステイン ド・グラスの図像 につ

いて,和 田英作 は下記の ように説明 している。「泰西文 明

の シンボル女神が、塾章ペ ンを手 に入って くるところ、弓

矢を持 った ミリタリズムの表徴 たる鎧武者が 白馬をお りて

迎えている。下方叢生 しているのは笹や茨で、今後泰西文

明 によって開 か れ よう とす る カルチ ャー な き荒 野 の よ

う」87)と。つ ま り,西 洋近代文明 に対 して笹や茨で未 開地

日本 を表徴 しているのであ る。 これ は福沢諭吉の教育理念

を,端 的に図像化 しているもの と思われる。 と同時 にこれ

は明治国家の近代化 への意志を表象た もので もある。

 中央停車場皇室昇降口中央 ホール の壁画 は《海の幸》《山

の幸》というテーマで,依 頼 は神代の人 物で描 くという こ

とであったようだが,黒 田の提案によ り大正時代,当 時の

風俗でその図像を表 した88)。近代資本主義の産業 によって

生産 されるで あろう「幸」を図像化 した もの と解釈で きるの

である。

 和田英作制作,旧 岩崎家高輪邸 舞踏室の壁画 は風景画で

ある。富士山,三 保の松原 の壁面装飾 に鶴の天井画で 日本

的な縁起 の良いテーマ ともいえる。

 旧大倉喜八郎向島別邸蔵春閣2階 のモザイクの廊下 の意

匠 について中丸精十郎 は「主人鶴彦翁 の意匠で、言問の故

事 に因み、光琳風の波に都鳥の図按、 これは純然 日本化 し

た ものである」89)と述べている。

 上記 のように当時の洋画家による,あ るいは洋画家出身

者による建築装飾 は,そ の装飾 する場所にふ さわ しい図像

で,あ るものは象徴的な意味を持たせている。先に引用 し

た ように,「意味 を有たせたい。其題 目の選み方は勿論 其

取扱 に於いて もそうあ りたい。西洋 には神話があった、普

ね く藝術の上 に用ゐ られて居るけれ ども、 日本では神代以

来 の傳説な どが あって も藝術 の上 には廣 く用ゐ られ て居な

い。 それを今後洋畫に試みるに苦心 と工夫 を要する。同 じ

装飾畫に して も之を用 ゆる場所 に應 じた意味持 たせ なけれ

ばなぬ例えば、西洋 にて は昔の宮殿 な どには人 の意 を引立

たしめる様 な装飾 畫が ある。」と藤島は述べている。藤島の

いう壁画 とは装飾す る場所 にふさわ しい意味,す なわち,

象徴 的な思想 を持たせた構想画 であろう。そ こで,《天平

の面影》や《蝶》を藤島がいかなる構想 の下 に制作 したのか,

そして,い かなる象徴的な意味 を添加で きたのか を最後 に

考察 してみた い。

 1902年1月 上梓 された川上瀧爾,森 廣著『はな』の装幀 は

藤島の手になるものであった。藤島による挿絵 も3点 挿入

されて いる。 この挿絵の版 画90)のうち《花菖蒲》(fig．14a)

《菊,萩,撫 子花》(fig.15)の2点 が《天平の面影》と一緒 に

白馬会第7同 展に出品 されている。 この『はな』は植物図鑑

で あるとともに,花 言葉,そ の花に因んだ古今東西の詩歌

や 日本,西 洋の神話が載せ られている。例 えば,菖 蒲 につ
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fig.14a藤 島《花 菖 蒲 》1901年,版 画, d.11.3cm

fig.15藤 島 《菊 、萩 、撫 子花 》1901年,版 画,18.2×10.8cm

いて下記の ような説明が ある。「欧米の到 る ところ、一般

に殿堂 の装飾 として種々に彫刻せ らるるとか(中 略)この花

を見ん人々は、唯 に其色香のみならで熱誠 てふ意味 を表す

此花 を賞する心 を喚 び起 こして よ」と。 また,桜 について

下記のようにある。「敷島の大和魂 を標識 するてふ此花」91)

と。つま り,西 洋伝統の花の意味 を説明 してい る。 ととも

に,後 年の暗いイメージ と重なるが,日 本特有の象徴的な

意味 を説明 している。 これ は日本固有 の象徴性の研究が,

当時 日本でな されていた ことを示 してい る。 これが婦人雑

誌 『家庭雑誌』に も転載されている92)。つまり,物 に抽象的

な意味がある と説明 した本 に挿入 された版 画が《天平の面

影》と一緒 に白馬会 に出品されたので ある。「意味を持たせ

た い」とい う,そ の意味 を説明 した本 の装幀 を,藤 島が手

掛 けている。

 天皇 の紋章である桐竹鳳凰文 を念頭 に制作 されたのであ
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ろ うか,《天平の面影》は鳳凰 の模様のある腰壁 のもと,正

倉院御物の模造の箜篌 を持ち,桐 の木の下 に佇 む女性が描

かれてい る。 その背景 は「王」を象徴するのであろうか。金

色に閉 ざされている。 これ は明 らか に「光明皇后」を描いた

ものに違いない。 この《天平面影》と対幅で,白 馬会第10同

展に出品するため制作中であった「豊機雲」は,『万葉集』第

1巻 の額 田王 の「わだつみの豊機 雲に入 日さし今夜の月夜

さや照 りこそ」か ら想 をえた ものであり,「美人立琴 を持 し

て夕陽湖畔 に立 って豊機雲 を見て物 を思ふ様」であ り,日

本的テーマであるとい う93)。「光明皇后」と「額 田王」とい う

古代 日本 を代表 する女性二人 をモチー フに して装飾画 を構

想 していたのだろう,装 飾画 としては華やいだ ものになっ

たであろう。しかし,藤 島は「豊機雲」を完成できなかったの

か,白 馬会第10同 展には旧作《天平 の面影》のみの出品であっ

た。 ところで,山 の湖 を背景 に湖畔で,女 性が等身大の箜

篌 の横 に座 す,ブ リヂス トン美術 館 旧蔵 の《天 平時代》94)

(fig.16)はこの「豊機雲」の習作 ということになろうか。

 《蝶》(fig．17)は,1904年白馬 会第9同 展 に《夕》(fig.18)

《朝》《婦人 肖像》(fig.19)とともに出品 された もので ある。

《蝶》の ほか《夕》《婦人 肖像》は『明星』に図版が掲載 されてい

るが,《朝》は不明で ある。石井柏亭が,「 人物 と朝顔 と美

しき調和 を得た り」95)とその展覧会評 で述べてお り,1987

年京都市美術館 で開催 された「藤 島武二展」に出品 され た

《婦人 と朝顔》(fig．20)が《朝》ではなか ろ うか。モ デル は他

の3点 と同 じ女性である。 この4点 の図版 を並べて見 ると

明 らかにラフ ァエル前派の影響 を如実に物語っている。藤

島がラファエル前派の影響 を受 けた作品を制作 したの はこ

の年だけである。 また,《蝶》にオディロン ・ル ドンの影響

が指摘 されている。その根拠は《蝶供養帖》にあるル ドンの

作品の模写である。《蝶供養帖》には藤島が模写 したル ドン

の作 品は2点96)(fig.20a)あ ることが分かってい る。その内

の1点 がパ リのプチ ・パ レ美術館所蔵の《花 と蝶》(fig.20b)

で,そ の制作年は1910-14年 頃 となっている。 もう1点 の

作品 も同 じような構図で蝶が描かれてい るもので,制 作年

は《花 と蝶》と違わない はずである。藤島がル ドンの作品 を

模写 したの は《蝶》の制作後で,《蝶》にル ドンの影響 を指摘

す ることはで きないであろう。

 この《蝶》は黄色 の衣 を纏 って いる横 向 きの少女 が描か

れ,少 女の周 りを21頭 の蝶が群飛んでいる。少女 は,蝶 が

蜜 を吸 ってい る黄色の花 を摘 まみ,唇 に当ている。《天平

の面影》と同様 に平面的に描かれている。蝶は藤島 による創

造の ものではな く,9頭 の蝶がアラン ・J.ハンクスによっ

て同定 されてい る97)ように写実 である。ツバベニ チ ョウ,

リユウキ ュウコムラサキ,ナ ガサ キアゲハ,カ ラス アゲ

ハ,ヤ マキチョウ,ジ ャコウアゲハ,ル リタテハ,ク ジャ

クチョウである。 この同定された9種 の蝶 は,日 本で も南



fig.16藤 島《天平時代》1905年頃,油 彩・画布,29.3×29.5cm,ブ リヂ

   ストン美術 館旧蔵,現 在所在 不明

fig.19藤 島 《婦 人 肖像 》1904年,油 彩 ・画 布,46.6×32.3cm,個 人 蔵,

   大 阪

fig.17藤 島《蝶 》1904年,油 彩 ・画 布,44.5×44.5cm,個 人 蔵,東 京

fig.20藤 島《朝 》(?)油 彩 ・画 布,46.0×45.6cm,個 人 蔵

fig・18藤 島 《夕 》1904年,所 在 不 明

fig.20a藤 島《蝶供 養帖》個人蔵,東 京
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fig.20bオ ディロン・ル ドン《花 と蝶 》1910-14年 頃,水 彩 ・板,22.5×15

    cm,プ チ ・パ レ美 術 館,パ リ所 蔵

fig.21《 蝶 供養帖》

方 に住み,関 東地方で は見 ることがで きない。 ツバベニチ

ョウは藤島の出身地薩摩 の蝶である98)。「ツマベニ チ ョウ」

をツマベニチ ョウ と,藤 島 は認識 して描 いたようで ある。

(fig.21)

 さて,《蝶》に描かれている横向 きの少女が,唇 に当てい

る黄色 の花 は山吹の花であろう,花 を山吹 とす るとこの作

品は絵解 きで きるのであ る。衣 の襲 ねの色 目に山吹が あ
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fig.22「 胡 蝶 」

り,山 吹色 はクチナシの黄色 に通 じるのであ る。つ ま り,

少女 は花の香 を嗅いでいるのではない。 そして,《蝶》は雅

楽 の曲〈胡蝶〉(fig.22)から想 を得た もの と思われ る。少女

が描 かれているとす るの は,こ の雅楽の曲〈胡 蝶〉による。

〈胡蝶〉は蝶 の模様 の衣裳 を着け,背 に蝶 の羽を負い,頭 に

天冠 を付け,そ の天冠 に山吹の枝 を差 して,手 に山吹の枝

を持 った童子4人 による舞である99)。天冠 は童舞に用いる

頭飾 りである。山吹の花 は蝶の象徴である。蝶の精である

少女の回 りに蝶が群飛 び,少 女 は,そ の象徴である山吹を

唇 に翳 し,山 吹色の衣 を纏っている。山吹 は日本原産の固

有の潅木 であ る100),当時 この山吹 に,西 洋の花言葉 のよ

うな意味はなかった ろう。 もし藤島が このような意味 を託

したのだ としたら,そ れは藤島の創造である。 これ は明 ら

かに新 しい 日本的なテーマであるといえるのであろう。藤

島の遺作展には,現 在所在不明になっている舞楽〈蘭医王〉

を描 い た作品,《舞 楽 図》(fig.23)が出品 されて い る。 ま
            けいるこ    いちのこ

た,《画稿集》にはの天冠,鶏 婁鼓,一 鼓,鞨 鼓の桴等の舞

楽の楽器 や道具が描かれてい る。(fig.23a,23b)藤 島は舞

楽に一方 ならぬ知識があった ようである。〈胡蝶〉を知 って

いたに違いない。

 余談であるが,《蝶供 養帖》に陸治《群 芳冊》(静嘉 堂文庫

所 蔵)の 中 か らの 蝶 の 模 写(fig.24)が あ る101)。これ は,

1931年 岩崎家高輪邸で模写 した ものであ る。岩崎家 高輪邸

に,和 田英作による壁画を施 した舞踏室があることを,藤

島 は熟知 していたはずである。 どのような気持で,藤 島 は

その模写 を行ったのだ ろうか。



fig.23藤 島《舞楽 図》所在不 明

fig．23a《画稿集》ブリヂストン美術館

fig.23b《 画 稿 集 》

fig.24《 蝶供養帖》

 《天平 の面影》《諧音》「豊機雲」や《蝶》には明らかに雅楽の

影響が見 られる。対幅 となるはずであ った《天平 の面影》

「豊機雲」や《諧音》は古代 の雅楽の楽器が重要なモチーフに

なっている。藤 島がモチーフに使用 した古代の楽器 は,平

安時代の雅楽の楽制 の改革 で使 用 しな くなった楽 器であ

り,箜 篌 は正倉院 に2丁 分の残欠 しか残っていない。明治

時代 になって正倉院御物整理掛 によ り復元,模 造 されたも

の を,藤 島はモチー フとしたのであった。今 日,そ の模造

の箜篌 は正倉 院御物の箜篌残欠の参考品 として展示され る

だ けで あ り,そ れ を研究のテーマにする ことはあるまい。

正倉院御物整理掛の資料は全てな くなった という。その資

料の発見 を期待 したい。それ により,藤 島が《天平の面影》

を構 想 した,そ の動機の一端が解明 され るので はなかろう

か。 また,《蝶》は雅楽の曲〈胡蝶〉から想 を得 て制作された

もの と思われる。 これ らは東宮御所 を密かに想定 し制作 さ

れた装飾画 といえるのではなかろ うか。一子相伝の遠 い過

去か ら,明 治の時代 も現在 において も,雅 楽 は天皇家 の式

楽であ る。「天皇制 を標榜す る近代 国家 日本 に とって、宮

廷建築 を飾る ことは、国家の表貌 を飾 る」こ とであ るとい

う102)。藤島の装飾画制作へ の意欲 の根底 には,こ の よう

な国家主義 を背景 としたモニ ュメ ンタルな構想画を制作 し

たい という意欲が あったので はなかろうか。病床の藤島 を

尋ねた内田巌 は「最後迄矢張 りシャヴ ァンヌ と會 はなか っ

た事 とは關な く装飾畫 『精神思想 の持 つモニュマンタルな

偉大な構想畫』作成の希望を捨てなか ったのだらう」と述べ

ている103)。藤島 は西洋の正統な アカデ ミズムの作画法 に

よ り,日 本的なテーマで,そ の建造物 にふ さわしい表象性
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をもたせた装飾画 を制作 したい と希望 していたので はあろ

う。 しか し,残 念な ことに,当 時藤島のこの ような構想に

よる装飾画 は実現で きなかった。また,「 日露戦争 の勝利

の証 しとして、世界最大の天皇家の駅 として宮城 に向 きあ

って構 え られ た国家の表玄関」東京駅の開口部 のアーチを

縁取 るアール・ヌーヴォー風の崩 しについて,「町の建築 の

作法で あり、絶対主義 国家の大礼服仕立 て」104)はない とい

う指摘がある。藤島の『明星』の装幀に見 られるような,世

紀末芸術アール ・ヌーヴォーの影響 もグラフィック.デ ザ

イン とい うところでのみ指摘できるのである。

 青木繁 の没後,遺 作展 開催 を機 に上梓 された『青木繁畫

集』に掲載 された追悼 文の中で,画 家正 宗得三郎 は青木 に

「壁畫 を描かせ なか った事が最 も遺憾 であ り、かつ 日本 の

大なる損失である」と記 している105)。また,後 年,明 治絵

画館の壁画を制作する画家の人選がなされていた頃,岸 田

劉生 は『日記』に,黒 田清輝 より連絡があ り,こ れ は明治絵

画館の壁画の件 と,喜 んで出掛 けたが,別 の用件であった

のでが っか りした と記 してい る106)。画家 に とって,大 画

面 のモニ ュメンタルな構想画の制作は魅力ある仕事あった

に違 いない。先に述べた ように洋画家 による装飾画制作 は

大正天皇の東宮御所,現 在の迎賓館 の造営に深 く関わって

いる。明治浪漫主義 と言われる時代 に造営 されてお り,あ

る意 味で,そ の根底 をな して いた もの と思われ る。そ し

て,日 本近代美術 の行 く末を決定 した もの といえな くはな

い。 ここであえて省 いたが,昭 和になってか らも,大 画面

に よるモニ ュメンタルに装飾 画 は制作 され ている。例 え

ば,藤 島武二,和 田英作による皇居吹上御苑 内にある花陰

亭の壁画,岡 田三郎助 よる満州国政務庁舎の壁画,青 山熊

治 による九州帝国大学工学部会議室の壁画,辻 永に よる帝

都高速度交通営団浅草駅の壁画な ど。国会議事堂に も壁画

が施 されている。藤田嗣治 も壁画を制作 している。坂本繁

二郎 は石橋正二郎 の依頼によ り,石 橋が建造 し,寄 贈 した

久留米工兵第十八大隊 の三勇士記念館 の壁 画を手掛 けた。

装飾画制作 も時代が下がるに連れ,芸 術家の自由な発想 に

よるものではな くなる。藤 島は戦争画 を描いていないとい

う。 しか し,昭 和天皇の大礼記念 として委嘱 され,内 蒙古

の砂漠で想 を得た《旭 日照六合》は,藤 島が意図 した もので

あるか分か らないが,日 本 の帝国主義 による国土拡張政策

を表象 した もの となっている。 また,朝 鮮総督府庁舎,満

州国政務庁舎,台 湾総督庁舎に,そ れぞれ植民地政策 を表

象 している壁 画が施 された。この ようなモニュメンタルな

構想画の延長線上 に戦争画の制作 を考察 しなければならな

いだ ろう。「明治美術 においては,少 し皮肉な言い方をす

れば、芸術的課題 と国家的課題 とが実 にみごとに応諾 し合

っている。明治美術のなか には、日本の近代 における美術

の有 りとあらゆる問題の根源が埋 もれているようにさえ思
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われ る」107)と,菊畑茂久馬が鋭 く指摘 している。

 明治浪漫主義の時代の表層 を華やか に彩った ものの一つ

に西洋 の世紀末芸術,象 徴主義の受容がある。

 内田が,ま た,石 井柏亭が ピュヴィス ・ド ・シャヴァン

ヌの影響 を指摘 している。藤島はシャヴァンヌの手掛 けた

壁画の,画 集か らの敷写 をしている。《天平 の面影》,《蝶》

はシャヴァンヌの手掛けた壁画のように平面的に描かれて

い る。藤島は,シ ャヴ ァンヌやラファエル前派な どの象徴

主義の影響 を少 なか らず受 けている。 フランス美術 は別に

して,象 徴主義の受容で重要な ことは,『太陽』や『帝 国文

学』に掲載 された,姉 崎正 治によ り留学先のキール,ベ ル

リン,ラ イプツィヒ,ロ ン ドンよ り送 られてきた論文であ

る。 リヒャル ト ・ヴ ァーグナーのオペ ラ,ラ ファエル前派

を紹介 し,そ れをとお して表象主義(象徴主義)を 日本へ紹

介 したのだ 。帰国後最初の東京帝国大学での講義が神秘主

義であ り,哲 学の新傾 向示 した表象主義論 『復活 の曙光』を

上梓。当時の音楽,文 学,そ して美術に大 きな影響 を与え

ている。《天平の面影》《諧音》《蝶》に見 られる西洋音楽の影

響 や,《蝶》《夕》《朝》《女の 肖像》に見 られるラフ ァエル前派

の影響 は,姉 崎正治の表象主義論の影響 とみ られる。姉崎

正 治の全集は自選によるものである。姉崎の全集が出版 さ

れ,再 評価が なされることを期待 したい。
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「藤 島 武 二《天 平 の 面影 》《譜音 》《蝶 》に
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な った 方 々,各 機 関 に御 礼 申上 げ る。

藤島武二《天平の面影》《階調》そして《蝶》に表象された雅楽と西洋音楽(4)―― 装飾画をめぐって 59
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ブ リューゲルの球体世界 をめ ぐって

吉城寺尚子

 ピーテル・ブリュー ゲルの《人間嫌 い》(ナポ リ,カ ポディ

モンテ国立美術館)(fig．1)と呼ばれる作 品は,円 形の画面

に平地の風景が広が り,そ の中を頭 巾 とマ ン トで身 を包 ん

だ白髯の老人が左 に向か って歩んでゆ くところを描いてい

る。 ところが,そ の老人 は紐で腰に下 げた財布 を透明球 に

包 まれた奇妙な人物 に切 り取 られ ようとしてお り,し かも

老人の行 く手 には,そ の歩みを阻む ように鋭 い鉄菱がばら

まかれている。 この老人 について は,遁 世 しようとしなが

ら服の下に財産 を隠し持つ守銭奴あるいは偽善者である と

いう解釈,ま た,そ れ に対 し,世 間の策謀を無視す ること

がで きる と信 じている愚か者であ るとい う反論1)がなされ

てきた。画面 の下部 には「この世 が不実だか ら,私 は喪 に

服す」 Om dat de werelt is soe ongetru/Daer om gha ic

in den ruと い う銘文 が書 き込 まれてい る。 この銘文 は後

の時代に書 き加え られた ものだが,作 品の主題 を端的に述

べ てい る2)。

が一 層 あ か ら さ まに表 現 され てい る。 この 版 画 に も銘文 が

書 き込 まれ て お り,画 面 の 中 に は フ ラ ンス 語 で 「私 は喪 服

を着 る,こ ん な に 多 くの欺 瞞 に満 ちあ ふ れ る世 界 を見 て」

Je porte dueil voyant le monde,/Qui en tant de fraudes

abonde,画 面 の周 囲 に は フ ラ ン ドル語 で 「世 界 が不 実 な の

で彼 は喪 服 を着 る,大 抵 の人 々 は訳 も何 もな くふ る ま う。

今 や生 き るべ きで あ る よ う に生 きる もの はほ とん どい な

い。 人 々 は 盗 み,掴 み,誰 もが 欺 瞞 だ ら け で あ る。」De

sulck draecht rou//om dat de weerelt is onghetrou, Die

meeste ghebruijcken minst recnt en reden, Weijnich

leefter nou//also hij leuen sou, Men rooft men treckt

elck steeckt vol gheueijsde seden.と あ る3)。

 《人 間 嫌 い》の 老人 に つい て は,前 述 した よ うに さ まざ ま

に 解 釈 され て い るが,一 方 「球 体 人 間 」の 表 し て い る も の

が,銘 文 の言 葉 を借 りれ ば「不 実 な この世 」,す なわ ち 悪意

に満 ちた世 界 で あ る こ とはは っ き り して い る。財 布 を盗 も

う として い る彼 が 身 に ま とっ て い る透 明球 はT字 型 にバ ン

ドが か け られ,頂 き に は十 字 架 が付 い た 十 字 架 付 き宝 珠

Reichsapfelの 形 を して い る か らで あ る。 この 形 が 「世 界 」

の 象徴 で あ る とい う約 束 事 に は既 に長 い伝 統 が あ り,ブ リ

ューゲ ル 自身 も《ネ ー デル ラ ン トの諺 》で しば しば それ を利

用 してい るo

 《ネー デ ル ラ ン トの諺 》には十 字 架 付 き宝 珠 が4か 所 に描

か れ て い る。前 景 の最 も大 きな もの は《人 間 嫌 い》の もの と

同 じよ う に透 明 球 で,人 間 が上 半 身 をそ の中 に入 れて い る

(fig.2)。 これ は「出世 しよ う とす るな ら,身 をか が め ね ば

fig.1ピ ーテル・ブリューゲル《人間嫌 い》1568年,ナ ポリ,カポディモン

   テ美術館

 この《人間嫌い》とほぼ同 じ構図の版画が,〈 フラン ドル

の12の 諺〉という連作 の一枚《浮世 に してや られた人間嫌

い》としてヤ ン ・ウ ィー リクス による彫版 で制 作 された。

《人 間嫌い》の老人 は,こ こでは頭 巾ですっか り顔 を隠 して

いて老人 であるか どうか もわか らない。この人物が透明球

に包 まれた「球体人間」に財布を盗 られ ようとしているとい

う図像 は絵画作品の《人間嫌い》と同じだが,版 画作品のほ

うは,鉄 菱が消 えたかわ りに,背 景 に強盗 に襲われ る馬車

と死体のぶ ら下が った絞首台が描かれ,世 間 を渡 る困難さ

fig.2ピ ーテル・ブリューゲル《ネーデルラントの諺》(部分)1559年,ベ

   ルリン,国立美術館
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な らぬ 」Men moet zich krommen, Wil men door de we-

reld komenと い う諺 の 図 像化 で あ る4)。 そ のす ぐそ ば で は

貴 族 の よ う な身 な りを した若 い男 が 「親 指 の 上 で世 界 を ま

わ し」Hij laat de wereld op zijn duim draaienて い る。画

面 左 側 の 家 に は十 字 架 付 き宝 珠 が 逆 さ に と りつ け られ,

「倒 錯 した 世 界 」De verkeerde wereldを 表 し て い る
。 ま

た,こ の球 の上 に 開 く小 窓 か ら男 が お 尻 を突 き出 して お

り,「 全 世 界 を穢 す 」Hij beschijt de gehele wereldと い う

諺 を も表 して い る。 親指 の 上 で地 球 を まわ して い る男 の 少

し奥 で は,僧 服 の 男 が 玉座 につ いた キ リス トに白 いつ けひ

げ を 付 け て い る。 こ れ は「神 に 亜 麻 の 髭 を つ け る」Gode

enen vlassenen baert makenと い う諺 を表 して い る。 こ こ

で キ リス トが左 手 に持 っ た十 字架 付 き宝珠 だ けは,諺 の 意

味 を直 接 表 す もので はな い。 十字 架 付 き宝珠 を持 ち,祝 福

の 身振 りをす るキ リス トは救 世 主Salvator mundiを 表 し,

この キ リス ト像 全 体 で諺 の 「神 」とい う部 分 を表 して い るの

で あ る5)。

 「世 界」を球 の形で表す伝統 は古 くよ り存在 していた6)。

円盤形の大地に半球形の天 を被せた世界像は,バ ビロニア

の宇宙観 を受 け継 いだ古代 ギ リシャですでにヘ シオ ドスの

時代に見 られたが,中 心に「地球」がある完全な球形の世界

スファイラσψαιραは,ミ レ トス学派のアナクシマン ドロ

ス(紀元前610年 頃-前546年 頃)の 学説 に初めて現れた。 ま

た,紀 元前6世 紀末 のイオニア哲学において,天 は巨大 な

宇宙神で,そ の息は空気,血 は水,皮 膚 は天空 の穹窿であ

る とい うように,世 界 はミクロコスモスである人間の身体

に対応す る部分 を持 つ とされた7)。天の理想的な形 として

の球体 に言及 したの はギ リシャの七賢人の一人 タレス(紀

元 前580年 頃活躍)と され ている。 ナポ リの国立美 術館 に

は,球 体 を杖で指 し示 し,そ の形 と意味 を説明するタレス

が他 の賢人 たち とともに描か れたモザイ クが残 され てい

る8)。彼 に帰せ られた7つ の質問 と答 えの うち二つは次 の

とお りである。誰が最 も古いか?―― 神 である。なぜな ら

神 には始 め も終わ りもないか らである。(そ れゆ え神 は球

体 と考 えられ,後 にエンペ ドクレスに よって,ス ファイロ

スσψαιρoζと名付 けられた。)何が最 も美しいか?―― 宇宙

κοσμoζである。なぜ ならス ファイ ラは最 も完全 で自明の

形だか らである9)。クニ ドスのエ ウ ドクソス(紀元前400年

頃－前347年 頃)は地球を中心 とする同心天球の仮説 を初め

てたて,黄 道 十二獣帯,子 午線 を想定 した。以上 のよ う

に,世 界が球形 をしているとい う認識 は,自 然観察の結果

である と同時に,完 全無欠な形である球形 は世界の形態 に

ふ さわしい という考 え方が反映 している。

 「地球」が球形 をしていることについてはすで にピタゴラ

ス教団や前述 のアナ クシマン ドロスが語 って いた。 しか

し,宇 宙 の中心に地球があ り,そ れを同心球状 の惑星天球

が何重に も包み,最 外殻には不動の天球が存在す るとい う

世界像 は,ア リス トテレスによって一般的認識 となった。

ア リス トテレスの宇宙論 は16,17世 紀 に打倒 されるまで完

全 に支配的で,そ れ と張 り合 う古代の宇宙論 はサモスのア

リスタル コス(紀元前310年 頃-前230年 頃)の唱えた太陽中

心説の ように知 られていなかったか,デ モクリ トスの原子

論 の よ うに論 駁 され るた めに言及 された に過 ぎな かっ

た10)。後世に大 きな影響力 を持つに至 ったのは,ア リス ト

テレスと基本 的に彼の哲学体系を受 け継いだプ トレマイオ

スによる地球 中心説である。地球が球形であるとい う認識

は,こ の ように古代の学者や教養人 にはあったのだが,一

般の人々に とっての世界orbis terrarumは,円 盤状の大地

を大洋が取 り巻 き,そ の上 を天の穹窿が覆 うとい うものだ

った11)。

 以上 のような古代の世界像 をふまえ,貨 幣などに刻 まれ

たローマ帝国の皇帝たちの肖像は,そ の力を示す様 々なア

トリビュー トとともに世界支配の象徴 としてのス ファイラ

あるいは地球を表す球体 を持 っている。初期 キ リス ト教時

代 にな ると,そ の球体 に十字架が付 けられるよ うになるo

コンスタ ンテ ィヌス大帝 を表 した銀製 メダイ ヨン(315年)

で は,皇 帝 は頭部 にXとPの モ ノグラム を付 け,球 と十字

架 のある王笏 を持 っている(fig.3)。この球 と十字 架 は後

に球の上 に十字架 の付いた形 とな り,キ リス ト教皇帝の図

像 に受け継がれる。 しか し,皇 帝が球 を持つのは,彼 が地

上での神 の代理者 であることを示 しているのであって,宇

宙 κοσμοζの真の支配者 はキリス ト教の神である と考 え ら

れ ていた。

fig.3コ ンスタンティヌス大 帝の銀製 メダイヨン,315年,ミ ュンヒェン,

   国立貨幣コレクション

 教父たちの時代 になると,キ リス ト教徒たちは もはや古

代 ギ リシャに由来 する宇宙観 を受 け入れ られな くなってい
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た。彼 らは再び ドーム状の天が覆 う円盤形の大地 とい う世

界 を考えていたので,い わゆる対蹠地 に人間が住んでいる

とい うテーゼ を習得で きなかった。だが,た とえ論駁 する

ためにせ よ,ラ クタンティウス(317年 以降没)や ア ウグス

ティヌスが対蹠地問題 をとり上げているとい うことは,少

な くともそれが議論 の対 象にな っていた ことを示 してい

る。 また,中 世科学史の立場か ら見れば,二,三 の著 しい

例外12)にもかかわ らず,ア リス トテレスの宇宙論 はキ リス

ト教の経典や神学 とも両立 しえた。 ク リス トファー ・コロ

ンブスのアメリカ発見以前 には,地 球 は平 らであると考 え

られていた という,今 日かな り流布 している誤解 とは反対

に,な んらかの影響力 を及 ぼした地球平面説 の信奉者 はひ

と りとしてラ テン西 欧で は知 られ てい なか ったの で あ

る13)。

 図像 の世界では,中 世 のこのよ うな宇宙観 を踏 まえ,世

界の表象 は球 としても円盤 として も現れ る。それが平面 に

描かれる場合 は どちらも円形あ るいは環 で表 され るので,

中世 にはどち らを意図 したともつかない図像や相互 に影響

し合 った図像 が現れ る。

 世界 を表す球体 に十字架が付いたとき,そ れ はキ リス ト

教のモチー フとな り,同 時 に具体 的な「宇宙 の形」を離れて

象徴 としての意味が一層強 まる。そして この十字架付 き宝

珠は,中 世以来特 にマエスタの神や キリス ト,天 地創造図

の創造主 とともに描かれる例が頻 出す る。 この十字架付 き

宝珠の球 にはT字 型 のバ ン ドが締 められてい るこ とが多

い。 これ はもともと地上 の世界 がアジア,ア フリカ,ヨ ー

ロッパの三大陸よ り構成 されている とい う世界観か ら来て

い る14)。セビ リャの イン ドール(636年 没)は 世界 を大洋 に

囲 まれた円盤形 の大地 として考えていた。円盤の中は古代

ローマの伝統 に従 って水の流れによって三つに分かれてい

る。T字 型の上の部分 はアジア,左 下 はヨーロ ッパ,右 下

はアフ リカで,ア ジア とヨーロッパ はタナイスTanais(現

在の ドン川),ア ジア とアフ リカはニルNilと 呼 ばれる川

で分 かれている。13世 紀 フランスの写本聖書 に描かれた創

造主(fig.4),12世 紀マース派の写本のア ウグス トゥス帝15)

な どが持つ「世界」はこの古 い世界観 に基づ き,T字 型 に三

分割 した 円盤 で表 され,そ れ ぞれ の区画 にアジ アAsia

(Asiam),ア フ リカAfrica(Affricam),ヨ ー ロ ッパEu-

ropa(Europam)と いう書 き込みがされている(13世 紀の聖

書の例 では更 に周 囲に「天」Celumと 書かれ ている)。世 界

の中心 にはエルサ レムが置かれ,東 は最上 の天の方角 とし

て上 に位置 し,従 って北 は左,南 は右に位置 していた。 こ

の図式 は地図学の発 達を追 う形で変化 してゆ く。観察 と測

量によ り,帆 船航海 に役立つボル トラノ と呼 ばれる海図が

13世紀 に製作 され,世 紀後半にはキリス ト教世界で もプ ト

レマイオスの地図学が復興 した。14世 紀末,パ ドヴァ大聖
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fig.4パ リ国 立 図 書 館 Ms.lat.15, f.4(部 分),13世 紀 前 半

fig.5ロ ー マ,バ チ カ ン使 徒 図 書 館　 Cod.Urb．　 Lat.l,f.7(部 分),

  1476-78年

堂の洗礼堂 にジュス ト ・デ ィ ・メナブオ イにより描かれた

フレス コ画 に は,現 実の地 形 に近 い世界地 図が現 れ る。

1476-78年 に制作 された ウルビノのフェデリコ ・ダ ・モン

テフ ェル トロ の聖 書の写本 挿絵(fig.5)に おいて初 めて,

当代の地 図学の認識 に対応 して北が上 とされた。

 ブリューゲルの球体人間の表す ものは,以 上のような図

像 の伝統を踏 まえた「世界」には違いない。だが,そ れは中

の人物の行為や画面に書 き込 まれた銘文 から明 らか なよう

に,宇 宙的な規模 の世界で はな く,む しろ俗世 とか世間 と

いう言葉で呼 びうる地上的な世界 を指 している。確か に十

字架付 き宝珠 は神やキ リス トとともに描かれ るばか りでは



なか った。11世 紀以来実物 として も残 されてい る これ ら

は,神 聖 ローマ皇帝や国王な ど世俗の君主に用い られ,現

世を支配する世俗的権威 の象徴 という意味 をも持たされて

きた。だが,ブ リューゲル に見 られるような十字架付 き宝

珠の用法はむ しろ「フラオ ・ヴェル ト」Frau Weltの 流れ を

汲んでい るように思われる。フラオ ・ヴェル トは悪徳 に満

ちた俗世の支配者 としての女性 の寓意像で,15世 紀の例で

は彼女 は鉤爪で球体 をつかむ鳥 の足の上に立ち,そ の足は

蛇 の頭 に噛みつかれている16)。16世紀末のネーデルラ ン ト

では,フ ラオ ・ヴェル トのア トリビュー トとして十字架付

き宝珠が使われた。「岐路 に立つヘ ラクレス」は徳 と愉楽の

間で どち らを選 ぶか決断 を迫 られるヘ ラクレスが主題 だ

が,ピ ーテル ・ポッテルの下絵 によるP.ノルペ彫版 の版 画

では,キ リス ト教的真実の敵対者 であ る「世界」Wereltは

飾 り立てた髪 にガラス球 を載せて いる。 この十字架付 き宝

珠 は常に頭上 に置かれ,し ばしば傾いている17)。

 《ネーデル ラン トの諺》に現れ る四つの十字架付 き宝珠 の

うちで も特 に「出世 しようとす るな ら,身 をかが めねばな

らぬ」の球体は,中 に人間が入 っている とい う点 でしばし

ば《人間嫌 い》の球体 と比較され るが,前 者の表 す「世界」は

や はり地上的な人間世界である。「親指 の上で世界 を回す」

「全世界 を穢す」「倒錯 した世界」の「世界」も同様で あろう
。

特 に「倒錯 した世界」は《ネーデルラン トの諺》全体の主題で

もある と考 えられ る。ブ リューゲルの《ネーデル ラン トの

諺》をもとに して制作 され たテオ ドール ・ハ レ とヨアンネ

ス ・ハレによる版画《ネーデル ラン トの諺》に も十字架付 き

宝珠が描かれ,テ オ ドール・ハ レの版画の余 白には「この絵

は青いマン トと名づ けられる。 しかし世の悪行 と呼称 した

方がよいか もしれない」と書かれている。 ヨアンネス・ハ レ

の版画 には,更 に「倒錯 した世界 の真のポー トレー ト」と書

かれている18)。

 「地 上的人間世界」の悪 い意味 を担 った十字架付 き宝 珠

は,ブ リューゲル以外に も16,17世 紀の例 をい くつ も指摘

で きる。ア ンハル トのサルム=サ ルム候 爵のコレクション

の1520年 頃の絵画で は,手 に長 い真 っ直 ぐな棒 を持 った若

い男がTバ ン ドと十字架の付 いた透明球の中へ,背 を丸め

て頭 を入れ ている(fig.6)。球体 の中 には絞首 台 と車輪 の

ある刑場の風景が広がっている。右側では無事に球体か ら

抜 け出た男が笑 っている。だが男の持つ棒 は曲が り,す っ

か り短 くなってしまっている。書 き込み は「確 かに私 は出

世 す るだ ろう」Met recht soudic gerne doer de werelt

commen;「 私は成功 するだろう。しか し私は身 をかが めね

ばならない」Ic bender doer maar ic moet crommenと あ

り,ブ リューゲルの《ネーデル ラン トの諺》の「出世 しよ う

とす るな ら,身 をかが めねば な らぬ」の先例 となって い

る19)。従ってここで も十字架付 き宝珠の意味 は,出 世 を望

fig.6《 確かに私は出世するだろう…》1520年頃,ア ンハルト,サルム=

   サルム候コレクション

fig.7《 乾 草 車 》(タピス リー)マ ドリッド,王 宮

むような人が身 をかが めて渡 るような世 の中であ り,し か

も悪意 と危険 に満ちた所であることは絞首台 と車輪 によっ

て一層明 らか となっている。

 マ ドリッド王宮の所蔵するタピス リーの一枚 はヒエ ロニ

ムス ・ボスの三連祭壇画《乾草車》とよく似た図だが,単 な

るコピーではな く,漫 然 と繰 り返 された人物は 一人 もいな

い(fig.7)。このタ ピス リーは模倣者 が祭壇 画《乾草 車》の

人物 を一つ一つ変えなが ら写した とい うよ り,ボ スによる

《乾草車》の失われた別の ヴァージョンを忠実に再現 した も

の と考 えられている20)。ここでは乾草車 の乾草 を奪い合 う

光景が巨大 な十字架付 き透明球 に包 まれ,透 明球 は波間に

怪物の漂 う海 に浮 いている。十字架付 きの球が,価 値の無

い もの を奪い合 う愚 かな人々で満 ちあふ れた「俗世」を表

し,従 ってそれが このタピス リーの主題 その もので あるこ

とは,誰 の目にも明 らかだったろう。そして,ヒ リス ・モ

スタール トに帰属され る,絵 画 による同図像のコピーが残
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されてい ることは,こ の主題が広 く人気を博 していた こと

を示 している。

 また,や はりボスの影響 を受 けて描かれた板絵《七 つの

大罪》(fig．8)の構 図 も,《乾草車》のタピス リー と同 じよ う

な,一 種の十字架付 き宝珠 を形成 している。 この作品 はボ

スの晩年 とほ とん ど同時代(1510-1520年 頃),お そらくフ

ラン ドルの画家 によって描かれた もの と思われ21),ボ スの

初期 作品 とされ ているいわゆ るテー ブル板《七 つの大罪》

(プラ ド美術館)の モチー フを使 って構成 されている。例 え

ば「淫欲」は高 い岩の上の,小 卓の あるテン トの前で地面に

座 る男女のカップルで表 され,「憤怒」は怒 りの表情で剣を

抜 いた男 とそれを止め ようとしている女で表 され ている

が,こ れ らはそれぞれテーブル板《七つの大罪》のモチーフ

を簡略化 した ものであ る。鏡 を見 る女性で「傲慢」を表 し,

枕 に寄 りかか って眠 る人で「怠惰」を表 すの はボスに限った

表現ではないが,「傲慢」の女性の傍 らにある櫃 はやは りテ

ーブル板 に由来 している22)
。だが興味深 いの は,七 つの大

罪の情景全体が,殻 の破れた巨大な 一つの球体 に包 まれて

いることである。球体 は岩に据 えられ,そ の周囲では魔物

と地獄落 ちした人間が蠢いている。一方球体 の上部はゴル

ゴタの丘 となってキ リス トの磔刑 を戴 いている。頂上に磔

刑像 を置 くことによって,こ の球体 は巨大な十字架付 き宝

珠 となってい るのである。そして罪深 いこの世 を包み込 ん

だ十字架付 き宝珠 とい う構想 は,前 述の《確 かに私 は出世

す るだ ろう……》や《乾草車》のタピス リー と同 じもので あ

る。

 ブ リューゲルの《人 間嫌 い》の翌年,す なわち1569年 にヤ

ン・フ ェルベ ー クによ って描 かれた彩 色 されたペ ン素描

(fig.9)も,構 図の中心 は旗 の付いた十字架 を戴 いた透 明

球 である。球体 は真 ん中に川が流 れる風景の中 に置かれて

いる。川で二分 された左側 の遠景 には教会 と家々が見 え,

勤勉 な人々が穀物 を収穫 している。右側 には小さ く絞首台

と車輪が見 え,人 々は争 っている。前景 の球体か らは,仕

事 の道具を手 にした勤勉な人 々の一団が左側の豊かな風景

の中へ進 み出ている。絵 を手にした一人 の画家 も,こ の集

団に混 じって球体か ら出 ようとしている。 一方右側か らは

道具 を投 げ出 し,食 べ物 を口に運ぶばか りの怠惰 な人々や

fig.9ヤ ン・フェル ベ ー ク,彩 色 ペ ン素 描,1569年,ロ ンドン,大 英 博 物

  館

喧嘩をす る乱暴者が転が り込んでいる。 この図の意味 する

ところは,球 体か ら出 てい くような勤勉 で有能 な人々は,

神の御心 にかな う者 として,時 間を浪費 し地位 を失 うよう

な怠惰 な人々か ら分かたれているということである23)。勤

勉で有能 な者が どんどん球体か ら出てゆき,怠 け者 と乱暴

者が入 り続 ければ,い ずれ この十字架付 き透明球の中は怠

け者 と乱暴者ばか りで一杯 の「世界」になって しまうであろ

う。

fig.8《 七 つの 大 罪 》1510-20年 頃,グ リー ン ヴィル,ボ ブ ・ジ ョー ンズ

   大 学

 天球 あるい は地球 を表す球体は また,当 然のことなが ら

「天文学」のア トリビュー トとして も描かれ る。 ブリューゲ

ルの素描《節制》(版画連作〈七 つの美徳〉の一枚《節制》の た

めの下絵)に は,七 自由学芸の一 つ として「天文学」が描か

れているが,そ れは地球を表す巨大 な球体 と,そ の上 でコ

ンパ スを手 にして測定 をして いる天文学者 で表 されて い

る。 また「天文学」を表すムーサの「ウラニア」を始 め,球 を

ア トリビュー トとする寓意像 はい くつか指摘で きるが24),

それ らの球 は主 として彼 らの力が世界中 に及ぶことを示 し

てい る。す なわち彼 らの球はや はり「世界」を表 しているの
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である。 しか し「運命」Fortunaの ア トリビュー トとしての

球体 は,も ともと世界や地球 を表す球ではな く,転 が りや

すいとい う球の性質 に由来 してい る。

 「運命」を表す図像 には大 きく分 けて二 つの系統 が あっ

た。.「運命の輪」と「球体 に乗 る女 性像」である25)。「運命 の

輪」はすでに古代の文献 にも現れ,特 にボエティウス(475/

480年 頃-524/525年 頃)は 『哲学の慰め』の中で何度 も語 っ

てお り,後 には『薔薇物語』や『神曲』の中にも現れ る。図像

的には12世紀 より,ロ マネスク教会 の薔薇窓を車輪に見立

て,周 囲に人 物像――運 命の輪 を昇る人,昇 りつ めた人,

落 ちゆく人,落 ち きって横 たわ る人―― を配 した例が現れ

る。14世 紀以降 は人物 を配 した車輪の図が数々の写本や版

画 に現れ,し ばしばその輪は運命の女性寓意像が回転させ

ている。彼女があてにならないことを示すために,目 隠 し

をした り二つの顔 を持 っている場合 もある。

 球体に乗 る女性 の姿 をした「運命」の方 は12世紀の ドイツ

の写本挿絵 に残 る唯一の例外26)を除いて,ル ネサンス期 に

現れ る。北方ではデュー ラーの版画,そ こか ら大いに触発

された「1515年の画家」による版画《運命》,同 じくデューラ

ーの影響 を思わせ るヴォルフ・フーバーの素描《運命》(fig.

10)な どが挙 げられよう。デュー ラー とヴォルフ ・フーバー

の女性像 は有翼でカップ を手 にし,更 にデ ューラーの図は

馬勒,フ ーバーの図は帯状 の布 を持っている ことか ら,あ

るい は復讐 と懲罰 の女神ネメシス を描 いた ものとも解され

よう。だが,1522年 にエラスムスの編集 した新約聖書の標

題ページ となり,翌1523年 にはス トラボンの地理書に も使

われ たホルバイ ンの版 画(fig.11)には,球 体 に乗った有翼

fig.11ハ ンス・ホルバイン(子),ス トラボンの地理 書(バ ーゼル,1523

   年)の 表紙(木 版画)

fig・12シ ャル ル ・ド・プ ー ル の 『知 恵 の 書 』(パ リ,1510年)の 挿 絵(木

   版 画),ロ ー マ,V.エ マ ヌエ レ2世 図 書 館,68.2.E・15

fig.10ヴ ォル フ・フー バ ー《運 命 》1518年,バ イ ヨンヌ,ボ ナ 美 術 館

の女 性 像 が,前 二 者 と全 く同 じよ うに 馬勒 とカ ップ を持 っ

て い るが,「 運 命 」FORTVNAと 明 記 され て い る。

 1510年 にパ リで発 行 され た シ ャル ル ・ド ・プー ルの 『知 恵

の書 』で は,「 運 命 」と「知 恵」の寓 意 像 が 対 比 的 に描 か れ て

い る(fig.12)。 「知 恵 」Sapientiaは 堅 固 な四 角 い台 に座 り,

「知 恵 の 鏡 」を見 て い る の に対 し
,「 運命 」は 目隠 しを して 球

に座 り,「 運 命 の 輪 」を手 に して い る。 しか も球 は シ ー ソー
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の ような不安定 な板の上 に置かれ,「運命の丸い座」Sedes

Fortun(a)e rotv(n)daと 書 かれて,転 が りやすい球 の性質

が強調されている。

 「運命」の球ではないが,球 体の不安定な性質 を表 してい

る,ハ ンス ・バ ル ドゥング ・グリーンの奇妙 な素描が ある

(fig.13)。小 さな球 を履物の ように足 に くくりつけ,杖 を

使 って危 なげに歩 く裸体の女性像 で,ヴ ァン ・マルルによ

れ ば,「人生」の寓意である という27)。人生の寓意 を表す図

像の中には,足 に車輪 を付 け,天 秤 を手 にした若い男が別

の人物か ら月桂冠を被せて もらうという形があ り,バ ル ド

ゥングの素描 はその系譜 に連 なるもの と考え られている。

このバル ドゥングの球 も「運命」のア トリビュー トの球 とき

わめて近 い意味 を持つ ものであろう。

fig.13ハ ンス・バルドゥング・グリー ン《球に乗 る裸 体女性像》1514年,

   ウィーン,アルベルティーナ素描版画館

 ブ リューゲルの作品に現れる十字架付 き宝珠は,「運命」

の球 の転が りやすい,す なわち変わ りやす くてあてにな ら

ない という意味 をも示唆 している。《ネーデル ラントの諺》

の「世界」とい う言葉 を表す三 つの十字 架付 き宝珠 は どれ

も,傾 いた り逆 さになった り,く る くる回っていた りす

る。素描《誰で も》(大英博物館)の 中で,中 央の「誰 でも」す

なわち「エルク」Elckは地面 に転 がって いる十字架付 き宝

珠 を跨 いでいるが,こ れ も「フラオ ・ヴ ェル ト」の傾 いた十

字架付 き宝珠や「運命」の転が る球 と同 じ仲間である28)。と

すれば,テ ンペラ画《人間嫌い》の十字架付 き宝珠 も意 図的

に傾けて描かれた もの と考 えて よいであろう。だが,版 画

《浮世に してや られた人間嫌 い》の十字架付 き宝珠 は直立 し
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て描かれてい る。 この版画連作はブ リューゲルの素描 に基

づいているとい う形跡がな く,ブ リューゲルの構図に想 を

得たヤン ・ウィー リクスの発案による図像であ り得る。 テ

ンペ ラ画《人間嫌い》が版画《浮世 にしてやられた人間嫌い》

の直接の ソースであった とすれば,彫 版師ヤ ン ・ウィー リ

クスはもとの図の十字架付 き宝珠の傾 きの意図を汲み取 れ

なか った ということになろう。

 《人間嫌 い》の球体人 間は転が りやすい ばか りではな く,

壊 れやすいガラス球に も見 える。 この球体人間はヴァニタ

スの概念 と関係づ けて論 じられることが多 いが29),こ のガ

ラス球 に,17世 紀オランダ静物画のガラス器や しゃぼん玉

の ようなヴ ァニタスVanitasの 意 味 を見 てよいだろ うか。

ヴ ァニ タスの静物画においては,そ こに集 められたモチー

フ全体の表す意味 は明白だが,逆 に,そ こに描かれた個々

のモチー フが別の文脈 で現れた場合,ヴ ァニ タス という特

殊 な意味 を持 ってい るかどうかの判断 は難 しい。だが,前

述の素描《誰で も》の中で地面に転が された十字架付 き宝珠

にはひびがはいってお り,こ の場合 は明 らかにこの球が脆

く壊れや すい材質 でで きている ことを示 している。版 画

《誰で も》の彫版師(ピ ーテル ・ファン ・デル ・ヘイデン とさ

れ る)は このひびを省略 してお り,こ こで も彫版師 はブ リ

ューゲルの素描の細部 の意 図 を充分 には汲 み取 っていな

い。

 1620年 にブレスラウで制作 された記念帳の細密画に は,

車輪の上 に載せ られた透明球 に右か ら入 り込 もうとす る若

い男 と左へ出 ようとす る老人 とが描かれている30)。着飾っ

た若者の側には葉の繁 った木があ り,砂 時計 を持 った老人

の側 には枯れ木があ り,し か も老人 の行 く手には墓穴が口

を開けてい る。この図の個々のモチーフはどれ も,人 生に

おけ る時の移 ろいやすさを指 している。《確か に私は出世

す るだろ う……》は,入 る男 と出て きた男の年齢 に これほ

どの違 いは見 られな いが,手 に持つ棒 の様子がすっか り変

わ って しまっていた。記 念帳の細密 画 とよ く似た構 図の

《確 かに私 は出世 す るだ ろう……》は,銘 文の性格 か らは

《ネーデルラン トの諺》の「出世 しようとす るな ら,身 をか

がめねばな らぬ」につなが り,図 像 か らは記念帳 の細 密画

につなが っている。

 透明球の中に人体 が包 まれているという《人間嫌 い》の球

体人間の形態 に注 目すれ ば,聖 クリス トフォルスの図像 の

中に共通のモチー フを見出す ことがで きる。 『黄金伝説』に

よれば,ク リス トフォルス はこの世で一番強い王 に仕 えよ

うと思い立ち,あ る隠修士 に教 えられ,川 で人々をかつい

で向こう岸に渡す仕事 をしながらキリス トを待つ。 その彼

の もとに子供 の姿 をしたキリス トが現れ,川 を渡 して くれ

るように頼む。 ところが川 に入るにつれ,肩 に乗せ た子供



は鉛のように重 くなり,ク リス トフォルスは溺れるか と思

いなが らもやっ との ことで川 を渡 りきる。「『ほん とうに危

ない ところだった。子供 の くせに,な んて重 いんだ。世界

をまるごと肩 にのせて も,こ うまで重 くはなか ったろう』

す ると,そ の子供 は言った。 『お どろ くことはありませ ん,

クリス トポルス。 あなたは,世 界 はもとより,こ の世界 を

創造 した者 をも肩にのせたのです〔……〕」31)。この逸話か

ら,キ リス トをかつ いで川を渡 る聖 クリス トフォルスを描

くときは,幼 児キ リス トは十字架付 き宝珠を持 った姿で表

され る。 だが,キ リス トの重 さは世界の重さだ った という

ことをよ り直接的に表すように,キ リス トが世界 を表す球

に包 まれ,ク リス トフォルスがその球 をかつ ぐとい う図像

が,16世 紀の作品の中 にい くつか見 出される。

 例 えば16世 紀初頭 に北ネーデルラン トで制作 された と思

われ る《聖ア ン トニウスの誘惑》の板絵32)には,画 面左側 に

川 を渡る聖 クリス トフォルスが描 かれている。聖者が担 っ

てい るのは透明球 に包 まれた幼児キ リス トである。 この作

品の聖ク リス トフォルスの部分 とほ とんど全 く同 じ図像の

板絵(fig.14)が あ り,《聖 アン トニ ウスの誘惑》あ るい はそ

の手本 となった別の作品のコピー と思われる。 ヴィンター

トゥールのラインハル ト・コレクシ ョンにある《聖 クリス ト

フォル ス》は16世 紀中頃近 くの制作 と考 え られるが,や は

り透明球 に包 まれたキリス トを背負っている。ヤ ン ・デ ・

コックの板絵 に基づ く銅版画(fig.15)で は,キ リス トは透

明球の中に入 っていないが,大 きな球の上に立 った十字架

につか まってお り,ク リス トフォルスはほ とんどその球の

重 さにひしがれているように見える。1560年 頃南 ドイツで

fig.15《 聖クリストフォルス》(ヤン・ウェレンス・デ・コックの板絵 に基づ

   く銅版画)

fig．16《聖クリストフォルス》1560年頃,バ ーゼル美術館

fig.14《 聖 クリス トフォル ス》1510-20年 頃,マ ドリッド,個 人 蔵

制作 された《聖 ク リス トフォル ス》(fig.16)のキ リス トは,

ス ファイラを表す透明球に包 まれている。

 世界 を担 う,と いう逸話 はギ リシア神話のア トラスにも

見 られ る。図像化 された有名な例 は古代彫刻 の《ファルネ

ーゼのア トラス》(ナポ リ,国 立美術館)で,16世 紀初 頭 に

ローマで発掘された。その影響下 に,例 えば「ローマ劫掠」

の年(1527年)に 印刷 された『運命の勝利』の表紙 には,教 皇

クレメンス7世 の乗 るスファイラをかつ ぐア トラスが現れ

る。 このスファイラには しばしば「運命の輪」にも見 られる

ようなハ ン ドルが付いていて,「 美徳」と「享楽」の両側 から

回 されている。
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 世界を表す球体 はまた,船 に載 せ られ ることもあ る。前

述の《乾草車》のタピス リーでは,巨 大 な十字架付 き宝珠 に

ほとん ど押 しつぶされそ うになった小舟が,左 下 に小 さ く

描 かれてい る。また,ボ スの模倣者 たちの描 いた一連 の

《聖 クリス トフォルス》の中には,聖 者の立つ川 に,い わ ゆ

るボス的な怪物 たちに混 じって装飾のついた球体 を載せた

船が浮いてい る作品が多数存在する33)。ブリューゲルの素

描《憤怒》(版画連 作〈七つ の大罪〉の一 枚《憤 怒》(fig.17)の

た めの下絵)も,明 らかにボスの怪物 モチーフを真似て構

成 された作品だが,そ こでも遠景 には二つの樽の上 に載 っ

た船が,破 れた球体 を積 んでいる。球体の頂 きか らは宝珠

の十字架 を暗示するよ うにマ ス トが突 き出ている。だが,

もっと目立つ例 は《悪女フ リー ト》の中に見出される。

球体 と同 じ範 疇に属 していることは容易に見て取れ るであ

ろう。

fig.18ピ ー テ ル ・ブ リュー ゲル 《悪 女 フリー ト》(部 分)1562年,ア ン トウ

   ェル ペ ン,マ イヤ ー ・ヴァン・デ ン・ベ ル フ美 術 館

註

fig.17ピ ーテル・ブリューゲル《憤 怒》(銅版画,部 分)1558年

 《悪女 フリー ト》の中景 ほぼ中央 には,背 を丸めて船 をか

つ ぎ,し ゃもじで尻か らお金 をかき出 している怪物がい る

(fig.18)。船 には透 明球が載 り,球 の中では小さな怪物 た

ちが皿の上のロース トチキンを取 り合 っている。 これが船

の上 の球,球 をかつ ぐア トラスやクリス トフォルスの連想

か ら生 み出 されたイメージな ら,15世 紀に「阿呆船」のイメ

ージが出来上が って以来
,阿 呆船 に満載 して描かれた人々

と同じ く,阿 呆船に積 まれた球 もまた,阿 呆者の世界 とい

うことになろ う34)。図像 はむ しろ滑稽でさえあるが,画 面

には七つの大罪のモチー フが集大成 され,透 明球の中のロ

ース トチキン も「大食」を表すモ チー フで ある とす れば35)
,
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美術品貸 出の制 限につ いて

 ブリヂス トン美術館,石 橋美術館 の両館では近年,所

蔵す る美術品の館外への貸 出が激増 しました。石橋財 団

及 び両美術館 はこの事態を憂慮 し,貸 出 に関 してあ らた

に以下に記す制限を設 けました。 これ は次のような基本

的 な考え方 に基づいてお ります。

 美術 品は人類共有の財産 であり,所 有者はその保全 に

ついて責任 を持 ち,後 世にこれを伝 えな ければなりませ

ん。

 また,両美術館 は常設美術館 という性格 を持 ってお り,

重要作品の貸出によって来館者を失望 させてはな りませ

ん。

 展覧会活動がきわめて重要な文化事業 となってお りま

す今 日,あ えてこの ような美術 品貸出の制限を設けまし

たのは,あ くまで も公共 のためを考 える財 団及び両美術

館の意図の結果であ ります ことについて,関 係各位か ら

の御理解 を賜 りた く存 じます。

                  1991年9月

規程1-5 美術品管理規程(抜 粋)

第5条(貸 出およびその制限)

第1項(貸 出)

 美術品は,そ の使用目的が公 の性格 を持 ち,公 共の美

術振興 に寄与す るもの と認め られ る場合 に限 り,両 美術

館 の業務に支障のない範囲において,ま た第5条 第2項

で定 める制限お よび別表1に 定 めるガイ ドラインの制限

のもとに貸出す ことが ある。

 貸出は,美 術品貸 出規程に定め る手続 きをへて,職 務

権限規程 により理事長 または館長が決定す る。

第2項(貸 出の制限)

 美術 品の貸出について以下の制限を設 ける。

 ただ し,以 下の制限 は両美術館 の活動のため,あ るい

は国際交流等のため,理 事長が特 に必要 と認 めた場合 は

この限 りではない。

 (1)公 私立美術館及び これ に準ず る機関団体以外 には

  貸出 さない。

 (2)当 該美術品の前回の貸出の返却か ら12ヶ月以 内は

  貸出 さない。

(3)貸 出期間 は3ヶ 月を超 える事がで きないo

 (4)別 表2に 定める重要な美術品は貸 出さない。

(別表1)

石橋財団美術品貸出のためのガイ ドライン

美術品の貸出には,原 則 として下記 の条件が満 たされな

ければならない。

l・ 美術品保全上 の条件

(1)当 該作品の状態が良好であ り,輸 送.展 示 に耐 え

 る こと。パ ステル,木 炭デ ッサン,及 び これに類す

 る もの は貸 出さない。

(2)会 期中及 び展示 ・撤去作業 中,昼 夜 を問わず湿度

 55±5%,温 度20～26℃ の環境が保たれること,ま

 たそのための設備 があること。

(3)照 度が油彩作品については250ル ックス,紙 ・絹の

 作品については70ル ックス以下 に保 たれ ること。

(4)防 犯 ・防災体制 および設備が整っていること。

(5)作 品の移動は美術品専門の業者が行 い,冷 暖房の

 空調つき美術品専用車 を使 うこと。

(6)絵 画作品の梱包 は,国 内輸送に関 して は原則 とし

 て木箱,海 外輸送 に関 しては防水 ・断熱 ・高気密性

 の二重箱 を使用す ること。ただ し,国 内輸送で も航
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 空機を使用する場合 は海外輸送 と同じ仕様 にす る。

 また板の作品に関 しては特 に温湿度 に留意 して特別

 の梱包をする。彫刻 に関 して も木箱 とし,作 品を露

 出させない(オ ープンクレー トは不可)。

(7)貸 出先の機関に専門職員 としての学芸員がいて,

 貸出 ・返却 および展示 ・撤去 の作業に立 ち会 うこと。

2.貸 出先の展覧会の内容 に関わる条件

(1)美 術に関わ る専門家が企画 ・監修 した展覧会 であ

  る こと。

(2)当 該作品に とって,そ の展覧会の主題が本質的な

 重要性 を持 ち,代 替 しうる作品が ご く小数 しかない

  こと。

(3)カ タログが作製 されること。

(4)複 数の会場 を巡回する展覧会 の場合,企 画および

  カタ ログ編集 の主体 とな る美術館 に優先 的に貸 出

  す。

(5)画 廊 ・デパ ー トの特設会場 には貸出 さない。デパ

  ー ト内の美術館 については注意深 く見極 める。

3.貸 出手続に関わ る条件

(1)展 覧会の主催者が貸 出依頼書 を展覧会開催の6カ

  月以前 に提 出すること。

(2)温 湿度,防 犯 ・防火の設備な どについて,石 橋財

  団所定の書式に従 って,展 覧会場の概要を提出する

  こと。 なお,必 要 に応 じて当方の職員が赴 いて,展

  覧会場 を確認す る。

(別表2) 重要 な美術品

第5条 第2項(4)に 定 める重要な美術 品は,以 下 の通 りで

ある。

 エ ドゥアール ・マネ 《自画像》

 ポール ・セザ ンヌ

 《サ ン ト=ヴ ィク トワール山とシャ トー ・ノワール》

 ピエール=オ ーギュス ト・ル ノワール

    《座 るジ ョル ジェッ ト・シャルパ ンティエ嬢》

 パ ブロ ・ピカ ソ 《腕 を組んですわるサル タンバ ンク》

 雪 舟 《四季山水図》

 藤島武二 《黒 扇》

 青木 繁 《海の幸》

 青木 繁 《わだつみのい ろこの宮》
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ガイドライン3-(2)

施設概要の書式
館 名

住 所

電話番号

FAX番 号

1.建 物 について

(1)建物 の構造は

  1・ 木造     2.鉄 骨 ・鉄筋 コンク リー ト

  3.そ の他(               )

(2)竣工年   19  年   月

(3)開館年   19  年   月

(4)改修年   19  年   月

      (内容              )

2． 温湿度 について

(1)展示室の設定温度は

     夏期     ℃

     冬期     ℃

(2)展示室の設定湿度は

     夏期     %

     冬期     %

(3)1日 の温度変化 は    ℃/1日

(4)1日 の湿度変化 は    %/1日

3． 照明 について

(1)展示室の光源の種類 は

  1． 人工光

  (種類                  )

2.自 然光 ・人工光併用

(種類                  )

(2)展示室の壁面照度の調節は

 1． 出来 る(範 囲は   lux～   lux)

2.出 来 ない(壁 面照度       lux)
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(3)展示室 に外光 がはい りますか

    1.は いる    2.は いらない

  はいる場合

  1.紫 外線 のカッ ト

    1． してい る  2． していない

  2.光 量の調節

    1.出 来 る   2.出 来ない

4． 展示方法につ いて

(1)額の吊 り方は

    1.壁 面 にフ ック 2.天 井か らワイヤー

(2)額が小 さい とき壁面 に釘や木 ネジが

    1.打 て る    2． 打てない

5.防 災体制について

(1)火災報知器は

    1． ある(種 類        ) 2.な い

(2)煙感知器 は

    1.あ る(種 類        ) 2． ない

(3)熱感知器 は

    1． ある(種 類        ) 2.な い

(4)自動消火装置 は

    1.あ る(種 類        ) 2． ない

 スプリンクラーの場合

    1． ドライバイプ  2． ウエ ットパイプ

(5)消火器は

    1.あ る(種 類        ) 2.な い

(6)盗難防止用感知器 は

    1.あ る(種 類        ) 2.な い

(7)夜間の防犯装置は

    1.あ る(種 類        ) 2． ない

(8)その他の防犯 ・防災装置 は

    1.あ る(種 類        ) 2． ない

(9)展示室の監視員 は何人 いますか

        人

(10) 防犯警備 は

 A． 開館中 1． 専門職員 としての警備員がする

       2.警 備会社等に委託 している

       3.し ていない

 B.閉 館中 1.専 門職員 としての警備員がす る

       2.警 備会社等に委託 している

       3． していない

(11) 閉館後の展示室の警備 は

   1.す る   2.し ない

(12)建物内に24時 間係員が

   1.い る   2.い ない

6.職 員について

(1)専門職員 としての学芸員は何人いますか

        人

(2)展示作業の責任者 はどなたですか

   氏名

(3)保存 の担当の専門職員 はい ますか

    1.い る 氏名         2.い ない

(4)作品の事故 の際に対応出来 る保存修復家が内部 もし

  くは外部 にいますか

    1.い る 氏名        2． いない

7.木 箱の保管 について

(1)輸送用の木箱を保管す る場所 は

    1.あ る   2.な い

  1.の 場合その場所は空調が

   A.出 来 る   B.出 来 ない

  2.の 場合他所 で保管する事 にな りますが

    その場所 は

またその場所 は空調が

  A． 出来る   B． 出来ない

記入年月日       年    月    日

記入者氏名
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美術館案内 Guide to the Museums

ブリヂストン美術館

所在地  東京都中央区京橋1-10-1(〒104)

     TEL.(03)3563-0241

開館時間 4月 ～10月 午前10時 ～午後6時

     11月 ～3月 午前10時 ～午後5時30分

休館   毎月曜 日 年末年始(12月28日 ～1月4日)

入場料  個 人:

     一般¥500 大 ・高生¥400 中・小生¥200

     団体(15名 以上):

     一般¥400 大 ・高生¥300 中・小生¥150

     なお,特 別展の場合は変更す ることがあ る。

Bridgestone Museum of Art

Address    10-1, Kyobashi 1-chome, Chuo-ku,

               Tokyo 104, Japan

               Phone:(03)3563-0241

Museum Hours Open daily except Monday

               10:00a.m.-6:00p.m.(from April

               through October)

               10:00a.m.-5:30p.m.(from November

               through March)

               Closed from December　 28 to

               January 4

Admission   Adults ¥500

               Students ¥400

               Children under 15 ¥200

石橋美術館

所在地  福 岡県久留米市野中町1015

     石橋文化セ ンター内(〒830)

     TEL.(0942)39-1131

開館時間 午前10時 ～午後5時

休館   毎月曜 日 年末年始(12月28日 ～1月4日)

入場料  個 人:

     一般¥300 大 ・高生¥200 中・小生¥150

     団体(20名 以上):

     一般¥250 大.高 生¥150 中・小生¥80

     なお,特 別展の場合は変更す ることがあ りま

     す。

Ishibashi Museum of Art

Address    1015, Nonaka-machi, Kurume,

               Fukuoka-ken 830, Japan

               Phone:(0942)39-1131

Museum Hours Open daily from 10・00a.m.

               to 5.00p.m. except Monday

               Closed from december 28 to

               January 4

Admission   Adults ¥300

               Students ¥200

               Children under 15 ¥150
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石橋財団職員

常務理事

事務局    局  長

楠 晋次

朝比奈仙二

渡 辺 瞳

押 本仁子

石黒経子

土屋益子

ブリヂストン美術館

     館 長

     事 務 部 事務部長

学 芸 部 学 芸 部 長

   学 芸 課 長

嘉門安 雄

大崎新 一

岡本 愛子

中村 邦子

柴 田孝三

南山伊兵衛

渡 辺清 美

青柳真 子

加藤伸 子

田 中真 美

阿部信 雄

宮崎 克己

中田裕 子

吉城寺尚子

塚田美香子

田中千秋

貝塚 健

細井加奈子

石橋美術館
館 長

事 務部 事務部長

学 芸 課 学 芸 課 長

   主任学芸員

中 川 洋

平井麟之輔

野 田朋子

富松 弘美

原 朋 子

田内正宏

橋 富博 喜

杉本秀 子

後藤純 子

植野建 造
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